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運輸省並びに茨城県は,水戸対地射爆撃場 。元水戸陸軍飛行学校

跡地内に,常陸那珂港の作業基地建設計画を進めております。この

建設予定地域の那珂湊市大字沢田には,埋蔵文化財包蔵地である沢

田遺跡が確認されておりました。

財団法人茨城県教育財団は,運輸省第二港湾建設局と発掘調査事

業についての委託契約を結び,昭和62年 7月 から昭和63年 3月 まで

沢田遺跡の発掘調査を実施いたしました。

本書は,昭和63年 7月 から発掘調査を実施した沢田遺跡の成果を

記録したものであり,製塩遺構が多数収録されております。

本書が学術的な資料としてはもとより,郷上の歴史の理解を深め,

教育・文化の向上の一助としてより多くの方々に活用されることを

希望いたします。

なお,発掘調査及び整理を進めるにあたり,委託者である運輸省

第二港湾建設局からいただいた御協力に対し感謝申し上げます。ま

た,茨城県教育委員会・那珂湊市教育委員会をはじめ,関係各機関

及び関係各位から寄せられた御指導・御協力に対し,衷心より感謝

の意を表します。

平成元年 3月

財団法人 茨城県教育財団

理事長 犠  田  勇
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第 1章 調 査 経 緯

第 1節 調査に至る経過

常陸淋珂港建設が計画されている「水戸対地射爆撃場」跡地は、旧水戸東陸軍飛行場用地であ

り、戦後は米空軍により「水戸対地射爆撃場」として使用されてきた。しかし,昭和48年日本政

府に返還されて,国の普通財産となっていたため,首都圏に残された貴重な広大な未利用地であ

ることから,昭和56年に大規模流通港湾と国営公園を主要な土地利用用途とする跡地利用計画が

決定された。このような中で本港は,道路・港湾の基盤整備の核として,ま た,水戸
。日立都市

圏,夏には北関東地域の物流の拠点として,同時に,首都圏のエネルギー需要に対処するための

エネルギー基地 (石炭火力発電所)の港湾として,昭和58年 3月 に港湾法に基づき,地方港湾 (常

陸那珂港)と なり,同月重要港湾に指定された。

これらのことから港湾計画の整備に伴い,運輸省第二港湾建設局により,常陸那珂港建設予定

地域に「作業基地」の工事が進められることになり,昭和61年 10月 に那珂湊市教育委員会に対し,

建設地域内の埋蔵文化財の有無について照会を求めた。那珂湊市教育委員会は,同年11月 に埋蔵

文化財の所在することを回答した。そこで,運輸省第二港湾建設局は,同年12月 に茨城県教育委

員会と建設地域の埋蔵文化財の取り扱いについて協議した結果,現状保存が困難であるため,発

掘調査による記録保存の措置を講ずることになった。

財団法人茨城県教育財団は,茨城県教育委員会の紹介により,昭和62年 7月 1日付で,運輸省

第二港湾建設局と埋蔵文化財発掘調査の業務委託を締結し,昭和62年 7月 1日 から昭和63年 3月

31日 まで沢田遺跡の発掘調査を実施することになった。

第 2節 調査方法

地区設定

沢田遺跡の調査区設定は,日本平面直角座標IX系,X軸 (南北)+45,380.00m,Y軸 (東西)十

6,980.00mの交点を通る軸線を基準にして,東西・南北各々40mずつ平行移動して大調査区を設定

した。大調査区の名称は,北から南へ「A」 。「B」・「C」……「F」 と大文字を付し,西から東へ「 1」・

「 2」・「 3」 ……として,「 Al」 区,「 B2」 区と表記した。小調査区は40m四方の大調査区を更に

4m四方の小調査区に100分割し,北から南へ「a」 。「b」・「c」・……「j」 ,西から東へ「 1」・「 2」・
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「 3」 ・……「 0」 と小文字を付した。各小調査区の名称は,大調査区の名称と合わせた四文字で

「A2bl」 区,「 B2b2」 区のように表記した。

層序の検討

当遺跡の基本的層序は,運輸省第二港湾建

設局作成の「地層想定断面図」によると, 1。

2層 は砂質土層 (沖積世)で 8mほ ど堆積して

おり, 3層はレキ質土層 (沖積世)である。

4層 は砂質土層 (洪積世)で, 5層は,軟岩

(中新世)である。なお,当遺跡で検出され

た遺構は,いずれも1層の砂質土層中に構築

されていた。

層 序 表
6.OL

4.0-―

2.0-―

0‐―

-2.0-―

-4.0-

-6.0-

-3.0-―

1図 沢田遺跡調査区名称図

記号 構成上質 土質名 地質時代

1 細砂

砂質土層 沖

積

世
第
　
四
　
紀

細砂

3 砂レキ レキ質土層

4

シルト混じり微

細砂・微細砂。中

砂

砂質土層
洪
積
世

5 砂質泥岩 軟岩

中
新
世

第
二
紀

第 2図 沢田遺跡土層柱状図
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3 遺構確認

これまでの発掘調査は,一般に台地や低湿地の調査であり,砂地での調査は初めてなので,果

たして遺構が砂の中に残存しているか,あ るいは,どの砂層が遺構を伴うものなのかを確認する

ことは困難であつた。従つて,4m四方のグリッド毎に約30cmほ ど掘り下げて遺物を採集する作業

と並行しながら,幅 2mの トレンチを設定して遺構が存在するものと思われる黒色土層を目安に掘

り下げて遺構の確認を進めたところ,遺跡の東側から北側にかけて黒色土層と20基前後の鍼水槽

が検出された。黒色土層までの砂層の堆積が0.5～ 1.5mであることが確認できたため,調査区の東

側及び北側の一部は重機を導入して表土除去し,そ の後遺構の確認調査を進めた。その結果,釜

屋と鍼水槽などを表土除去を終えた調査区のほぼ全域から検出することができた。

遺構調査

釜屋の調査は,長径方向とそれに直交する方向に灰層観察用のトレンチを幅60～80cm前後で掘

り込み,誠水槽の調査は,長軸で三分する三分割法を用いた。土樋の調査は,適宜な位置に砂層

観察用ベルトを残して底面まで掘り込んだ。

土層観察は,色相,含有物,混入物の種類や量及び粘性等を総合的に観察し,分類の基準とし

た。色相の判定は,『新版標準土色帖』 (小山正忠・竹原秀雄著 日本色研事業株式会社)を使用

した。

遺物は,柱状に残して出上位置を保ち,遺構の掘り下げ終了後,遺構平面と共に図化し,レベ

ルを測定後に取り上げた。

遺構平面図は,水糸方眼地張測量によつて,20分の 1の縮尺で図化した。

記録の過程は,土層断面写真撮影→土層断面図作成→遺物出土状況写真撮影→遺物出土状況平

面図作成→遺構平面写真撮影→遺構平面図作成→遺構断面図作成の順を基本 とした。図面,写真

等に記録できない事項については,遺構カードに記録した。

第 3節 調査経過

沢田遺跡の発掘調査は,昭和62年 7月 1日 から昭和63年 3月 31日 までの 9か月間にわたつて実

施した。

以下,発掘調査の経過について,その概要を月別に記述する。
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月 6日 から発掘調査の諸準備にとりかかり,市内の事務所わきに倉庫を建設した。14日

から作業員を投入し,17日 に安全祈願祭を執り行った。併せて遺跡内に器材置場の設置,

発掘器材の搬入,整理,テ ントの設営等を行った。下旬には,茨城県建設コンサルタン

トによって基本杭打作業を進めた。また,調査区域の確認を行い,遺構確認のためにト

レンチを設定した。 トレンチは,遺跡のほぼ中央部に南北の トレンチを 1か所,東西に
は10mお きに16か所設定して調査を開始した。更に,El・ D2区 を中心にグリッド発掘に

より遺物取り上げと遺構確認作業も併せて実施した。

月 猛暑の中,東西 トレンチの試掘は,Bl～B3区 ,C2・ C3区,グ リッド発掘は,El～ E3

区を中心に行い,鹸水槽を 3か所確認した。

月 前月に引き続き, トレンチによる試掘はE2区を,グ リッド発掘はE2・ E3区 ,Dl・ D2

区,Cl～C3区 ,Bl・ B2区,Al・ A2区を行い,遺構と思われる黒色土層を検出したが,

出土遺物は極めて少なかった。

月 トレンチによる試掘は,Cl区を中心に黒色土層まで掘り下げた。グリッド発掘は,E2
区,Bl・ B2区,Al区を行つたが,出土遺物はこれまで同様少なかった。下旬にE2・ E3

区,D2・ D3区 ,C2・ C3区,B2・ B3区,Al・ A2区の トレンチ清掃を実施した後, トレ

ンチ断面の写真撮影と断面実測を行った。

月 前月に引き続き,B2区のトレンチによる試掘及び清掃,断面写真撮影と実測を行った。
グリッド発掘は,El～E3区,D2・ D3区 ,B2区 を中心に行い,併せて遺構の確認のため,

E2区 ,D2区の一部を部分的に拡張した。7月下旬から進めてきたトレンチによる試掘と

グリッド発掘による慎重な遺構確認と遺物取り上げ作業により,調査区域の東側の大半

と北側の一部にかけて黒色土層が検出され,鹸水槽も点在して確認されたので,試掘後

の遺跡全景写真撮影を行つた。16日から第 1回 目の重機による表土除去作業をE2区から

開始し,下旬には,E2区から遺構調査も開始した。

月 重機による表土除去作業は,D2・ D3区 ,C2・ C3区,Bl～ B3区,Alo A2区 と順に18

日迄行い,黒色土層上面に堆積していた厚さ0.5～1.5mの砂を除去した。また,E3区の

遺構調査により,カ マド状遺構と思われる落ち込み 3基 と誠水槽 5基の調査を終えたが,

遺構からの出土遺物は全くなかった。25日発掘器材の点検及び整理を行い,年末年始の

休暇に入った。

月 5日 に発掘調査の諸準備を行い,D2区から発掘調査を再開した。厳寒期に入り,「千々

乱風」伝説を裏づけるかのように毎日北あるいは北東の風が強く,砂をまき上げて調査

の進1/9に やや支障をきたしはじめたが,釜屋 2軒,献水槽60基,上樋 7条の調査を終了

した。
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月 前月に引営続|き釜屋3軒,I鵬 71義 _LA O築の調査を終了した
`.ま

た,SI日から

12日 まで‐次面でゆ調査を終了したD2区,31区の砂を厚さ1～‐5れまで重機を導入|して

除去した。

月 IBl区では遺構が上下に重複してぃるものが多く,調査も予定―より選れがちであったハ

当遺跡から襟出された釜屋.3か所,カマド7基 カマド状湧構蝉鶏 餓永椿■4甚封―上種
29条,■坑2基の調査を終えた。出土遺物も少なく,遺籍に伴うも|のは極めて少なかっ
たが,第1蒟号餓本構から木製の柄族3点が出上した。19Bには,邦痢湊市中央公良館正

於て―発掘調査結果報告会を実施して,昭和6247月 |か 争昭和63年 3月 までの0か月荏わ
たる采田遺跡の発掘調査を完了した。
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第 2章 位置 と環境

第 1節 地理的環境

沢田遺跡は,茨城県那珂湊市大字沢田に所在する。当遺跡の所在する那珂湊市は,茨城県の海

岸線約1801d4の ほぼ中央部にあり,栃木県の那須岳に源を発する那珂川の河口左岸に位置して
いる。

市域は東西5。 91d4,南北8。 9kmで,東は太平洋をのぞみ,北西から南西にかけて勝田市,東茨城郡

常澄村に,南は那珂川を隔て東茨城郡大洗町に隣接している。面積は25,98Mで ,人口は32,641人

(昭和63年 9月 1日現在 )を数える。市街地は,地区の南部沖積低地を中心に形成され,西部は

水田地帯,北部は台地となって畑中が多く,千いも作りやイチゴ栽培が行われており,消費地に

近い都市近郊型農業が盛んである。

本市は,古 くは江戸時代に水戸藩の商港として開港し,東北,北海道への米や物産の中継港と

しての役割をにない,「二十五反の帆をまきあげて,行くよ仙台,石の巻」と磯節に歌われるよう

に,諸国の出船,入船で賑わうとともに,水産都市としても大い発展してきた。昭和38年以降は

近代的施設を整備し,鰹,鮪,秋刀魚など遠洋漁業による大漁水揚げで名実ともに県内随一とな
っ

ている。また,最近では水戸射爆撃場跡地利用計画による新流通港湾建設構想と国営常陸公園建

設計画とが関連してよリー層の発展が期待されている。

市の周辺地形をみると,市街地の北部には那珂川の支流である中丸川に沿つて標高25m前後の那

珂台地の一端がせまっている。この台地東縁は急斜面あるいは崖状を呈して,県内でも最も多く

の岩礁が存在する海岸に面している。とくに,那珂湊の岩礁地帯は,中世代白亜紀層として天然

記念物の県指定をうけて著名である。北端は緩く湾曲して東海村村松に延びる雄大な砂丘地帯
と

なっている。これに対して,那珂川,中丸川谷に臨む南縁は,おおむね入り組んだ地形を呈しな

がらも緩やかな傾斜で沖積低地に移行するところが多い。

沢田遺跡は,阿字ヶ浦海水浴場から北側約1.8kmの鹿島灘阿字ヶ浦沿岸の起伏をも
つ標高 4～10

mの砂丘地帯に位置し,遺跡の所在する那珂湊市と勝田市の境界から約200m南の海岸沿に位置し

ている。

沢田遺跡の調査対象面積は15,000m2で,現況は砂丘である。

参考文献

那珂湊市役所企画室企画課『なかみなと』'84市勢要覧・市制30周年 昭和59年
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第 2節 歴史的環境

那珂川下流域は,古 くから人々が居住し,多 くの遺跡があることで知られている。また,江戸

時代にはこの那珂川を通して黒羽根―鳥山一水戸―那珂湊へ至る奥州南部や下野方面の物資の水

上交通のルー トとして利用されてきた。

那珂湊市は,那珂川河口に位置するため自然環境に恵まれて,狩猟漁F4‐の時代にも,稲作農耕

の時代にも,その生活に適し,原始 。古代から中・近世にかけての遺跡が数多く存在している。

先土器時代の遺跡は,県内において90遺跡ほど報じられているが,パ珂湊市内における同時期
(D

と思われる遺物が「那珂湊市史」によると,西原遺跡 〈49〉 その他において,わずかに数点の石

器が発見されているということである。
鬱)

縄文時代の遺跡は,「茨城県の遺跡地図」によると,市内の各地から38か所発見されているが,

草創期から早期の遺跡は非常に少ない。前者では,草創期の上器を比較的多く出土した部田野格

H遺跡を,後者になると田戸下層式,田戸上層式の上器を出土した部田野格 I遺跡 〈55〉 を上げ

ることができる。前期になると遺跡数は増え,浮島 I・ H・ Ⅲ式上器を出土している小川只塚,

黒浜式上器を出土している富士ノ上貝塚 〈20〉 ,他に道理山貝塚などが知られている。中・後期の

遺跡は継続して営まれることが多く,そ の規模も大きい。力日曽利E式土器を中心に出土した上ノ内

貝塚 〈44〉 (中期),宮前貝塚 く45〉 (中・後期)な どの他に,低地の崖下に貝塚が形成されていて,

立地的にやや特異な存在である辰ノロ貝塚 (後期)が注目される。晩期の遺跡は早期同様少ない

が,太田房遺跡 〈40〉 ,柳沢十二所遺跡 〈38〉 などが知られている。

弥生時代の遺跡は,現在の水田を望む台地の縁辺にあって前述した縄文時代の遺跡と同数の38

か所が知られており,部田野格 I・ II遺跡 〈54〉 ,北山ノ上遺跡などがあげられるが,弥生時代単

独の遺跡は少ない。前者は縄文時代から弥生時代にかけて,後者は縄文時代から古墳時代にかけ

ての複合遺跡である。

古墳時代の遺跡は,縄文時代や弥生時代と複合する廻り目遺跡 〈25〉 ,弥生時代や奈良。平安時

代と複合する富士ノ上遺跡 〈19〉 などがある。古墳は多く,市内の各地に点在するが,平磯町三

ツ塚から阿字ヶ浦町に至る太平洋岸台地の古墳群は百数十基を数え,県内屈指の大古墳群である。

この他に十数基を一群とする東塚原古墳群などが知られている。

奈良 。平安時代になると,那珂湊地方は初めて記録にあらわれてくる。奈良の平城宮から発掘

された天平18年 (746)頃 の木簡に,「酒烈崎」という地名が記されていることから, これが,磯

崎一帯の古名であろうことが酒烈磯崎神社の存在によっても想像できよう。平安時代には,「文徳

実録」によれば天安元年 (857)酒烈磯崎4申社が薬師菩薩名神の号を贈られ,延喜の制では名神大

社となって著名な神社として知られており,更に,「和名抄」によれば那賀郡幡田郷に属すと郷名
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(3)

も記されている。また,奈良・平安時代の遺跡としては,わずかに館山横穴 〈30〉 などの横穴や

神敷台遺跡 〈28〉 などが存在するにすぎない。

中世に入ると那珂湊地方は,古代の幡田郷に代わり,吉田郡声凸島郷と記され,「那珂湊」「不日

田」などの地名も史料にあらわれるようになる。南北朝時代の寺社では,桓武天皇を祭神 とする

柏 紫明神近くに,普観寺,ほかに華蔵院,天神などの存在が確認され,部田野にあつた光明寺も

湊へ移つている。すなわち,那珂川口における交通交易の活発化にともない,平安時代以降次第

に沖積低地への集落と人口の増加,及び社寺の進出もあって,徐々に町並が形成されつつあつた

ものと思われる。また,応永33年 (1426)江戸通房が水戸城の大縁満幹を追ってからは,江戸氏

“

)

の勢力下におかれた。

近世になると,佐竹氏の台頭によつて,江戸氏の勢力は後退し,那珂湊一帯も佐竹氏の管轄下

に入つた。しかし,慶長 7年 (1602)佐竹義宣の秋田移封後は,徳川家康の第11男頼房が水戸に

封じられ,25万石を領して初代水戸落主となった。以後明治 4年の廃藩置県まで当地方は水戸藩

領に属することになる。

那珂湊の存在が全国的にも著名となったのは,水戸藩の商港としてである。即ち,幕藩体制が

確立されると,東北地方の産米や物資が東廻 り海運によって那珂湊に達し,そ こを中継港として,

イロ沼川―海老沢―(陸送)一北浦一利根川―江戸川を通って江戸へ運送されることになった。
一方,

那珂川を通して,黒羽根一鳥山一水戸―那珂湊の運送路利用も多く,湊村は,寄港地,中継地と
脩)

して重要視され,水戸藩唯―の貿易港として大いに隆盛した。

さて,今回調査した沢田遺跡は,全国的にも調査事例の少ない砂丘の近世の製塩遺跡であり静)
また,こ の地域には,江戸時代初期には強風のために村が砂に埋もれたという「千々乱風」伝説

が今日まで語り伝えられている。

以上のように,那珂湊市内の洪積台地や沖積低地上には,原始 。古代から中
。近世の各時代に

わたり多くの遺跡が点在していることから文化の繁栄が推察される。

註

(1)写真集  『那珂湊市史』那珂湊市史編さん委員会 昭和49年

(2)茨城県教育委員会『茨城県遺跡地図』茨城県教育委員会 昭和62年

(3)宮崎報恩会『那珂湊の歴史』財団法人宮崎報恩会 昭和49年

に)『茨城県史料中世編 I』 鹿島神宮領田数注文案に「吉田郡戸田町廿五丁一反三百歩」とあ

る。茨城県史編さん中世史部会 昭和45年

(5)(3)に 同じ
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(61 13)に同じ

171罐 ―「伝説千 乱々1恥 r表競県史煽  昭和50年

籍 期

宮崎報患会 r那痢湊の歴史1鷲団法人宮崎報恩会 昭莉49年|

勝甲市真編さん委員会 1離市史料水戸射爆撃場の歴史コ 昭和57年
1那剤湊市教育委員会 騨期湊市遺跡分布調査報告書J那剰姿醐 財調書報告車 昭和5■年
鰈 医学総釦難藉驀那珂療市教育委員会 「郡剤漢醜 墳糀鼈 古墳調査報告書J 昭
和49年
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第 4図 沢田遺跡周辺地形および周辺遺跡位置図
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表
1 
沢
田
遺
跡
他
周
辺
遺
跡
一
覧
表

― 電 ―

番
号
遺
 
跡
 
名
種
  
類

時
代

番
号
遺
 
跡
 
名
種
  
類

時
代

1
沢
田
遺
跡

包
蔵
地

先
土
器
・
縄
文
,弥
生
・
古
墳
・
奈
良
～
近
世
29
田
宮
原
遺
跡
H

包
蔵
地

縄
文
・
弥
生

2
前
山
古
墳
群

古
墳

古
墳

館
山
横
穴

横
穴

古
墳
。
奈
良
。
平
安

3
川
子
塚
西
古
墳
群
古
墳

古
墳

和
尚
塚
古
墳

古
墳

古
墳

4
川
子
塚
前
方
後
円
墳
古
墳

古
墳

赤
坂
遺
跡

包
蔵
地

縄
文

大
穴
塚
古
墳

古
墳

古
墳

田
宮
原
遺
跡
I
包
蔵
地

縄
文
・
弥
生

磯
崎
東
古
墳
群

古
墳

古
墳

新
堤
遺
跡

包
蔵
地

縄
文
。
弥
生

磯
合
古
墳
群

古
墳

古
墳

新
堤
遺
跡

包
蔵
地

縄
文
・
弥
生

泉
上
遺
跡

包
蔵
地

縄
文
・
弥
生

新
堤
横
穴
群

横
穴
群

古
墳
。
奈
良
・
平
安

新
中
丸
遺
跡

包
蔵
地

縄
文

小
谷
金
遺
跡

包
蔵
地

縄
文
・
弥
生
・
古
墳

入
道
古
墳
群

古
墳

古
墳

柳
沢
十
二
所
遺
跡
包
蔵
地

縄
文
・
弥
生
。
古
墳

三
ツ
塚
第
一
古
墳
群
古
墳

古
墳

寺
前
前
方
後
円
墳
古
墳

古
墳

三
ツ
塚
第
二
古
墳
群
古
墳

古
墳

大
田
房
遺
跡

貝
塚
・
包
蔵
地
縄
文
・
弥
生
。
古
墳

０ ゛
三
ツ
塚
第
二
古
墳
群
古
墳

古
墳

寺
脇
遺
跡

包
蔵
地

縄
文
・
弥
生
・
古
墳

新
道
古
墳
群

古
墳

古
墳

力 ■
部
田
野
古
墳
群

古
墳

古
墳

三
ヶ
穴
横
穴
群

横
穴
群

古
墳
・
奈
良
。
平
安

部
田
野
横
穴

横
穴

古
墳
・
奈
良
・
平
安

16
権
現
塚
古
墳

古
墳

古
墳

44
上
ノ
内
貝
塚

貝
塚

縄
文

清
水
町
遺
跡

包
蔵
地

弥
生
。
古
墳

宮
前
貝
塚

只
塚

縄
文

18
東
塚
原
古
墳
群

古
墳

吉
墳

46
尼
ヶ
祢
遺
跡

包
蔵
地

縄
文
。
弥
生
・
古
墳

富
士
ノ
上
遺
跡
H
包
蔵
地

弥
生

釜
神
上
遺
跡

包
蔵
地

弥
生
。
古
墳

富
士
ノ
上
貝
塚

貝
塚

縄
文

48
宮
後
遺
跡

包
蔵
地

縄
文
・
弥
生
・
古
墳

富
士
ノ
上
遺
跡

包
蔵
地

縄
文
。
弥
生
。
古
墳

西
原
遺
跡

包
蔵
地

先
土
器

和
田
ノ
上
遺
跡

包
蔵
地

縄
文
・
弥
生
。
古
墳

差
渋
遺
跡

包
蔵
地

縄
文
・
弥
生

大
部
坂
砂
利
山
遺
跡
包
蔵
地

縄
文

部
田
野
猪
遺
跡
Ⅲ
包
蔵
地

縄
文
。
弥
生

八
幡
ノ
上
遺
跡

包
蔵
地

縄
文
・
弥
生
・
古
墳

部
田
野
路
遺
跡
I・
H
包
蔵
地

縄
文
・
弥
生

廻
り
目
遺
跡

包
蔵
地

弥
生
。
古
墳
・
奈
良
・
平
安

53
部
田
野
努
遺
跡
I・
H
包
蔵
地

縄
文
・
弥
生

26
峯
ノ
山
遺
跡

包
蔵
地

縄
文

部
田
野
山
崎
遺
跡
I
包
蔵
地

縄
文
。
弥
生
・
古
墳

鍛
冶
屋
窪
遺
跡

包
蔵
地

縄
文
・
弥
生
・
古
墳
・
奈
良
。
平
安

部
田
野
山
崎
遺
跡
II
包
蔵
地

縄
文
・
弥
生

神
敷
台
遺
跡

包
蔵
地

弥
生
・
古
墳
・
奈
良
・
平
安

56
山
崎
遺
跡

包
蔵
地

縄
文



第 3章 遺構 と遺物

第 1節 遺跡の概要 と遺構・遺物の記載方法

1 遺跡 の概 要

発掘調査の結果,当遺跡から釜屋 8か所,カ マド7基,カ マド状遺構 4基,戯水槽114基,土樋

29条,土坑 2基が検出された。

《釜屋》

釜屋とは,カ マドを築き鹸水 (濃い塩水)を火で煮詰めて塩を作るための建屋をいい,一般的

には,部屋の中央部にカマドを築き周囲に濃い塩水を貯める戯水槽,燃料置場,いだし場と呼ば

れる塩の苦汁を抜く施設,そ して,できた塩を保管する貯塩場等がある。

釜屋は,当遺跡の中央部より南部に 1か所,やや東側寄りの南北に海岸線に沿うように,ほぼ

等間隔で 5か所検出され,更に,前述した釜屋の中で最北端の釜屋をはさむようにして東側に
1

か所,西側に 1か所の計 8か所検出された。平面形状は,版築してある黒褐色土などより推定す

ると,長軸12～13m・ 短軸 9～■mの長方形を呈するものと思われる。

《鹸水槽》

献水槽とは,鹸砂 (塩田で作られた塩の結晶が付いた砂)を 「濾過」して作られた濃
い塩水を

貯める水槽で,砂地を掘り,粘 りのある黒褐色上を薄く貼った上に,更に,厚さ 3～20cmの黄褐

色の粘上を丹念に貼つて構築されている。規模は,大 きいもので長さ 5～ 6m,幅 2.5～2.7m,深

さ1.2～1.6m,小さいもので長さ,幅 ともlm以下で浅いものがあり,平均的には,長さ2.3m,

幅1.7m,深さlm程度である。平面形状は,楕円形または長楕円形を呈している。

鹸水槽は,前述した釜屋内及び釜屋の東側半分を取り囲むように検出されている。また,中央

部より北側の献水槽間には,上樋が一部の誠水槽上面部に連結して検出された。

《土樋》

土樋とは,濃い塩水を釜屋内に付設された鹸水槽へ流して移すための濤のようなもので,砂地

を浅く掘り,厚さ5～ 10cmほ どの黄褐色の粘上を雨樋のように貼つて構築されている。規模は,

幅12cm前後,深さ 8 cm前後であり,上樋の中には,30～50cmほ どの石を使つて整然と蓋をし
てあ

るものも検出された。

土樋は,当遺跡の中央部より北側の釜屋の周りに主に検出されたが,南側では全く検出されな

かった。

遺物は,遺構に伴うものは少ないが,調査区域からは土師質土器や陶磁器の他に古銭が出
土し
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ている。土師質土器は,内耳形土器が,陶磁器は,茶碗や急須などが破片で遺構外から出土して

いる。第 5号カマドからは徳利,遺構外からは小形皿形土器が完形で出上している。また,献水

槽から木製の柄振 3点が,第 2号カマドからは少量の釣状の鉄製品が出土している。上樋からの

出土遺物はなかった。

2 遺構・遺物の記載方法

本書における遺構・遺物の記載方法は,下記の要領で統一した。

(1)使用記号

釜屋一SH 賊水槽―SN 土樋―SD 土坑―SK 黒色土層―SY カマド状遺構―SX

陶磁器―P  土製品―DP  石製品―Q  金属製品一M  木製品・竹製品―W

12)遺構の表示

本書で使用した遺構の表示方法は,次のとおりである。

圧≡三]粘
土・釉      ● 土器      ★ 古銭

13)土層の分類記号

当遺跡から検出された遺構の土層観察は,「新版標準土色帳」 1/Jヽ山正忠・竹原秀雄著・ 日本

色研事業株式会社)を使用し,その後,整理の段階で,上層を次のように分類記号化し,図中

にその記号をもって記載した。

番 号 土 色 名 色 相   明 度/彩 度 含  有  物
１

２

３

４

５

６

７

８

９

１０

ｍ

ｌ２

・３

・４

・５

・６

黒色

黒褐色

暗褐色

褐色

明褐色

にぶい褐色

灰褐色

褐灰色

にぶい橙色

橙色

浅黄橙色

黒色

黒褐色

暗褐色

褐灰色

灰黄褐色

7.5YR % 1ラ盈
7.5YR%%%
7.5YR %
7.5YR % 宛
7.5YR 晃
7.5YR%%%
7.5YR%%%
7.5YR % %
7.5YR χ %%
7.5YR %
7.5YR %
10YR % 1/1
10YR % % %
10YR % %
10YR%%%
10YR % % %

a'

ａ

ｂ

げ

げ

ド

ｃ

ご

ざ

ｄ

ぎ

ざ

e'

砂 少量
砂 中量
砂 多量
砂 極少量
粘土 少量
粘土 中量
粘土 多量
粘土 極少量
粘土大ブロック 少量
粘土大ブロック 中量
粘土大ブロック 多量
粘土中ブロック 少量
粘土中ブロック 中量
粘土中ブロック 多量
粘土小ブロック 少量
粘土小ブロック 中量
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粘土小ブロック 多量
粘土粒子 少量
粘土粒子 中量
粘土粒子 多量
粘土粒子 極少量
黒色土砂 少量
黒色土砂 中量
黒色土砂 多量
黒色土砂 極少量
炭化粒子 少量
炭化粒子 中量
炭化粒子 多量
炭化粒子 極少量
炭化物 (炭化材)

焼土粒子 少量
焼土粒子 中量
焼土粒子 多量
焼土粒子 極少量
灰 少量
灰 中量
灰 多量
灰 極少量
貝殻片 少量
貝殻片 中量
貝殻片 多量
貝殻片 極少量
m 礫 少量
m' 礫 中量
m" 礫 多量
n 鉄さび
o  小石
p  繊維

10YR%%%
10YR % 死
10YR % %
10YR%%%
10YR%%%%%
10YR % % %
5YR 1/1
5YR %
5YR %
5YR 握 %
5YR%%%
5YR χ
5YR%%%χ
5YR %
2.5YR %
2.5Y % %
2.5Y %
2.5Y % %
2.5Y % χ
2.5Y % %
2.5Y % %
2.5Y%%%
2.5Y % %
2.5Y % %
2.5Y 晃 %
2.5Y % %
5Y %
5Y%%%
5Y %
5Y %
5Y%%%
5Y %
5Y %
5Y %
5Y%%%
7.5Y %
7.5Y %
7.5Y%%%%
10Y %
10Y %
10Y %
7.5R 妬
5GY %
ValueN 1/0

にぶい黄褐色

褐色

黄褐色

明黄褐色

にぶい黄橙色

灰白色

黒色

黒褐色

暗赤褐色

にぶい赤褐色

灰褐色

褐灰色

にぶい橙色

明褐灰色

明赤褐色

黒色

暗オリーブ褐色

黒褐色

オリーブ褐色

黄褐色

暗灰黄色

黄灰色

灰黄色

にぶい黄色

明黄褐色

浅黄色

黒色

オリーブ黒色

暗オリーブ色

灰オリーブ色

灰色

オリーブ色

オリーブ黄色

浅黄色

灰白色

オリーブ黒色

灰色

灰白色

オリーブ黒色

灰色

灰白色

赤色

オリーブ黒色

黒色

Ｗ

・８

・９

２０

２．

２２

２３

２４

２５

２６

２７

２８

２９

３０

３．

３２

３３

３４

３５

３６

３７

３８

３９

４０

４

４２

４３

４４

４５

４６

４７

４８

４９

５０

５．

５２

５３

５４

５５

５６

５７

５８

５９

６０
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戯水槽

14)遺構実測図の作成方法と掲載方法

本書における遺構実測図の作成方法は,次のとおりである。

金 屋

釜屋推定範囲

③

⑦

』鞄
脚ヽ

轄 //⌒＼、
十     ~｀⊃
｀

＼
、
、         /,,´

石蓋     ＼、  /
黄掲色粘上

○釜屋・カマド・カマド状遺構・献水槽・土樋。土坑は,縮尺乃oの原図をトレースして版組し,

それをさらに1/3・ 1/2に縮小して掲載することを基準とした。

○実測中のレベルは標高であり,m単位で表示した。また,同一図中で同一標高の場合に限リー

つの記載で表し,標高が異なる場合は各々表示した。

○遺構実測図の掲載については,釜屋・ カマド・カマド状遺構・餓水槽・土樋・土坑について

は,群ごとにまとめて第 1～ 11号製塩跡として掲載した。

15)遺物実測図の作成方法と掲載方法

○土器の実測は,原則として中心線の左側に外面,右側に内面と断面を図示した。

O土器拓影図は,右側に断面を図示した。

○上記以外の遺物については,効果的と思われる方法で実測した。

○遺物の実測図は,原則として原寸 トレースしたものを 3分の 1に縮小して掲載した。しかし,

種類や大きさにより,それ以外の縮尺も使用した。

16)表の見方

ア 製塩跡一覧表

○製塩跡番号は,整理の過程で付した番号をそのまま使用した。

O位置は,大調査区名で表した。

O長径方向は,座標北からみてどの方向にどれだけ傾いているかを角度で表示した。(N-15° 一

E)(N-15° 一W)( )を 付したものは,推定を表す。
○平面形は,製塩跡の形状を記した。( )を付したものは推定を表す。

○規模の長軸・短軸は,平面形の計測値を記した。

○釜屋・カマド・カマド状遺構 。賊水槽・土樋・土坑は,それぞれの数を記した。

上  樋
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〇備考は,重複関係などを記した。

イ 釜屋一覧表

○釜屋番号は,発掘調査の過程で付した番号をそのまま使用した。

○位置は,小調査区 (グ リッド)名で表した。他の調査区にまたがる場合は,遺構の占める面

積の割合が最も大きい調査区をもって表示した。

○平面形は,黒色土等を貼り固めてある地盤の形状を記した。( )を付したものは推定を表し,

形状不明のものは一― を付した。

O地盤の覆土は,地盤を構築している土層・厚さ (平均の厚さ)を表示した。

○釜屋内施設は,釜屋内に構成される遺構名を記した。

○標高は,遺構確認面のレベルを記した。

※上記以外の項目については,製塩跡一覧表に準じた。

ウ カマ ド・カマ ド状遺構一覧表

○平面形は,掘 り込み上端面の形状を記した。 ( )を付したものは推定を表し,形状不明のも

のは一― を付した。

○深さは,火床 (底面)か ら確認面までの垂直線の長さを実測した。

○覆土は,堆積の状態が自然堆積の場合は「自然」,人為堆積の場合は「人為」,不明の場合は

「不明」と記した。

○出土遺物は,出上した土器片 。陶磁器・鉄製品 。木製品などの出土点数,そ れに代表的な遺

物名を記した。

※上記以外の項目については,製塩跡釜屋一覧表の記載方法に準じた。

工 鍼水槽一覧表

O馘水槽番号は,調査途中で他の献水槽の一部と判明したものについては欠番 とした。

O粘上の厚さは,遺構確認面及び一部断ち割 りを実施したものを計測した。

○壁は,底面からの立ちあがり状態によって,次のとおり分類表記した。

Uお よそ80°～ 90°の傾き十一垂直   〔」′ およそ60°～ 80°未満の傾き一―外傾
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＼_ノ′およそ60°未満の傾き――なだらか
○底面は,次のとおり分類して表示した。

▼ 平坦  
―
皿状  
―

凹凸

―

ゆるい起伏

○形態分類の基準については,次のとおり表した。

平面形 I―楕円形状 H―長楕円形状 Ⅲ―円形状 Ⅳ―長方形状 V一方形状
Ⅵ―不定形

断面形 A―逆台形状

規 模  1-lm未 満

3-2m以 上 3m未満

深 さ a-50cln未 満

c-100cm以上150cm未満

B―皿状    c― 袋状    D― ロー ト状

2-lm以 上 2m未満

4-3m以 上

b-50cm以上100cm未 満

d-150cm以上

※上記以外の項目については製塩が・釜屋・カマド・カマド状遺構一覧表の記載方法に準じた。

オ 土樋一覧表

〇長さは,土樋の総延長を記した。

〇断面形は,「 v」 などのように記した。
※上記以外の項目については製塩跡・釜屋・カマド・カマド状遺構・土樋一覧表の記載方法に

準じた。

力 出土土器・陶磁器観察表

〇図版番号は,実測図中の図版番号である。

O器種は,土師器の場合は,内耳形土器というように,… …形土器と表した。
○法量は,A一 口径 B―器高 C―底径を表し,現存値は 〔 〕,復元推定値は ( )を付して
示した。

O備考の欄は,上器の残存率を表示した。

キ 古銭一覧表

O図版番号は,実測図中の図版番号である。

○銭名は,古銭名を記した。

器 形 の 特 徴 胎土・色調・焼成
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○初銭年は,最初に鋳造された西暦を記した。

○鋳造地名は,鋳造した国名を記した。

○出土地点は,出上した遺構あるいは小調査区名を記した。

※上記以外の項目については,出土土器・陶磁器観察表の記載方法に準じた。

ク 石器 。石製品一覧表

鉄製品一覧表

O名称は,遺物の種類名を表示した。

O台帳番号は,遺物の個別番号である。

○大きさの欄の長さ。幅 。厚さは,それぞれ最大長 。最大幅 。最大厚の計測値である。また,

大きさ,重量の欄の ( )内の数値は欠損した石器・石製品 。鉄製品の残存値である。

○石質の欄は,その石器・石製品を作る母岩の岩石名を表示した。

O出土地点は,出上した遺構あるいは小調査区名を記した。

O備考の欄は完存率等を表示した。
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第 2節 製塩跡

沢田遺跡からは,釜屋 8か所,カ マド7基,カ マド状遺構 4基,献水槽114基,土樋29条が,砂

層の下0.5～ 3.5mの黒褐色土・黒褐色砂土・砂の中から検出された。これらの遺構は,釜屋を中心

に密接なつながりをもって構築されている。そこで,塩生産の煎蒸工程上,釜屋とほぼ同一のグ

ループに属するものと思われる遺構を一つにまとめて製塩跡とした。なお,賊水槽及び土樋の中

に重複するものが認められることから,各製塩跡におけるこれらの遺構が同一時期に操業された

ものとは考えられない。しかし,いずれの遺構が同一時期に存在したものか,正確に把握するこ

とができなかったので,それぞれの製塩跡の中で一括して説明を加えることにする。以下,下記

のように11の グループに分けて記載する。

1.第 1号製塩跡 釜屋 1か所,カ マド状遺構 3基,馘水槽15基

2.第 2号製塩跡 釜屋 1か所,カ マド状遺構 1基,賊水槽18基

3.第 3号製塩跡 釜屋 1か所,カ マド1基,鹸水槽 4基

4。 第 4号製塩跡 釜屋 1か所,カ マド1基,賊水槽28基

5。 第 5号製塩跡 鍼水槽 7基

6.第 6号製塩跡 鹸水槽 4基

7.第 7号製塩跡 釜屋 1か所,カ マド1基,賊水槽 9基,土樋 7条

8。 第 8号製塩跡 釜屋 1か所,カ マド1基,土坑 2基

9.第 9号製塩跡 釜屋 1か所,カ マド2基,鹸水槽 7基,上樋 4条

10。 第10号製塩跡 釜屋 1か所,カ マド1基,鹸水槽 5基,土樋 6条

m.第 11号製塩跡 鹸水槽17基,土樋12条

1 第 1号製塩跡 (第 5図 )

第 1号製塩跡は,当遺跡の中央部より南東側のE2・

E3区に位置し,釜屋 1か所,カ マド状遺構 3基,献

水槽15基で構成されており,土樋は伴っていない。

各遺構は,黒褐色砂土層や一部砂層の中から検出さ     も
れている。当製塩跡に関連する施設は,位置や配列

から,第 1号釜屋,第 1～ 3号カマド状遺構,第 1

～ 6・ 43～ 45。 54・ 55・ 60・ 85号賊水槽が含まれる

ものと思われる。第41・ 42号献水槽は,第 1～ 3号 。  ω  lom

カマド状遺構の西側に位置し,配列から他の製塩跡     第 5図 第 1号製塩跡遺構配置図
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に属する可含旨性も考えられるが,便宜的に当製塩跡の中で説明を加えることにする。なお,当製

塩跡は,第 1・ 3号カマド状遺構が重複していることから,鍼水槽の重複関係や底面のレベルな

どを考慮して,第 1号カマド状遺構群 (SN-1・ 5・ 45・ 60)と第 3号カマド状遺構群 (SN―

44・ 54・ 55。 85)の 2つ に分けた。更に,第 2号カマド状遺構は,第 1号カマド状遺構の北西側

に重複して,同一レベルで存在することから,第 1号カマド状遺構群とほぼ同時期のものと思わ

れる。また,第 2～ 4・ 6号賊水槽は,両カマド状遺構群のいずれに属するか不明である。

その他,両者の遺構とは長径 (長軸)方向や底面のレベルあるいは重複などから,時期差があ

るものと思われる第41～43号鹸水槽については,配列から他の製塩跡, または,他のカマドに属

する可能性も考えられるが,最後に一括して説明を加えることにする。

第 1号釜屋 (第 6図 )

本跡は,調査区の南東部E3h2区を中心に確認された釜屋で,第 4号カマド状遺構の南側22.5m

に位置している。本跡は,砂上に炭化粒子・貝殻片を多量に合み粘りのあるオリーブ黒色土や黒

色土を厚さ22～ 140cmの厚さに固い地盤が構築されている。しかし,こ の黒色の固い地盤の範囲内

からは,黒色土の地盤を克明に調査しても,建屋を示す柱穴及び礎石等は検出することができな

かった。従つて,釜屋の規模・形状の詳細については不明であるが,西側の黒色上の切れている

所や賊水槽の配列から推定で,黒色土が南北の長さで約15.6m,東西の長さ約1lmの長方形状を呈

するものと思われる。

地盤は,ほぼ南北にトレンチを入れて確認したところ,北側から本跡にかけては,砂上に,前

記の粘土粒子・粘土ブロック・貝殻片などを含むオリーブ黒色上が堆積している。更に,南側の

第 3号カマド状遺構上面には,同様の只殻片・炭化粒子 。灰 。焼土粒子などを含む黒褐色上が何

層にもわたって堆積している。

遺物は,出土していない。

第 1号カマド状遺構 (第 7図 )

本跡は,調査区の南東部,第 1号釜屋の中央部より若千南側E3g2区を中心に確認されたカマド

状遺構で,第 4号カマド状遺構の南南東側26.6mに位置している。本跡は,南側で第 3号カマド状

遺構と重複しているが,土層断面を観察すると,本跡が,第 3号カマド状遺構を切つており,底

面の差は,約70cmで ある。また,西側では,第 2号カマド状遺構と重複しているが新旧関係は不

明である。

本跡は,砂上に粘土粒子・貝殻片・小礫少量,粘土ブロックを中量合み,粘 りがあるオリーブ

黒色土を22～ 145cmほ どの厚さで鍋状に貼り固めて構築されている。本跡は,当初,餓水槽の位置

―-23-―
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などからカマドではないかと想定したが,本跡の覆土やオリーブ黒色上の壁表面には,火熱を受

けた痕跡がほとんどないことから,カ マド状遺構として取り扱った。

平面形状は,径 4.66mの 円形状を呈している。遺構確認面から底面までの深さは,144cmほ どで

ある。壁は,皿状を呈する底面からなだらかに立ち上がっている。

覆土は 1層で,黒色砂土を少量含む締まりのある暗灰黄色の砂が堆積している。また,遺構の

南側は,貝殻片・炭化粒子を少量含む硬く締まっている黒色土や貝殻片・黒色砂土・粘土ブロッ

ク・焼砂を少量含む締まりのある黒色土が何層にもわたって堆積している。

遺物は,出上していない。

第 2号カマド状遺構 (第 7図 )

本跡は,調査区の南東部,第 1号釜屋の中央部よりやや西側のE3gl区 を中心に確認されたカマ

ド状遺構で,第 3号カマド状遺構の北西側2.5mに位置している。本跡は,第 1号カマド状遺構と

東側で重複しているが,新旧関係は不明である。

本跡は,炭化粒子 。貝殻片を多量に含む黒色上で構築した地盤を皿状に掘り込んで構築されて

いる。

平面形状は,長径3,76m。 短径2.42mの精円形状を呈し,長径方向はN-60° 一Wを指している。

遺構確認面から底面までの深さは,65cmほ どである。壁は,東側で第 1号カマド状遺構と重複し

ている部分を除いてなだらかに立ち上がっており,底面は,ほぼ平坦で締まっている。

覆上は 1層で,にぶい黄褐色の砂が堆積している。底面下の地盤に幅約50cmの トレンチを入れ

て観察したところ,地盤の厚さは,25～53cmで ある。地盤は,上層に貝殻片を少量含む粘りのあ

る黒褐色土が,中層は灰を多量に含む黒色砂土・粘土ブロック・灰ブロックを少量含む粘りのあ

る黒褐色上が,下層は只殻片・粘土粒子を少量含む粘りのある黒褐色土が堆積している。

遺物は,出上していない。

第 3号カマド状遺構 (第 7図 )

本跡は,調査区の南東郡,第 1号釜屋のやや南側よりのE3h2区を中心に確認されたカマド状遺

構で,第 4号カマド状遺構の南南東側30mに位置している。本跡は,北側で第 1号カマド状遺構と

重複しているが,上層断面を観察すると,同遺構により切られていることから本跡の方が古い。

更に,本跡の南東側上面に第 5・ 43号鹸水槽が構築されていることから,本跡の方が古い遺構で

ある。

本跡は,砂上に炭化粒子 。貝殻片を多量に含む粘りのある黒色上を,厚さ20～64cmに鍋状に貼

り固めて構築されている。本跡は,当初,馘水槽の位置などからカマドではないかと考えたが,
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本跡の覆土や黒色上の地盤上には,火熱を受けた痕跡が薄く,わずかに覆上下層から炭化粒子・

焼土粒子 。灰ブロックを少量含む暗褐色土層が検出されただけであることから,カ マド状遺構と

して取り扱った。

平面形状は,長径4.37m・ 短径3.17mの楕円形状を呈し,長径方向はN-58° 一Wを指している。

遺構確認面から底面までの深さは,88cmほ どである。壁は,なだらかに立ち上がり,壁表面には,

前記したように焼土粒子は少なく,熱を受けた様子が乏しい。

覆土は,第 1号カマド状遺構の黒色上の地盤が本跡の覆土上に固く堆積しているため,本跡の

前記した黒色上の地盤にサンドイッチ状にはさまれている。上層には只殻片 。焼けた砂を少量含

む締まりのある黒色砂上が,中層には貝殻片・炭化粒子を少量含む締まりのあるにぶい黄褐色や

黒褐色の砂が,下層には炭化粒子 。焼土粒子・灰ブロックを少量含む黒褐色砂土や暗褐色砂上が

締まりをおびて堆積している。

遺物は,出土していない。

第 1号鍼水槽 (第 9図 )

本跡は,調査区の南東部E3h2区を中心に確認された賊水槽で,第 6号戯水槽の南西側3.5mに位

置している。本跡は,当遺跡の中で最も重複の激しい遺構の 1つ で,北側で第44・ 55・ 85号賊水

槽を切つていることから,本跡がいずれの誠水槽よりも新しい遺構である。

本跡は,砂地を掘り込んで,粘 りのある黒褐色土を貼った上に厚さ 5 cm前後の黄褐色の粘土を

丹念に貼って構築されている。以下,他の献水槽も構築状況は,ほぼ同様である。平面形状は,

長軸2.28m・ 短軸1.86mの長方形状を呈し,長軸方向はN-6° Eを指しているも遺構確認面か

ら底面までの深さは,133cmほ どである。壁は,底面から中位にかけてはほぼ外傾しているが,上

位はラッパ状に立ち上がっている。底面は,中央部に向かって凹んでいる。

覆土は,自然堆積の様相を呈している。上層は黒色砂土を少量含むにぶい黄褐色の砂が,中層

には貝殻片を多量に含むやや軟らかい黒褐色土が,下層には粘土ブロック・貝殻片を多量,炭化

粒子を少量含む黒色土が堆積している。

遺物は,出土していない。

第 2号鍼水槽 (第 9図 )

本跡は,調査区の南東部E3i4区 に確認された鹸水槽で,第 3号鍼水槽の北側0.9mに位置してい

る。

本跡は,黄褐色土混じりの黒褐色土と厚さ 3～ 10cmの黄褐色の粘土を用いて構築されている。

平面形状は,長径0.93m・ 短径0.8mの 円形状を呈している。遺構確認面から底面までの深さは,
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5 cmほ どで極めて浅い。壁は,なだらかに立ち上がっており,底面は,多少凹凸がみられる。

覆土は,黄褐色の軟らかい砂が堆積している。

遺物は,出上していない。

第 3号鍼水槽 (第 9図 )

本跡は,調査区の南東部E3,4区 に確認された献水槽で,第 2号献水槽の南側0。 9mに位置して
い

る。本跡は,東側で第 4号鹸水槽を切つていることから,本跡の方が新しい遣構である。

本跡は,黒褐色土を薄く貼り,その上に厚さ 4～■cmの黄褐色の粘土を丹念に貼って構築され

ている。平面形状は,長径1,70m・ 短径1.41mの 楕円形を呈している。遺構確認面から底面まで

の深さは,82cmほ どである。壁は,外傾して立ち上がっている。底面は,多少凹凸がみられる。

覆土は,自然堆積の様相を呈している。上層には黒色砂土・貝殻片を少量含む締まりのあるに

ぶい黄褐色の砂が,中層には粘土ブロック・貝殻片を少量含む黒色土が,下層には黒色土を少量

含む締まりのあるにぶい黄褐色の砂が堆積している。

遺物は,出土していない。

第 4号餓水槽 (第 9図 )

本跡は,調査区の南東部E3i4区 に確認された鹸水槽で,第 2号餓水槽の南東側0.7mに位置して

いる。本跡は,西側で第 3号鹸水槽に切られていることから,本跡の方が古い遺構である。

本跡は,黒褐色土と厚さ5～ 14cmの黄褐色の粘土を丹念に貼って構築されている。平面形状は,

長径2.06m・ 短径1.63mの楕円形状を呈し,長径方向はN-15° 一Wを指している。遺構確認面か

ら底面までの深さは,58cmほ どである。壁は,なだからに立ち上がり,底面は,多少凹凸がみら

れる。

覆土は,自然堆積の様相を呈している。上層には暗褐色砂土が,中層には黒色砂土を少量含む

灰黄褐色の砂が,下層には貝殻片・粘上粒子を極少量含む黒色砂土が堆積している。

遺物は,出土していない。

第 5号鍼水槽 (第 9図 )

本跡は,調査区の南東部E312区 に確認された賊水槽で,第43号鹸水槽の南西側0,4mに位置し
て

いる。本跡は,第 3号カマド状遺構上に構築されていることから,本跡の方が新しい遺構である。

本跡は,黒褐色上の地盤を掘り込んで,厚さ4～ 12cmの黄褐色の粘土を丹念に貼って構築され

ている。本跡は, トレンチによる遺構確認調査中に検出されたために,西壁については検出する

ことができなかった。従つて,規模・形状等の詳細については不明であるが,推定すると,長径
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1.91m。 短径0.62mの長楕円形を呈し,長径方向はN-82° 一Eを指すものと思われる。遺構確認
面から底面までの深さは,26cmほ どである。壁は,北壁がほぼ垂直に立ち上がり,そ の他の壁は,

外傾して立ち上がっている。底面は,ほぼ平坦である。底面直上には灰色の極めて硬い層で,貝

殻片が多量に敷きつめてある。

覆土は,自然堆積の様相を呈している。上層に黒褐色の軟らかい砂が,下層には粘りのあるオ
リーブ褐色上が堆積している。

遺物は,出上していない。

一応賊水槽として記載したが,規模・形状や,底面に敷きつめられた貝殻片の状態などから判
断して,居出場ではないかと思われる。

第 6号餓水槽 (第 9図 )

本跡は,調査区の南東部E3h4区を中心に確認された献水槽で,第85号鍼水槽の東側2.7mに位置

している。

本跡は,黒褐色上の地盤を掘り込んで,厚さ 4～ 1lcmの責褐色の粘土を丹念に貼って構築され
ている。平面形状は,長軸2.07m・ 短軸1.57mの 長方形状を呈し,長軸方向はN-0° を指してい

る。遺構確認面から底面までの深さは,71cmほ どである。壁は,全体的に外傾して立ち上がって
いる。北壁が他の壁よりはややなだらかに立ち上がっている。底面は,ほぼ平坦であり,南壁側
が多少凹んでいる。

覆土は,自然堆積の様相を呈している。上層には貝殻片・焼土粒子 。小石を極少量含む粘 りを

帯びた黒色上が,下層には黒褐色の軟らかい砂が堆積している。

遺物は,内耳形土器の口縁部片が覆土上層から,ま た,握拳大の石 2個が北壁際と中央部より
やや南側の底面上から出上している。口縁部片は,周囲からの流れ込みと思われる。

0             1ocm

第 8図 第 6号戯水槽出土遺物実測図
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第 6号餓水槽出上土器観察表
版
号
図
番 器  種 法量lcml 器 形 の 特 徴 手法の特徴 胎土・色調・焼成 備   考

第8図

1

内耳形土器

(土師質土器)

A(288)
B〔59〕

口縁部は,内鸞しながら立ち上

がる。耳lヶ所残存。

内・外面共通ナデ

耳接合

細砂。雲母

灰褐色

普通

5%
外面に鍋墨付着

P40

第41号餓水槽 (第 9図 )

本跡は,調査区の南東部E2ho区に確認された鹸水槽で,第42号献水槽の北西側
1.7mに位置して

いる。

本跡は,黒褐色土と厚さ5～ 16cmの黄褐色の粘上を用いて構築されているが,撹乱を受け
てい

るために底部のみしか検出されなかった。平面形状は,長径0.89m。 短径0.45mの 精円形を呈し,

長径方向はN-79° 一Wを指している。残存する壁はわずかで,なだらかに立ち上がり,底面
は,

ほぼ平坦である。

覆土は,貝殻片を極少量含む黒褐色土が堆積している。

遺物は,出上していない。

第42号戯水槽 (第 9図 )

本跡は,調査区の南東部E311区 を中心に確認された馘水槽で,第43号餓水槽
の西側4.7mに位置

している。

本跡は,厚さ 5～ 9 cmの黄褐色の粘上を入念に貼つて構築されている。平面形状は,長径 1.51

m。 短径1.16mの楕円形を呈し,長径方向はN-76°一Eを指している。遺構確認面から底面ま
で

の深さは,71cmほ どである。壁は,】ヒ壁から東壁にかけてなだらかに立ち上
がっているが,その

他の壁は,全体的に外傾して立ち上がっている。底面は,多少凹凸がみられ,北西側
から南東側

にやや傾斜している。

覆土は,自然堆積の様相を呈している。炭化粒子・灰・只殻片を少量含む灰黄褐色土や黒褐
色

土が堆積している。

遺物は,出土していない。

第43号鍼水槽 (第 10図 )

本跡は,調査区の南東部E3h2区を中心に確認された献水槽で,第 6号献水槽
の南西側3.7mに位

置している。

本跡は,厚さ4～ 8 cmの黄褐色の粘上を貼つて構築されている。平面形状は,長径
1.82m。短径

1.08mの 長方形を呈し,長径方向はN-87° 一Eを指している。遺構確認面から底面までの深
さは,
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69cmほ どである。壁は,ほぼ外傾して立ち上がり,底面は,中央部が 6 cmほ ど凹んでいる。

覆土は,レ ンズ状に自然堆積している。上層は灰ブロックを多量,焼土粒子・炭化粒子を少量

含む締まりのある黒褐色土が,中層は灰ブロック・炭化粒子を少量含む締まりのある黒褐色上が,

下層は黒色土混じりの灰黄褐色の砂が堆積している。

遺物は,出土していない。

第44号誠水槽 (第 10図 )

本跡は,調査区の南東部E3h2区に確認された馘水槽で,第43号誠水槽の北側0.8mに位置してい

る。本跡は,南側で第 1号鹸水槽に切られ,北側では第54・ 55号馘水槽を切つており,当遺跡の

中でも重複の激しい献水槽の 1つ である。

本跡は,厚さ4～ 9 cmの 黄褐色の粘土を入念に貼って構築されている。平面形状は,長軸1.24

m。 短軸1.23mの方形状を呈し,長軸方向はN-0° を指している。遺構確認面から底面までの深

さは,54cmほ どである。壁は,全体的に外傾して立ち上がっている。底面は鍋底状を呈している。

覆土は,上層から下層にかけては灰・貝殻片を多量に含む締まりのある黒褐色土が,下層には

灰・貝殻を多量に含む締まりのある黒色上が堆積しているが,一部撹乱を受けている。

遺物は,出上していない。

第45号鍼水槽 (第 10図 )

本明は,調査区の南東部E3g2区を中心に確認された餓水槽で,第 6号馘水槽の西側3.2mに位置

している。本跡は,北側で第60号鍼水槽を切つており,ま た,南側でも第54・ 55・ 85号餓水槽を

切つていることから,本跡の方が新しい遺構である。

本跡は,厚さ 3～ 6 cmの黄褐色の粘土を丹念に貼つて構築されている。平面形状は,長径1.78

m。 短径1.35mの楕円形を呈し,長径方向はN-3° 一Eを指している。遺構確認面から底面まで

の深さは,91cmほ どである。壁は,全体的に外傾して立ち上がっている。底面は,中央部が深さ

5 cmほ ど凹んでいる。

覆土は 1層で,灰ブロック・貝殻片を多量に含み,小礫・炭化粒子を少量含む締まりのある黒

褐色上が堆積している。

遺物は,径 10cmの石と長さ15cm・ 幅12cmの焼け石がほぼ中央部の底面上から出土している。

第54号鍼水槽 (第 10図 )

本跡は,調査区の南東部E3h2区を中心に確認された鹸水槽で,第60号鹸水槽の南側1.2mに位置

している。本跡は,北側で第45号鹸水槽,南側で第44号鍼水槽に切られ,東側で第55号献水槽を
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切つている。

本跡は,厚さ3～ 7 cmの黄褐色の粘土を入念に貼って構築されている。本跡は,重複が激しく

削りとられている所が多いために,規模・形状の詳細は不明であるが,東西の長さは123mで ,

推定では楕円形を呈し,長径方向はN-5°一Eを指すものと思われる。遺構確認面から底面までの

深さは,53～ 81cmで ある。残存する壁は,全体的に外傾して立ち上がり,底面は,多少凹凸がみ

られる。

覆土は 4層からなり,自然堆積の様相を呈している。上層に黒色砂土・貝殻片・炭化粒子を少

量含む締まりのある黒褐色土が,中層から下層にかけては灰・貝殻片を多量に含む軟らかい黒色

土が堆積している。

遺物は,出土していない。

第55号戯水槽 (第 10図 )

本跡は,調査区の南東部E3h2区を中心に確認された誠水槽で,第 6号誠水槽の西側3.2mに位置

している。本跡は,土層断面等を観察すると東側で第35号賊水槽を切り,北側では第45号献水槽,

南西側では第44・ 54号馘水槽によって切られていることが確認できる。

本跡は,厚さ 3～ 8 cmの黄褐色の粘土を用いて丁寧に構築されているが,前述したとおり重複

しているために規模・ 形状等の詳細は不明である。平面形状は推定で,長径1.48m・ 短径1.30m

の楕円形を呈し,長径方向はN-11° 一Eを指すものと思われる。遺構確認面から底面ま
での深さは,

43cmほ どである。壁は,全体的に外傾して立ち上がり,底面は,ほぼ平坦である。

覆土は,自然堆積の様相を呈している。上層に貝殻・灰・粘土ブロック・炭化粒子を少量含む

軟らかい黒色上が,中層に灰・貝殻を少量含む黒褐色土が,下層は灰黄褐色の砂が締まりを帯び

て堆積している。

遺物は,出土していない。

第60号餓水槽 (第 10図 )

本跡は,調査区の南東部E3g3区を中心に確認された献水槽で,第 6号賊水槽の北西側3.5mに位

置している。本跡は,南側で第45号献水槽に切られていることから,本跡の方が古い。

本跡は,厚さ 3～ 1lcmの黄褐色の粘土を丹念に貼って構築されている。前述したように南壁の

一部が第45号鹸水槽に切られているために,平面形状は推定で,長径1.69m・ 短径1.33mの精円

形を呈し,長径方向はN-0° を指すものと思われる。遺構確認面から底面までの深さは,■ 3cmほ

どである。壁は,全体的に外傾して立ち上がり,底面は,ほぼ平坦である。

覆土は,自然堆積の様相を呈している。上層には貝殻片を多量,灰・炭化粒子を少量含む締ま
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りのある黒褐色上が,中層には貝殻片を少量含む締まりのある黒色上が,下層にはにぶい黄橙色

の砂が堆積している。

遺物は,出土していない。

第85号餓水槽 (第 10図 )

本跡は,調査区の南東部E3h3区 を中心に確認された賊水槽で,第 6号鹸水槽の西側2.7mに位置

している。本跡は,西側で第54・ 55号馘水槽,北側で第45号馘水槽にそれぞれ切られていること

から,本跡が最も古い遺構と判断される。

本跡は,厚さ3～ 5 cmの黄褐色の粘土を丹念に貼って構築されている。平面形状は,長径1.55

m・ 短径1.22mの楕円形を呈し,長径方向はN-0° を指している。遺構確認面から底面までの深

さは,72cmほ どである。残存する壁は,全体的に外傾して立ち上がっている。底面は,やや西壁

よりのほぼ中央部に長径0.6m・ 短径0.4m,深 さ 5 cmほ どの楕円形状を呈する凹みがみられる。

覆土は,自然堆積の様相を呈している。上層から中層にかけては灰 。只殻片・粘土粒子を少量

含む締まりのある黒色砂上が,下層は褐灰色の砂が堆積している。

遺物は,出上していない。

2 第 2号製塩跡 (第 11図 )

第 2号製塩跡は,当遺跡の中央部より南東側のD2・ D3・

E2・ E3区 に位置しており,釜屋 1か所,カ マド状遺構 1基 ,

鹸水槽19基で構成されているが,土樋は,伴っていない。

各遺構は,黒褐色砂土層や一部砂層の中から検出されてい

る。当製塩跡に関連する施設は,位置や配列から,第 2号

釜屋,第 4号カマド状遺構,第80～ 83・ 86・ 89～ 95・ 101～ 103・

108。 109。 111号鍼水槽と思われる。

第 2号釜屋 (第 6図 ) 第■図 第 2号製塩跡遺構配置図

本跡は,調査区の南東部E2ao区を中心に確認された釜屋で,第 1号カマドの南側245mに位置

している。本跡には,付属施設と考えられるカマド状遺構,戯水槽は検出されているが,建屋を

示すピットが検出されないことや,黒色上の広がりがカマド状遺構の周囲にも点在していること

などから,釜屋の形状・規模などは明瞭でなく,詳細は不明である。しかし,黒色上の北側及び

西側の広がりやカマド状遺構,餓水槽の配置などから推定すると,長軸10.9m・ 短軸9.4mの長方

形状を呈していたものと思われる。
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第 4号カマド状遺構 (第 12図 )

本跡は,調査区の南東部,第 2号釜屋の推定範囲の北側D2,0区を中心に確認され,第 1号カマ

ド状遺構の北側26mに位置している。

本跡は,砂上に灰・貝殻片・炭化粒子を少量含む粘りのある黒色砂土を,15～ 42clnの 厚さで鍋

状に貼つて構築されている。当初は,第 1号カマド状遺構同様に賊水槽の位置などからカマドで

はないかと考えたが,本跡の覆土や底面上に,火を受けた痕跡が薄く,ま た,底面にも灰・炭化

粒子を少量含む程度であることなどからカマドとは断定できず,カ マド状遺構とした。

平面形状は,径4.25mほ どの円形状を呈している。壁は,なだらかに立ち上がっている。遺構確

認面から底面までの深さは,119cmほ どである。

覆土は 1層で,にぶい黄橙色の軟らかい砂が堆積している。

hl

A

A.6m

o               2m

わヤ

第12図 第 4号カマ ド状遺構実測図
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遺物は,出土していない。

第80号鍼水槽 (第 14図 )

本跡は,調査区の南東部E3c3区 を中心に確認された献水槽で,第 81号餓水槽の南東側1.Omに位

置している。

本跡は,黒褐色土を貼った上に厚さ4～ 12cmの黄褐色の粘上を入念に貼って構築されている。

平面形状は,長径1.59m・ 短径1.25mの楕円形を呈し,長径方向はN-9°一Wを指している。遺

構確認面から底面までの深さは,93cmほ どである。壁は,南壁がほぼ垂直に,その他は,全体的

に外傾して立ち上がっている。底面は北側から南側に向かって傾斜している。

覆土は 1層で,軟らかい灰黄褐色の砂が堆積している。

遺物は,出土していない。

第81号鍼水槽 (第 14図 )

本跡は,調査区の南東部E3b2区に確認された献水槽である。本跡は,第94号鍼水槽の南側1.8m

に位置し,ま た,本跡の西側は第89号献水槽と接している。

本跡は,黒褐色土と厚さ 3～■cmの黄褐色の粘土を入念に貼って構築されている。平面形状は,

長径2.22m・ 短径2.Omの楕円形を呈し,長径方向はN-68°一Eを指している。遺構確認面から底

面までの深さは,129cmほ どである。壁は,北東壁がなだらかに立ち上がり,そ の他の壁は,全体

的に外傾して立ち上がっている。底面はほぼ平坦である。底面の規模・形状は,径63cmほ どの円

形状を呈し,開田部に比して底面は小さく感じられる。

覆土は 1層で,炭化粒子を少量含むやや軟らかいにぶい黄橙色の砂が堆積している。

遺物は,出上していない。

第82号鍼水槽 (第 14図 )

本跡は,調査区の南東部E3dl区を中心に確認された鹸水槽で,第 91号献水槽の南側 2mに位置

している。

本跡は,黒褐色土を貼った上に厚さ4～ 8 cmの黄褐色の粘上を入念に貼って構築されている。

平面形状は,長径1.86m・ 短径1.51mの楕円形を呈し,東壁がやや外側に膨らんでいる。長径方

向はN-7°一Wを指している。遺構確認面から底面までの深さは,89cmほ どである。壁は,西壁

がほぼ垂直に立ち上がっているが,その他の壁は,全体的に外傾して立ち上がっている。また,

東コーナー部の底面から約58cmの ところに幅 8 cmほ どの凹みがあるが, これは,修理などの際に

設けたステップと思われる。底面は,ほぼ平坦である。
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覆土は,自 然堆積の様相を呈している。上層に軟らかいにぶい黄褐色の砂が,中層
に粘土粒子・

貝殻片を少量含む締まりのある黒褐色上が,下層には中層と同じ粘土粒子・貝殻片を少量含む軟

らかい黒褐色上が堆積している。

遺物は,出土していない。

第83号戯水槽 (第 14図 )

本跡は,調査区の南東部E2do区に確認された鹸水槽で,第90号賊水槽の南西側0.8mに位置し
て

いる。

本跡は,黒褐色土を貼つた上に厚さ4～ 18cmの黄褐色の粘土を丁寧に貼つて構築されて
いる。

平面形状は,長軸1.86m・ 短軸1.15mの長方形状を呈し,長軸方向はN-0° を指している。遺構

確認面から底面までの深さは,61cmほ どである。壁は,東
。南 。西壁がなだらかに立ち上がって

いる。北壁は,前記の壁よりもなだらかに立ち上がっている。底面は,多少凹凸がみられるが,

全体的に平坦である。

覆土は 1層で,軟 らかい灰黄褐色の砂が堆積している。

遺物は,出上していない。

第86号餓水槽 (第 14図 )

本跡は,調査区の南東部E3cl区を中心に確認された餓水槽で,第91号献水槽の西側
1.2mに位置

している。

本跡は,調査終了後断ち割 りを実施したので詳しく構築方法を述べることにする。本跡は,砂

を鍋状に掘り込んだ後,黒色砂土・貝殻片・炭化粒子を少量含む黒褐色土を厚さ3～ 7 cmに丁寧

に貼り,更に,その上に 5～■cmの厚さで黄褐色の粘土を入念に貼つて構築されている。平面形

状は,径 1.14mほ どの円形を呈している。遺構確認面から底面までの深さは,19cmと 浅
い。残存す

る壁は,なだらかに立ち上がっている。底面は,ほぼ平坦である。

覆土は 1層で,灰褐色の軟らかい砂が堆積している。

遺物は,出上していない。

第89号餓水槽 (第15図 )

本跡は,調査区の南東部E3bl区を中心に確認された献水槽である。本跡は,第91号餓水槽
の北

側0.6mに位置しており,東側は第81号馘水槽と接している。

本跡は,黒褐色上を貼つた上に厚さ6～21cmの黄褐色の粘上を丁寧に貼つて構築されている。

平面形状は,長径2.29m・ 短径1.87mの楕円形状を呈し,長径方向はN-81°一Wを指している。
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遺構確認面から底面までの深さは81～123cmで ,東側から西側に向かって深くなっている。壁は,
東壁がなだらかに立ち上がってぃるが,その他の壁はほぼ外傾して立ち上がっている。底面は,
ほぼ平坦であり,長径1.lm。 短径0.8mの規模を有しているが,開口部に,ヒ してやや小さい。
覆土は,レ ンズ状に自然堆積している。上層には粘土粒子 。貝殻片・炭化粒子を少量含む締ま

りのある黒色土が,中層には炭化粒子を少量含むやや軟らかい灰黄褐色の砂が,下層には粒子の

粗いにぶい黄橙色の砂が硬 く締まりをおびて堆積している。

遺物は,人頭大の石 1個が底面のほぼ中央部から出上している。

第90号鍼水槽 (第 14図 )

本跡は,調査区の南東側E3dO区 を中心に確認された戯水槽で,第82号賊水槽の西側1.8mに位置

している。

本跡は,黒褐色土を貼った上に厚さ4～ 8 cmの黄褐色の粘上を入念に貼って構築されている。
平面形状は,長径1.22m・ 短径0.71mの楕円形を呈し,長径方向はN-38°一Eを指している。遺
構確認面から底面までの深さは,26cmほ どである。壁は,なだらかに立ち上がっており,底面は,
ほぼ平坦である。

覆土は 1層で,軟らかい灰黄褐色の砂が堆積している。

遺物は,出土していない。

第91号鍼水槽 (第 15図 )

本跡は,調査区の南東部E3cl区を中心に確認された馘水槽で,第89号戯水槽の南側0.4mに位置

している。

本跡は,黒褐色土を貼った上に厚さ 6～23cmの黄褐色の粘上を入念に貼って構築されている。
平面形状は,長径2.4m・ 短径1.87mの楕円形を呈し,長径方向はN-90°を指している。遺構確認

面から底面までの深さは,142cmほ どである。壁は,外傾しながら播り鉢状に立ち上がっている。
底面は,平坦である。

0              1ocm

覆土は,自然堆積の様

相を呈している。上層と

下層には黒色砂土・炭化

粒子を多量に含む締まり

のある黒褐色上が,中層

にはやや軟らかい灰褐色

の砂が堆積してる。第13図 第91号餓水槽出土遺物実測図
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遺物は,内耳型土器の底部片が覆土上層から出土しているが,周囲からの流れ込みと思われる。

第91号鍼水槽出土土器観察表

版
号
図
番 器  種 法量(cm) 器 形 の 特 徴 手法の特徴 胎土・色調・焼成 備   考

第13図

1

内耳形土器

(上師質土器)

B〔87)

C(196)

底部は,平底で,体部は,ほぼ直

線的に外上方に立ち上がる。

内・外面横ナデ 細砂・雲母

明褐灰色

普通

10%

内,外面に鍋墨付着

P28

第92号戯水槽 (第 16図 )

本跡は,調査区の南東部E3d3区 を中心に確認された餓水槽で,第 93号鹸水槽の北東側1.lmに位

置している。

本跡は,黒褐色上を貼つた上に厚さ7～ 16cmの黄褐色の粘土を入念に貼って構築されている。

平面形状は,長径0.97m・ 短径0.68mの楕円形を呈し,長径方向はN-34° 一Wを指している。遺

構確認面から底面までの深さは極めて浅く,7cmほ どである。壁は,わずかに残存する北西壁から

南東壁はなだらかに立ち上がっているが,その他の壁の立ち上がりは撹乱のために不明である。

底面は,北側から南側に向かつて極めてゆるやかに傾斜している。

覆土は,黒色砂土・粘土ブロック。貝殻片を少量含む硬く締まっている黒褐色土が堆積してい

る。

遺物は,出土していない。

第93号戯水槽 (第 15図 )

本跡は,調査区の南東部E3d2区 を中心に確認された誠水槽で,第 92号賊水槽の南西側1.lmに位

置している。

本跡は,黒褐色土を貼つた上に厚さ 5～ 17側の黄褐色の粘土を入念に貼つて構築されている。

平面形状は,長軸2.26m・ 短軸0.92mの長方形を呈し,長軸方向はN-80°一Eを指している。遺

構確認面から底面までの深さは,50cmほ どである。南壁の大半が撹乱のため不明であるが,その

他の壁は,全体的に外傾して立ち上がっている。底面は,東側から西側に向かつてゆるやかに傾

斜している。

覆土は 1層で,粘土粒子・炭化粒子を少量含むやや軟らかい灰黄褐色の砂が堆積している。

遺物は,出土していない。

第94号誠水槽 (第 15図 )

本跡は,調査区の南東部E3a2区を中心に確認された馘水槽で,第81号賊水槽の北側1.8mに位置

している。
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本跡は,黒褐色土を貼った上に厚さ 3～ 10cmの黄褐色の粘上を入念に貼って構築されている。

平面形状は,長径1.23m。 短径0,97mの 楕円形を呈し,長径方向はN-0° を指している。遺構確

認面から底面までの深さは,16cmと浅い。壁は,ほぼ外傾して立ち上がっている。底面は,北側

から南側に向かってゆるやかに傾斜している。

覆土は 1層で,締まりのあるにぶい黄橙色の砂が堆積している。

遺物は,出土していない。

第95号鍼水槽 (第 15図 )

本跡は,調査区の南東部E3al区 に確認された献水槽で,第 109号誠水槽の南東側0.lmに近接し

ている。

本跡は,黒褐色上を貼った上に厚さ6～ 18cmの黄褐色の粘上を丁寧に貼って構築されている。

平面形状は,長径1.72m・ 短径1.37mの楕円形状を呈し,長径方向はN-11°一Eを指している。

遺構確認面から底面までの深さは,92cmほ どである。壁は,全体的に外傾して立ち上がっている。

底面は,中央部の南東側が一段低 くなっており,賊水を残らず汲み上げるための工夫が施されて

いたものと思われる。

覆土は,上層から下層にかけて灰・貝殻片を多量,粘土粒子を少量含む締まりのある黒褐色土

が堆積し,中層の一部には軟らかい灰褐色の砂が堆積している。

遺物は,長さ15・ 25cmの石 2個が覆土中位から出土している。

第101号鍼水槽 (第 15図 )

本跡は,調査区の南東部E2bO区 を中心に確認された鍼水槽で,第 102号賊水槽の西側1.2mに位

置している。

本跡は,黒褐色土を貼った上に厚さ2～ 6 cmの黄褐色の粘上を丁寧に貼って構築されている。

平面形状は,長径1.23m・ 短径0.71mの 楕円形を呈し,長径方向はN-9°一Wを指している。遺

構確認面から底面までの深さは,42cmほ どである。壁は,全体的に外傾して立ち上がっており,

底面は,平坦である。

覆土は,上層に炭化粒子を少量含む黒褐色砂上が,下層に締まりのある灰黄褐色の砂が堆積し

ている。

遺物は,出上していない。

第102号鍼水槽 (第 16図 )

本跡は,調査区の南東部E2bO区 を中心に確認された鹸水槽で,第 101号餓水槽の東側1.2mに位
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置している。本跡は,第 108号誠水槽の覆土上に構築されていることから,本跡の方が新し
い。

本跡は,黒褐色土を貼つた上に厚さ 3～ 16cmの黄褐色の粘土を丁寧に貼つて構築されて
いるが,

境乱を受けているために,規模・形状等の詳細は不明である。平面形状は推定で,長径1.49m。

短径1.31mの楕円形を呈し,長径方向はN-7°一Eを指すものと思われる。遺構確認面から底面ま

での深さは,58cmほ どである。壁は,ほぼ外傾して立ち上がっている。底面は,多少凹凸がみら

れ,中央部に向かつてやや凹んでいる。

覆土は,自然堆積の様相を呈している。灰 。貝殻片
。炭化粒子を少量含む締まりのある黒褐色

上が堆積している。

遺物は,握拳大の石 1個が底面のほぼ中央部から出土しただけである。

第103号鍼水槽 (第 16図 )

本跡は,調査区の南東部E2bO区 を中心に確認された鍼水槽で,第 108号餓水槽の西側 lmに位置

している。

本跡は,黒褐色上を貼つた上に厚さ3～ 6 cmの 黄褐色の粘土を丁寧に貼つて構築されている。

平面形状は,長径2.03m・ 短径1.58mの楕円形を呈し,長径方向はN-87°一Eを指している。遺

構確認面から底面までの深さは,83cmほ どである。壁は,西・北壁がなだらかに立ち上がり,そ

の他の壁は全体的に外傾して立ち上がっている。底面はほぼ平坦で,長径78cm・ 短径38cmの規模

を有している。開口部に比して,底面は極めて小さい。

覆土は,自然堆積の様相を呈している。上層には粘土ブロックを少量含む締まりのある灰黄褐

色の砂が,中層から下層にかけては粘土ブロックを少量含む軟らかいにぶい黄橙色の砂が堆積し

ている。

遺物は,出土していない。

第108号餓水槽 (第 16図 )

本跡は,調査区の南東部E2bO区 を中心に確認された鍼水槽で,第 103号献水槽の東側
lmに位置

している。本跡は,北側で第102号鹸水槽と重複しているが,土層断面から,本跡の方が古
い遺構

である。

本跡は,黒褐色土を貼った上に厚さ 2～ 10cmの黄褐色の粘土を丁寧に貼って構築されている。

本跡は, トレンチによる遺構確認作業を実施した際に,北西側の一部を削平してしまったので,

平面形状は推定になるが,長径1.89m・ 短径1.64mの楕円形を呈し,長径方向はN-10°一Wを指

すものと思われる。遺構確認面から底面までの深さは,76cmほ どである。壁は,なだらかに立ち

上がっている。底面は,ほぼ平坦である。
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覆土は,中層から下層にかけては自然堆積の様相を呈している。上層は貝殻片 。灰を極少量含

み,硬 く締まっている黒褐色上が 4層にわたって敷きつめられたように堆積している。中層から

下層にかけては粘土ブロックを極少量含むにぶい黄橙色の砂が堆積している。

遺物は,底面直上のほぼ中央部から長さ25cm。 幅13cmほ どの石が 1個出上している。

第109号鍼水槽 (第 16図 )

本跡は,調査区の南東部E2ao区を中心に確認された献水槽で,第 102号賊水槽の北側 2mに位置

している。本跡の西側は第111号鹸水槽と重複してぃるが,土層断面を観察すると本跡の方が新し

い遺構と判断される。

本跡は,黒褐色土を貼った上に厚さ4～ 6 cmの黄褐色の粘土を丁寧に貼って構築されている。

平面形状は,長径1.69m・ 短径1.36mの楕円形状を呈し,長径方向はN-10°一Eを指している。

遺構確認面から底面までの深さは,75cmほ どである。壁は,全体的に外傾して立ち上がっている。

底面は,ほぼ平坦で,中央部が多少凹んでいる。

覆土は,自然堆積の様相を呈している。上層には灰を多量,貝殻片・炭化粒子・粘土粒子・焼

土粒子を少量含むやや軟らかい黒色土が,中層には黒色砂土と灰を多量,炭化粒子・只殻片を少

量含む締まりのある褐灰色土が,下層には炭化粒子・灰を多量,只殻・焼土粒子を少量含む締ま

りのある黒色上が堆積している。

遺物は,覆土中層から人頭大の石が 1個出土している。

第111号鍼水槽 (第 16図 )

本跡は,調査区の南東部E2ao区に確認された鍼水槽で,第 102号賊水槽の北側 2mに位置してい

る。本跡の東側は第109号鹸水槽と重複しているが,第 109号鹸水槽の調査中に確認されたもので,

土層断面から本跡の方が古い遺構である。

本跡は,黒褐色上を貼った上に厚さ 3～ 6 cmの 黄褐色の粘土を丁寧に貼つて構築されている。

平面形状は,長径1.5m・ 短径1.03mの楕円形を呈し,長径方向はN-0°を指している。遺構確認

面から底面までの深さは,68～ 118cmで ,北側から南側にかけて深くなっている。壁は,ほ ぼ垂直

に立ち上がっており,底面は,全体的に平坦である。

覆土は,自然堆積の様相を呈している。上層に炭化粒子・貝殻片を少量含む砂混じりの締まり

のある黒褐色上が,中層に粘土粒子・灰 。炭化粒子を少量含む締まりのある黒褐色上が,下層に

灰黄褐色の粒子の粗い砂が堆積している。

遺物は,底面のほぼ中央部から小石 1個が出土している。
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第15図 第 2号製塩跡餓水槽実測図 14)
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3 第 3号製塩跡 (第 17図 )
第 3号製塩跡は,当遺跡の南部El・ E2区に

位置しており,釜屋 1か所,カ マド1基,鹸

水槽 4基で構成され,上樋は伴っていない。

各遺構は,釜屋の周囲を除いては,いずれも

砂の中から検出されている。当製塩跡に関連

する施設は,位置や配列から,第 3号釜屋,

第 6号カマド,第 48・ 51号戯水槽と思われる。

なお,第99号鹸水槽は,前記した第 6号カマ

ドの西側に存するが,第 6号カマドに近接し

第 3号釜屋 (第 6図 )

本跡は,調査区の南部E2dl区を中心に確認

された釜屋で,第 4号カマド状遺構の南西側

36mに位置している。本跡には,付属施設と考

えられるカマドと誠水槽は検出されているが,

釜屋の形状・規模等を確認する手がかりとな

る版築された黒褐色上がカマドの周囲にわず  A
かしか存していないので,本跡の形状・規模

等の詳細は不明である。

ο①
。

〆

B

o               2m

第18図 第 6号カマド実測図

Q

第17図 第 3号製塩跡遺構配置図

ていることを考慮すると,第 6号カマドに関連する施設と思われる。第49号戯水槽は,同カマド

の南東側23mに位置しており,他の製塩跡に属する可能性も考えられるが,第 49号賊水槽の近くに

釜屋・カマドが存在しないので,当製塩跡の中で説明することにする。

生97
第 6号カマド (第 18図 )

本跡は,調査区の南部E2dl区を中心に確認

されたカマドで,第48号鍼水槽の北西側 lmに

位置している。本跡の周囲には,炭化粒子・

灰・貝殻片を含むにぶい褐色上が版築されて

おり,粘土等によって袖部を構築したものと

思われるが,粘土ブロック等は, 1片 も検出

されなかった。
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平面形状は,径2.56mの 円形状を呈し,遺構確認面から火床までの深さは55cmほ どで,鍋状に掘

られている。

覆土は 5層からなり,レ ンズ状に自然堆積している。上層から下層にかけては,焼土粒子・炭

化粒子・灰等を含む砂混じりの褐灰色上が締まりをおびて堆積している。火床は火熱を受けて,

砂が15～30cm前後の厚さで赤化して硬く締まっている。

遺物は,出上していない。

第48号鍼水槽 (第 19図 )

本跡は,調査区の南部E2dl区を中心に確認された鍼水槽である。第 6号カマドの南東側 lmに

位置していることから,本跡は,釜へ餓水を注入する直前の献水を一時蓄えるために構築された

施設と思われる。

本跡は,黒褐色土と厚さ6～ 18cmの黄褐色の粘土を用いて丁寧に構築されている。平面形状は,

長径1.99m・ 短径1.48mの楕円形を呈し,長径方向はN-0°を指している。遺構確認面から底面

までの深さは,71cmほ どである。壁は,外傾して立ち上がっている。底面は,多少凹凸がみられ

るが,全体的には平坦である。

覆土は 1層で,にぶい黄橙色の砂が締まりをおびて堆積している。

遺物は,出土していない。

第49号戯水槽 (第 19図 )

本跡は,調査区の南部E2g6区を中心に確認された馘水槽で,第51号鍼水槽の東側14.5mに位置

している。本跡は,位置から考えると,他の製塩跡に属する可能性も高いが,前述のとおり,本

跡の近 くに釜屋・カマドも検出されていないので,当製塩跡の中で説明を力日えることにする。

本跡は,黒褐色土と厚さ4～ 1lcmの黄褐色の粘土を使って丁寧に構築されている。平面形状は,

長径1.15m・ 短径0.81mの楕円形を呈し,長径方向はN-63°一Wを指している。遺構確認面から

底面までの深さは,50cmほ どである。壁は,外傾して立ち上がり,底面は,ほぼ平坦である。

覆土は 3層からなり,自然堆積の様相を呈している。上層に粘土粒子 。只殻片を極少量含むに

ぶい黄褐色の軟らかい砂が,中層に災化粒子・貝殻片を極少量含む黒褐色の軟らかい砂が,下層

に粘土粒子を少量含むにぶい黄褐色の締まりのある砂が堆積している。

遺物は,出土していない。

第51号鍼水槽 (第 19図 )

本跡は,調査区の南部E2f2区を中心に確認された献水槽で,第 6号カマドの南東側9.lmに位置
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している。

本跡は,砂を精円形状に掘り込んだ後に,黒褐色土を貼り,更に,その上に黄褐色の粘土を厚

さ 3～ 10cmで丁寧に貼って構築さている。平面形状は,北東コーナーの大半が撹乱を受けている

ため推定であるが,長径1.4m。 短径1.15mの楕円形を呈し,長径方向はN-90° を指しているもの

と思われる。遺構確認面から底面までの深さは,33cmほ どである。壁は,北壁が外傾して立ち上

がり,その他の壁はゆるやかに立ち上がっている。底面は,多少凹凸がみられるが,全体的に平

坦である。西壁際の底面には,長径40cm・ 短径27cmの精円形状の落ち込みがあり,馘水を汲み取

り易く工夫がなされていた様子が窺える。

覆土は,自然堆積の様相を呈している。上層に粘土ブロックを多量に含むにぶい黄褐色の軟ら

かい砂が,下層には粘土粒子・災化粒子を少量含む軟らかい砂が堆積している。

田
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遺物は,出土していない。

第99号餓水槽 (第 19図 )

本跡は,調査区の南部Elco区を中心に確認された戯水槽で,第 6号カマドの西側1.4mに位置し

ている。

本跡は,黒褐色土と厚さ 7～ 10cmの黄褐色の粘土を貼つて丹念に構築されている。平面形状は,

北東コーナー部が撹乱されているため推定となるが,長軸1.5m・ 短軸131mの長方形状を呈し,

長軸方向はN-90° を指すものと思われる。遺構確認面から底面までの深さは,66cmほ どである。

壁は,外傾して立ち上がっており,底面は,皿状を呈している。

覆土は,自然堆積の様相を呈している。上層には粘土粒子を少量含む軟らかい砂が,下層には

にぶい黄橙色の軟らかい砂が堆積している。

遺物は,出土していない。

4 第 4号製塩跡 (第 20図 )

第 4号製塩跡は,当遺跡の中央部からやや南東側のD2・

D3区 に位置し,釜屋 1か所,カ マド1基,誠水槽27基で構

成されており,土樋は伴つていない。各遺構は

層から検出されている。当製塩跡に関連する施

号釜屋,第 1号カマド,第 7～ 24・ 27・ 29～税

100・ 110号賊水槽と思われる。

第 4号金屋 (第 6図 )

本跡は,調査区の中央部からやや南東側のD2

に確認された釜屋で,第 3号カマドの南側36mに

ている。本跡は,粘 りのある灰まじりの黒褐佳

cmほ どの地盤が砂上に構築されているが,建厘

び柱穴は検出することはできなかった。従つて

層の範囲や,カ マドや釜屋内に構築されたと屋

槽などの位置から推定すると,規模は,長さコ

D ♀   ギm
第20図 第 4号製塩跡遺構配置図

ほどの長方形状を呈していたものと思われる。

遺物は,出土していない。
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部を構築したと思われる

赤化した粘土片は検出さ

れていない。

平面形状は,長径3.86

m・ 短径2.78mの 楕円形

第 1号カマ ド (第21図 )

本跡は,釜屋の中央部

からやや耳帥」寄りのD2c8

区を中心に確認されたカ

マドで,第 3号カマドの

南側35.5mに位置してい 止

る。本跡は,灰層の堆積

状況から,黒褐色土の地

盤を鍋状に掘 り込んで構

築したと思われるが,袖
A.2m

D               2m

第21図 第 1号カマド実測図

を呈し,長径方向はN-0° を指している。灰層の堆積厚は,60cmほ どである。

覆土は,全体として中央部が締まりをおびた白っぱい灰層で,周辺に広がるにつれて炭化材混

じりの黒っぽい灰層になる。上層には焼土粒子・炭化粒子を少量含む黒褐色土や灰が,中層には

焼土粒子・炭化粒子を極少量含む灰白色の灰が,下層には焼土粒子を極少量含むにぶい黄褐色の

灰が堆積し,火床と思われる砂も火熱の為に赤変している。従って,本跡の覆土は,長期間にわ

たる塩作りのために,四方に極き出された灰が中央部に向かって流れ込み,レンズ状に自然堆積
したものと考えられる。

遺物は,出土していない。

第 7号賊水槽 (第23図 )

本跡は,調査区の中央部から南東側のD2f8区を中心に確認された馘水槽で,第 31号誠水槽の南

側0.4mに位置している。

本跡は,黒褐色土と厚さ5～21cmの責褐色の粘土を貼って構築されている。平面形状は,長径
2.12m。 短径175mの 楕円形を呈し,長径方向はN-59°一Wを指している。遺構確認面から底面
までの深さは,135cmで ある。壁は,下位から上位にかけて外傾して立ち上がり,上端部はラッパ

状に立ち上がっている。底面は,ほぼ平坦である。

覆土は 2層からなり,上層に粘土ブロックを少量含む締まりのあるにぶい黄褐色の砂が,下層
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に貝殻片混じりの黒色土を少量含む軟らかい砂が自然堆積している。

遺物は,出土していない。

第 8号鍼水槽 (第23図 )

本跡は,調査区の中央部から南東側のD2g8区 を中心に確認さた餓水槽で,第 7号鍼水槽の南側

0.8mに位置している。

本跡は,黒褐色土と厚さ4～18cmの黄褐色の粘土を貼って丁寧に構築されている。平面形状は,

長径2.2m・ 短径1.7mの楕円形を呈し,長径方向はN-90° を指している。遺構確認面から底面ま

での深さは,138cmほ どある。壁は,全体的に外1頃 して立ち上がり,底面は,ほぼ平坦である。

覆土は 2層からなり,自然堆積の様相を呈している。上層から中層にかけて灰黄褐色の軟らか

い砂が,下層は一部黒色の砂混じりの軟らかいにぶい黄褐色の砂が堆積している。

遺物は,出上していない。

第 9号餓水槽 (第23図 )

本跡は,調査区の中央部から南東側のD2h8区 を中心に確認された誠水槽で,第 8号鹸水槽の南

狽11.lmに 位置している。

本跡は,砂を楕円形状に掘り込んだ後に,黒褐色土を貼った上に厚さ6～ 13cmの 黄褐色の粘土

を丁寧に貼って構築されている。平面形状は,長径2.21m・ 短径1,93mの楕円形を呈し,長径方

向はN-90° を指している。遺構確認面から底面までの深さは,135cmほ どである。壁は,外傾して

立ち上がっている。底面は,ほぼ平坦である。

覆土は,にぶい黄褐色の軟らかい砂が堆積している。

遺物は,出土していない。

第10号鍼水槽 (第23図 )

本跡は,調査区の北東部D3gl区 を中心に確認された献水槽で,第 12号献水槽の南東側17mに位

置している。

本跡は,黒褐色土と厚さ 5～20cmの黄褐色の粘土を丁寧に貼つて構築さている。平面形状は,

長軸189m。 短軸1.66mの長方形を呈し,長軸方向はN-43°一Eを指している。遺構確認面から

底面までの深さは,81cmほ どである。壁は,北東壁がなだらかに立ち上がり,その他の壁は全体

的に外傾して立ち上がっている。底面は,ほぼ平坦である。

覆土は 1層で,締まりのあるオリーブ褐色の砂が堆積している。

遺物は,出上していない。
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第H号鍼水槽 (第 23図 )

本跡は,調査区の中央部から南東側のD2fO区 を中心に確認された鍼水槽で,第13号献水槽の南

側1.2mに位置している。本跡は,第12号鹸水槽の北壁の上部を切って構築されているので,本跡

の方が新しい。

本跡は,黒褐色土と厚さ4～ 20cmの 黄褐色の粘上を貼って構築されている。平面形状は,長径

2.01m・ 短径0.83mの長楕円形を呈し,長径方向はN-90° を指している。遺構確認面から底面ま

での深さは14cmほ どで,比較的浅い。壁は,なだらかに立ち上がり,底面は,平坦である。

覆土は,上層に粘土ブロックを少量含むオリーブ黒色の硬い砂が,下層に粘土を少量含むねば

りのある硬い砂が自然堆積している。

遺物は,出土していない。

第12号鍼水槽 (第24図 )

本跡は,調査区の中央部から南東側のD3fO区 を中心に確認さた賊水槽で,第 97号鹸水槽の北側

0。 7mに位置している。本跡は,第■号賊水槽によって切られているため,本跡の方が古い遺構で

ある。

本跡は,砂を楕円形状に掘った後に,黒褐色土と厚さ4～ 12cmの黄褐色の粘上を貼って構築さ

れている。平面形状は,長径2.77m・ 短径1.95mの楕円形を呈し,長径方向はN-90° を指してい

る。遺構確認面から底面までの深さは,96～108cmで ある。壁は,外傾して立ち上がっている。底

面は,中央部から東側にかけては全体的に平坦であるが,西側底面は皿状に凹んでおり,鹸水を

汲み取り易くするための工夫がなされていたものと思われる。

覆土は,にぶい黄橙色の締まりのある砂を主体に,灰黄褐色の軟らかい砂や粘土粒子 。灰を極

少量含む黒褐色の硬く締まった砂が撹乱を受けたように混じっている。

遺物は,出土していない。

第13号鍼水槽 (第24図 )

本跡は,調査区の中央部からやや南東側のD2eo区を中心に確認された餓水槽で,第■号戯水槽

の北側1.2mに位置している。本跡は,南西コーナー部で第98号献水槽を切って構築されているこ

とから,本跡の方が新しい遺構である。

本跡は,調査終了後に断ち割りを実施したところ,砂を楕円形状に掘り込んだ後に,灰 。貝殻

片 。炭化粒子を多量に含む砂混じりの硬 く締まった黒褐色土と,厚さ4～ 25cmの黄褐色の粘上を

丹念に貼って構築されている。平面形状は,長径3.32m・ 短径2.37mの楕円形を呈し,長径方向

はN-90° を指している。遺構確認面から底面までの深さは,110～ 121cmで ある。壁は外傾して立
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ち上がっている。底面は,中央部から東部にかけてはほぼ平坦であるが,西端部は皿】犬に凹んで

いることから,貯蔵した誠水を汲み出し易いように工夫を凝らしたものと考えられる。

覆土は,レ ンズ状に自然堆積している。上層には粘土粒子を極少量含む締まりのあるにぶ
い黄

褐色の砂が,中層には粘土粒子・炭化粒子を少量含む締まりのある黒褐色の砂が,下層
にはオリー

ブ色の締まりのある砂が堆積している。

遺物は,出上していない。

第14号戯水槽 (第24図 )

本跡は,調査区の中央部からやや南東側のD2d9区 を中心に確認された献水槽で,第 1号
カマド

の南東側3.5mに位置しており,位置や形状などから,第 4号釜屋に付属する施設の一
つと考えら

れる。本跡は,南側を第15号鹸水槽に切られていることから,本跡の方が古い遺構である。

本跡は,砂地を精円形状に掘り込んだ後に貝殻片・灰を極少量含む黒褐色土を貼り,更に,そ

の上に明黄褐色粘土を4～ 10cmの厚さで丁寧に貼つて構築さている。平面形状は,長径1.88m・

短径0.46mの長楕円形を呈し,長径方向はN-87°一Wを指している。遺構確認面から底面までの

深さは,15cmほ どである。壁は,ゆ るやかに立ち上がり,底面は全体的に平坦である。

覆土は,上層は貝殻片を多量,灰を極少量含む灰黄褐色の砂が,中層は灰・貝殻片を極少量含

む灰白色の砂が自然堆積しているが,下層は細かく砕いた灰白色の多量の貝殻片を人為的に底面

上に敷きつめた状態である。

遺物は,出上していない。

第15号戯水槽 (第24図 )

本跡は,調査区の中央部からやや南東側のD2d9区 を中心に確認された献水槽
で,第 1号カマド

の南東側 4mほ どに位置している。本跡の北側が第14号献水槽を切つていることから本跡の方が新

しい遺構である。本跡は,第 14号鹸水槽と形状が似ていることや位置などから,第 4号釜屋に付

属する施設と思われる。壁は,立ち上がりが不明な東壁から南壁の一部を除いてほぼ垂直
に立ち

上がっている。底面は,全体的に平坦である。

本跡は,黒色土層の拡張作業をしている際に検出されたため,東側部分の立ち上が りが削平さ

れてしまったので,平面形状・規模等の詳細は不明である。平面形状は,南北の長さは0.67mで ,

推定では長楕円形を呈し,長径方向はN-78°一Wを指しているものと思われる。遺構確認面
から

底面までの深さは,25cmほ どである。残存する壁は,なだらかに立ち上がっている。底面は,全

体的に平坦であり,西側部分がやや低 く落ち込んでいる。

覆土は,上層に粘土粒子を極少量含む締まりのある黒褐色上が,下層に締まりのある黒色土が
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堆積している。

遺物は,出土していない。

第16号鍼水槽 (第24図 )

本跡は,調査区の中央部からやや南東側D2c9区を中心に確認された馘水槽である。第 1号カマ

ドの南東側1.9mに位置していることから,本跡は,釜へ賊水を注入する直前の馘水を貯えるため

に構築された施設と思われる。本跡は,東側で第27号誠水槽と重複しているが,第27号献水槽の

中層から上層にかけて黒色上を硬く貼った上に,黄褐色の粘上で本跡の壁を丁寧に構築している

ことから,本跡の方が新しい。

本跡は,地固めした黒色土を掘り込んで,黄褐色の粘土を5～ 15cmの厚さで丹念に貼って構築

されている。平面形状は,長径1.87m。 短形1.58mの楕円形状を呈し,長径方向はN-51°一Eを

指している。遺構確認面から底面までの深さは,105cmほ どである。壁は,外傾して立ち上がり,

底面は,中央部に向かって凹んでいる。

覆土は 6層からなり,自然堆積の様相を呈している。上層に灰・貝殻片を少量含む黒褐色の締

まりのある砂が,中層に炭化粒子・貝殻片・粘土粒子を少量含む黒褐色の締まりのある砂が,下

層に炭化粒子・貝殻片 。粘土粒子を少量含む黒色の砂が堆積している。

遺物は,底面のほぼ中央部から北西側にかけて,人頭大の石が 3個出土している。

第17号戯水槽 (第25図 )

本跡は,黒色土層を0.5mほ ど掘り下げた調査区の中央部からやや南東側D2c9区を中心に確認さ

れた鍼水槽で,第 1号カマドの東側 2mに位置している。従つて,釜へ戯水を注入する直前に献水

を貯蔵するために作られた施設と思われる。

本跡は,砂上にねばりのある黒色上で地盤を作つた後に,そ の地盤を掘つて黄褐色の粘上を 6

～15cmの厚さに丁寧に貼って構築されている。平面形状は,長径1.5m・短径1.43mの 円形状を呈

している。遺構確認面から餓水槽の底面までの深さは,68cmほ どである。壁は,北側から東側に

かけては外傾して立ち上がり,他はほぼ垂直雀立ち上がっており,硬 く締まっている。底面も,

鍋底状を呈し,硬 く締まっている。

覆土は,自然堆積の様相を呈しており,上層に灰・炭化粒子・焼土粒子を少量含む軟らかい黒

褐色上が,中層に灰・炭化粒子・粘土ブロックを少量含む軟らかい黒褐色上が,下層に灰・砂を

少量含む締まりのある褐灰色上が堆積している。

遺物は,出土していない。
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第18号餓水槽 (第25図 )

本跡は,調査区の中央部からやや南東側よりのD2co区を中心に確認された餓水槽で,第 24号馘

水槽の西側1.5mに位置している。本跡は,北西コーナー部で第110号鹸水槽を切つているので,本

跡のほうが新しい遺構である。

本跡は,黒褐色土と7～24cmの厚さに黄褐色の粘土を丁寧に貼つて構築されたもので,平面形

状は,長径3.74m・ 短径2.67mの楕円形を呈し,長径方向はN-6°一Eを指している。遺構確認

面から底面までの深さは,185cmである。壁は,外傾して立ち上がり,断面形は「v」 の逆台形

状を呈している。南壁の下位には漏水の補修か壁の強化かいずれかと思われる握拳大の石が10個

埋め込まれている。底面は,南壁際の一部を除いて,ほぼ二重底になっており,上位底面と下位

底面との間に人為的に埋められた覆土が堆積している。上位底面は,厚さ2～ 4 cmで粘土が貼ら

れ,北から南側にかけてゆるやかに傾斜している。下位底面も,同様に南側に向かつてゆるやか

に傾斜している。なお,底面が二重底になっているのは,賊水漏れを防ぐために貼りかえたのか,

あるいは,形状・規模などから最初から献水漏れ予防のために二重底にしたのかのいずれかと考

えられる。

覆土は,上層から二重底までは自然堆積の様相を呈している。上層に貝殻片を少量含む締まり

のある黒色の砂が,中層に貝殻片を多量,炭化粒子を少量含む締まりのある黒褐色の砂が,下層

に貝殻片・灰を多量に含む締まりのある黒褐色の砂が堆積している。二重底下の覆土は,人為堆

積の様相を呈しており,植物繊維を少量と水分を含む黒褐色の砂が堆積している。

遺物は,上位底面の直上から丸太状の木製品が横位で出土している。
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第22図 第18号戯水槽出土遺物実測図
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第18号鍼水槽出土遺物 (第22図)(W4)

丸太状の木製品の一部と思われ,南東コーナー寄りの二重底の底面直上より横位で出上してい

る。現存値は,長さ63.9cm。 幅9.6cm,厚 さ 4 cmで ,大部分が破損しているため形状や使用目的

は不明である。

第19号鍼水糟 (第25図 )

本跡は,調査区の中央部から南東側のD2g9区 を中心に確認された鹸水槽で,第96号賊水槽の北

西側 3mに位置している。

本跡は,砂を掘り込んだ後に,黒褐色土と厚さ4～ 13cmの黄褐色の粘土を貼って丁寧に仕上げ

て構築されている。平面形状は,北東コーナー部の上部と北西コーナー部の一部が撹乱を受けて

いるために,短径は1.33mで ,推定では楕円形を呈し,長径方向はN-69°一Wを指すものと思わ

れる。遺構確認面から底面までの深さは,80cmほ どである。壁は,前述したとおり北東コーナー

部と北西コーナー部の一部に撹乱がみられるが,ほぼ外傾して立ち上がっている。底面は,平坦

である。

覆土は 1層で,黒褐色の砂を少量含む軟らかいにぶい黄褐色の砂が堆積している。

遺物は,出上していない。

第20号鍼水槽 (第28図 )

本跡は,調査区の南部D2a8区を中心に確認された鍼水槽で,第 17号鹸水槽の北西側8.2mに位置

している。

本跡は,砂を掘り込んで,黒褐色土を薄く貼 り,その上に黄褐色の粘土を厚さ5～17cmに 貼っ

て構築されている。平面形状は,長軸1.47m・ 短軸1.34mの隅丸方形を呈し,長軸方向はN-35°

一Wを指している。遺構確認面から底面までの深さは,50cmほ どである。壁は,外傾して立ち上

がり,底面は,中央部に向かって極めてゆるやかに傾斜している。

覆土は 3層からなり,自然堆積している。上層に締まりのある灰黄褐色の砂が,中層にやや軟

らかいにぶい黄褐色の砂が,下層に粘土粒子・炭化粒子・貝殻片を含むねばりのある砂混じりの

硬い黒色土が堆積している。

遺物は,出上していない。

第21号鍼水槽 (第25図 )

本跡は,調査区の中央部からやや東側寄りのD2ao区 を中心に確認された賊水槽で,第 1号カマ

ドの北東側6.6mに位置している。
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本跡は,黒褐色の砂を楕円形状に掘り,黒褐色土と厚さ4～ 15cmの粘土を丁寧に貼って構築さ

れている。平面形状は,長径1.97m。 短径1.06mの 楕円形状を呈し,長径方向はN-12° 一Wを指

している。遺構確認面から底面までの深さは,北側から南側にかけて次第に深くなり,20～48cm

である。壁は,外傾して立ち上がり,底面は,平坦である。

覆土は 2層からなり,自然堆積の様相を呈している。上層には粘土
。貝殻片・炭化粒子を少量

含む硬 く締まった暗褐色の砂混じりの黒色上が,下層には黒色土混じりの軟らかい黒褐色の砂が

堆積している。壁際には灰・貝殻片・炭化粒子を少量含む締まりのある黒褐色の砂が堆積し
てい

る。

遺物は,出上していない。

第22号鍼水槽 (第26図 )

本跡は,調査区の中央部からやや南東側のD2bo区 を中心に確認された鍼水槽で,第 18号献水槽

の北側2.5mに位置している。本跡は,北東壁の大半を第23号献水槽によつて切られていることか

ら,本跡の方が古い遺構である。

本跡は,砂を掘つて,黒褐色土と厚さ4～ 14cmの黄褐色の粘土によって構築されている。平面

形状は,長径1.44m・ 短径1.07mの不整形を呈し,遺構確認面から底面までの深さは,81cmほ ど

である。壁は,外傾して立ち上がり,底面は,ほぼ平坦で,粘上のためいずれも硬く締まってい

る。

覆土は,上層に灰・粘土ブロックを少量,炭化粒子・貝殻片を極少量含む黒色の締まりのある

砂が,中層に粘土と砂混じりの硬く締まった黒褐色土が,下層に粘土粒子・灰を極少量含む暗褐

色の砂が自然堆積している。

遺物は,出上していない。

第23号鍼水槽 (第 26図 )

本跡は,調査区の中央部からやや南東側のD3bl区 を中心に確認された誠水槽で,第 18号鹸水槽

の北東側1.9mに位置している。本跡は,南西コーナー部寄りで第22号鹸水槽と重複しているが,

第22号餓水槽を切つていることから,本跡の方が新しい遺構である。

本跡は,黒褐色土と厚さ4～ 14cmの黄褐色の粘上を貼って丹念に構築されている。平面形状は,

長径2.76m・ 短径1.27mの楕円形状を呈し,長径方向はN-17°一Wを指している。遺構確認面か

ら底面まの深さは32～45cmで あり,南東壁側が若干低 くなっている。壁は,北西壁はなだらかに

立ち上がり,他は外傾して立ち上がっている。底面は,ほぼ平坦である。

覆土は,上層の一部が粘土ブロック混じりの締まりのある黒褐色の砂と軟らかい砂が人為的に
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堆積している。下層はにぶい黄褐色の締まりのある砂が堆積している。

遺物は,出土していない。

第24号戯水槽 (第26図 )

本跡は,調査区の中央部からやや南東側のD3cl区 を中心に確認された賊水槽で,第 18号賊水槽

の東側1.3mに位置している。

本跡は,砂を楕円形状に掘り込み,黒褐色土と厚さ7～ 12cmの黄褐色の粘上を貼って丁寧に構

築されている。平面形状は,長径3.19m・ 短径1.81mの楕円形を呈し,長径方向はN-0°を指し

ている。遺構確認面から底面までの深さは,北側がやや浅く52cmほ どで,南側は88cmほ どである

が,本来は同じ壁高であったものと思われる。壁は,なだらかに立ち上がっている。底面は,全
体的に平坦であるが,南端部が他よりも約10cm深 く落ち込んでおり,馘水を汲み出し易 く工夫さ

れているものと思われる。

覆土は,南側半分に粘土ブロックが多量にあり,初めはカマドの存在を想定して調査を進めた
が,理由は不明だが単に投棄された粘上であると思われたので,一括して取り上げた。北側には,

砂が堆積している。

遺物は,出上していない。

第27号鍼水槽 (第26図 )

本跡は,調査区の中央部からやや南東側よりのD2c9区を中心に確認された賊水槽である。第 1

号カマドの南東側3.3mに位置していることから,本跡も釜へ賊水を注入する直前の施設と考えら

れる。本跡は,第 16号賊水槽に切られているために,本跡の方が古い餓水槽である。

本跡は,地固めした黒色土を掘り込んで,黄褐色の粘土を厚さ4～ 10cmに丹念に貼って構築さ
れている。平面形状は,前述したように,第16号餓水槽に一部きられているため推定になるが,
長径1.60m・ 短径 (1.34)mの 楕円形を呈し,長径方向はN-13°一Eを指している。遺構確認面
から底面までの深さは,87cmほ どである。壁は,外傾して立ち上がり,底面は,多少凹凸がみら
れるが,ほぼ平坦である。

覆土は 4層からなり,自然堆積の様相を呈している。上層に粘土小ブロック・黒色上を少量含

む締まりのあるにぶい責色の砂が,中層に締まりのある暗灰黄色の砂が,下層に締まりのあるに

ぶい黄色の砂が堆積している。

遺物は,出上していない。
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第29号鍼水槽 (第26図 )

本跡は,調査区の中央部からやや南東側のD2e8区 を中心に確認された鍼水槽で,第 1号カマド

の南側4.9mで, 7基の航水槽が南北にほぼ等間隔に並んでいるうちの最北端に位置している。

本跡は,黒褐色土と厚さ 3～ 5 cmの黄褐色の粘土を丹念に貼つて構築されている。平面形状は,

長径2.6m。 短径2.02mの 楕円形を呈し,長径方向はN-90° を指している。遺構確認面から底面ま

での深さは,172cmほ どである。壁は,外傾して立ち上がっている。南東コーナー部の底面より95

cmほ ど上部壁面に粘上が丁寧に貼つてある凹みが検出されているが,こ れは,恐らく足場として

使われたのではないかと推測される。底面は,ほぼ平坦である。

覆土は,上層にオリーブ褐色の締まりのある砂が,中層に黄褐色の締まりのある砂が,下層に

灰黄色の軟らかい砂が自然堆積している。

遺物は,出土していない。

第30号鍼水槽 (第27図 )

本跡は,調査区の中央部からやや南東側のD2e8区 を中心に確認された賊水槽で,第29号誠水槽

の南側0,3mに位置している。

本跡は,黒褐色土と厚さ3～ 7 cmほ どの粘上を貼って丁寧に構築されている。平面形状は,長

径2.26m・ 短径1.35mの楕円形を呈し,長径方向はN-77°一Wを指している。遺構確認面から底

面までの深さは,146cmほ どである。壁は,上位でゆるやかに起伏する部分もみられるが,全体的

に外傾して立ち上がっている。北東コーナー部寄りの壁には,底面から38cmほ どのところに幅22

cmの凹みが構築さており,足場として使われたものと考えられる。底面は,全体的に平坦である。

覆土は13層からなり,レ ンズ状に自然堆積している。 1～ 6層の上層には貝殻片を極少量含む

締まりのある暗オリーブ褐色主体の砂が, 7～ 10層の中層には貝殻片・粘土を極少量含む締まり

のある黒褐色主体の砂が,11～ 13層の下層には粘土ブロック・炭化粒子・貝殻片を極少量含む締

まりのある黄灰色主体の砂が堆積している。

遺物は,出上していない。

第31号戯水槽 (第27図 )

本跡は,調査区の中央部からやや南東側のD2f8区 を中心に確認された馘水槽で,第 30号鹸水槽

の南側0。 7mに位置している。

本跡は,黒褐色土を貼つた上に黄褐色の粘土を4～ 19cmの厚さに貼つて丁寧に構築されている。

平面形状は,長径2.09m・ 短径1.53mの楕円形状を呈し,長径方向はN-90° を指している。遺構

確認面から底面までの深さは,121cmほ どである。壁は,ほ ぼ外傾して立ち上がっている。第29号
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鍼水槽と同様に,南東コーナー部の底面から52cmほ どの壁面に幅23cmの凹みを設けており,足場

にしたものと考えられる。底面は,全体的に平坦である。

覆土は,自然堆積の様相を呈している。上層は炭化粒子・粘土粒子を極少量含む硬い灰黄褐色

土が,中層は粘土粒子を極少量含むにぶい黄褐色の砂が,下層はにぶい黄褐色の締まりのある砂

が堆積している。

遺物は,出上していない。

第32号戯水槽 (第27図 )

本跡は,調査区の中央部から南東側のD2i8区を中心に確認された献水槽で,第 9号餓水槽の南

狽Jl.6mに 位置している。本跡は,ほ ぼ同規模の餓水槽が 7基南北方向に並んでいる中でも,最南

端に検出された遺構である。

本跡は,砂地を方形状に掘り込み,黒褐色土を貼った上に厚さ7～ 12cmの黄褐色の粘土を丹念
に貼って構築されている。平面形状は,長軸2.Om・ 短軸1.83mの隅丸方形を呈し,長軸方向はN
-10°一Eを指している。遺構確認面から底面までの深さは,143cmほ どである。壁は,全体的に外

傾して立ち上がっており,底面は,ほぼ平坦である。

覆土は 1層からなり,にぶい黄褐色の砂が堆積している。

遺物は,出上していない。

第96号戯水槽 (第 28図 )

本跡は,調査区の中央部からやや南東側のD2hO区 を中心に確認さた戯水槽で,第 9号誠水槽の

東側5.8mに位置している。

本跡は,砂地を隅丸長方形状に掘り込み,黒褐色土を貼った上に黄褐色の粘土を使って厚さ 6

～10cmに丁寧に貼って構築されている。平面形状は,長軸1.87m・ 短軸1.36mの隅丸長方形を呈

し,長軸方向はN-0°である。遺構確認面から底面までの深さは,90cmほ どである。東壁は,底

面から中位までほぼ垂直に立ち上がり,その後外傾して壁上位に至る。その他の壁は,ほぼ外傾

して立ち上がっている。底面は,中央部に若千盛り上がりが見られるが,全体的には平坦である。

覆土は,粘土粒子・炭化粒子・貝殻片を少量含む灰黄褐色砂土を主体に上層に炭化粒子・粘土

粒子・貝殻片を少量含む黒褐色上が,中層には東狽l10ゝ ら流入するように炭化粒子と黒色砂土を少

量含む褐灰色砂上が堆積している。

遺物は,西壁の中位よりやや下がった壁に埋められた状態で,最大長15cm前後の 2個の石が検

出されただけである。
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第97号鍼水槽 (第27図 )

本跡は,調査区の中央部から南東側のD2go区を中心に確認された戯水槽で,第 12号誠水槽の南

側0.5mに位置している。

本跡は,黒褐色土を貼った上に黄褐色の粘土を6～ 10cmの 厚さに貼って丁寧に構築されている。

平面形状は,長軸1.47m・ 短軸1.23mの隅丸方形状を呈し,長軸方向はN-80°一Wを指している。

壁は,ほぼ外傾して立ち上がっており,底面は,多少凹凸もみられるが,全体的に平坦である。

覆土は,自然堆積の様相を呈している。上層と下層は貝殻片・炭化粒子を少量含む軟らかい砂

が,中層は粘土ブロックを少量含む締まりのあるにぶい黄褐色の砂が堆積している。

遺物は,出土していない。

第98号鍼水槽 (第28図 )

本跡は,調査区の中央部から南東側のD2fO区を中心に確認された献水槽で,第 100号鍼水槽の南

側0,7mに位置している。本跡は,北東側コーナー部で第13号賊水槽と重複してているが,本跡は,

同戯水槽の底面下から検出され,切られていることから,本跡の方が古い遺構でる。

本跡は,砂地を精円形状に掘り込み,黒褐色土を貼った上に黄褐色の粘土を6～ 14cmの厚さに

貼って丁寧に構築されている。平面形状は,長径1.91m・ 短径1.56mの楕円形を呈し,長径方向

はN-11°一Wを指している。壁は,ほ ぼ外傾して立ち上がり,底面はやや皿状に近いが,全体的

に平坦である。

覆土は 2層からなり,レ ンズ状に自然堆積している。上層に浅黄色の砂が,下層に黄褐色の砂

がいずれも締まりをおびて堆積している。

遺物は,出土していない。

第100号餓水槽 (第28図 )

本跡は,調査区の中央部からやや東側のD2e9区に確認された戯水槽で,第98号誠水槽の北側0.6

mに位置している。

本跡は,黒褐色上と厚さ6～ 19cmの黄褐色の粘土を丁寧に貼って構築されている。平面形状は,

長径2.2m。 短径1.88mの楕円形を呈し,長径方向はN-90° を指している。遺構確認面から底面ま

での深さは,114cmほ どである。壁は,外傾してラッパ状に立ち上がり,底面は,ほ ぼ平坦である。

覆土は,レ ンズ状に自然堆積している。上層と下層に貝殻片を少量含む軟らかい灰黄褐色の砂

が,中層には貝殻片を少量,焼土粒子を極少量含む黒褐色上が堆積している。

遺物は,出上していない。
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第HO号鍼水槽 (第27図 )

本跡は,調査区の中央部からやや南東側のD2cO区を中心に確認された鹸水槽で,第 27号鹸水槽

の北東側1.6mに位置している。本跡は,南東コーナー部が第18号馘水槽によつて切られているた

め,本跡の方が古い遺構である。

本跡は,黒褐色土を貼った上に黄褐色の粘土を厚さ3～ 4 cmに 丁寧に貼って構築されている。

平面形状は,長径1.69m・ 短径1.3mの楕円形を呈し,主軸方向はN一 m°一Eを指している。遺構

確認面から底面までの深さは,70cmほ どである。壁は,北壁がゆるやかに立ち上がっているが,

他の壁は外傾して立ち上がっている。底面は,皿状を呈しており,壁 とともに硬く締まっている。

覆土は 3層からなり,レ ンズ状に自然堆積している。上層には炭化粒子・粘土粒子を極少量含

むにぶい黄橙色の締まりのある砂が,中層には炭化粒子を極少量含む暗褐色の締まりのある砂が,

下層には粘土粒子を極少量含む硬く締まっている砂が堆積している。

遺物は,やや南東コーナーよりの底面から長さ20cm。 幅 8 cmの石と径 6 cmほ どの石が出土して

いる。

5 第 5号製塩跡 (第29図 )

第 5号製塩跡は,当遺跡の中央部からやや

南側のDl・ D2区 に位置しており,馘水槽 7基

のみで,釜屋及びカマドの存在は確認するこ

とができなかった。これらの航水槽は,黒色

土 (第 50・ 26・ 107号賊水槽)と砂 (第 25。 33～ 35

号鹸水槽)の中から検出されている。当製塩

跡に関連する施設は,献水槽だけで,当遺跡

のなかでは,他の製塩跡とは,異なった様相

を呈している。勿論,釜屋及びカマドが第 5

号製塩跡のいずれかに存在したことが想像で

きるのであるが,丹念な調査を実施したにも

かかわらず検出することができなかったので,

ざ
5 ざ1

第29図 第 5号製塩跡遺構配置図

誠水槽だけをもって一応製塩跡とした。また,検出された賊水槽の深さをみると, 7基の献水槽

の中で,第25号鍼水槽を除いては,極めて浅い。これは,長期にわたる飛砂のため露出した献水

槽の壁が崩れて浅 くなったものと考えられる。以上のことを考えると,カ マド等も存在していた

ことも考えられるが,飛砂のため削平され検出できなかったものと推定される。なお,最も東側

に位置している第25号鹸水槽は,他の製塩跡に属する可有旨性も考えられるが,当製塩跡の中で説
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明を加えることにする。

第25号餓水槽 (第 30図 )

本跡は,調査区の南部D2g6区 を中心に確認された馘水槽で,第26号戯水槽の南東側10.4mほ ど

に位置している。

本跡は,黒褐色土と厚さ7～ 9 cmの黄褐色の粘土を丹念に貼って構築されている。平面形状は,

長径1.91m・ 短径1.85mの 円形を呈している。遺構確認面から底面までの深さは,82cmほ どであ

る。壁は,ほぼ外傾して立ち上がり,底面は,全体的に平坦である。

覆土は 3層からなり,自然堆積の様相を呈している。上層に粘土粒子を少量含む締まりのある

黒褐色の砂が,中層に少量の砂まじりの黒色上が,下層ににぶい黄褐色の軟らかい砂が堆積して

いる。

遺物は,出土していない。

第26号蛾水槽 (第30図 )

本跡は,調査区の南部D2f3区 を中心に確認された馘水槽で,第 107号献水槽の南東側2.5mに位

置している。

本跡は,黒褐色土と厚さ4～ 10cmの黄褐色の粘土を貼って丁寧に構築されているが,北東側と

南西側の壁は,撹乱を受けて壁の立ち上がりが浅いため,平面形状は推定で,長径1.32m・短径091

mの楕円形を呈し,長径方向はN-5°一Wを指しているものと思われる。遺構確認面から底面ま

での深さは,39cmほ どである。壁は,外傾して立ち上がり,底面は,ほば平坦である。

覆土は 1層で,粘土ブロックを少量含む軟らかいにぶい黄褐色の砂が堆積している。

遺物は,出土していない。

第33号餓水槽 (第30図 )

本跡は,調査区の南部D2h2区 を中心に確認さた鹸水槽で,第 50号賊水槽の南側7.9mに位置して

いる。

本跡は,黒褐色上を貼った上に黄褐色の粘上を厚さ4～ 13cmに丹念に貼つて構築されている。

本跡は,北壁の大部分が撹乱を受けているため,平面形 。規模等の詳細は不明であるが,短径は

1.16mで,推定では楕円形を呈し,長径方向はN-15°一Eを指すものと思われる。遺構確認面から

底面までの深さは,51cmほ どである。壁は,ほぼ外傾して立ち上がっている。底面は,南から北

へゆるやかに傾斜している。

覆土は 3層からなり,自然堆積の様相を呈している。上層には軟らかいにぶい責橙色の砂が,
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中層には粘土ブロック・只殻片・炭化粒子を多量に含む砂混じりの黒褐色上が,下層には締まり
のある灰黄褐色上が堆積している。

遺物は,出上していない。

第34号鍼水槽 (第30図 )

本跡は,調査区の南部D2jl区 を中心に確認された鍼水槽で,第 35号餓水槽の東側2.4mに位置し

ている。

本跡は,黒褐色上を貼った上に黄褐色の粘土を厚さ3～ 7 cmに貼って構築されている。北東側
半分が撹乱を受けているため,壁及び底面は検出することができなかった。従って,形状・規模
等の詳細については不明であるが,推定で径065mほ どの円形を呈するものと思われる。遺構確
認面から底面までの深さは, 5 cmほ どである。壁は,ゆ るやかに立ち上がり,底面は,皿状を呈
して,ほぼ平坦である。

覆土は,にぶい黄橙色の砂が堆積している。

遺物は,出上していない。

第35号鍼水槽 (第30図 )

本跡は,調査区の南部Dl,0区 を中心に確認された誠水槽で,第 34号鹸水槽の西側2.4mに位置し

ている。

本跡は,黒褐色土と厚さ6～ 12cmの黄褐色の粘上を丁寧に貼って構築されている。平面形状は,

長径0.84m・ 短径0.63mの楕円形を呈し,長径方向はN-90° を指している。遺構確認面から底面
までの深さは, 5 cmほ どである。壁は,大半が撹乱を受けており,残存する壁は極めてわずかで

あるが,ゆるやかに立ち上がっている。底面は,皿状を呈し,多少凹凸がみられる。

覆土は 1層で,にぶい黄褐色の砂が堆積している。

遺物は,出土していない。

第50号鍼水槽 (第 30図 )

本跡は,調査区の南部D2f2区を中心に確認された賊水槽で,第26号献水槽の西側3.3mに位置し

ている。

本跡は,黒褐色土と厚さ6～29cmの黄褐色の粘土を貼って構築されている。本跡は,遺構の西
側 3分の 1ほ どが撹乱を受けているため,形状・規模等の詳細は不明であるが,平面形状は,推
定で径0.3mほ どの円形を呈するものと思われる。遺構確認面から底面までの深さは,16cmほ どで

ある。壁は,北壁がゆるやかに傾斜しており,他は外傾して立ち上がっている。底面は,ほぼ平
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坦である。

覆土は 1層で,粘土粒子を含む灰黄褐色の軟らかい砂が堆積している。

遺物は,底面の北西側から径20cmほ どの石が出土している。

第107号餓水槽 (第30図 )

本跡は,調査区の南部D2e2区を中心に確認された鍼水槽で,第26号馘水槽の北西側2.6mに位置

している。

本跡は,砂地を円形状に掘り込んだ後,黒褐色土と厚さ8～ 23cmの黄褐色の粘土を用いて丁寧

に構築されている。平面形状は,長径0.58m・ 短径0.49mの 円形を呈している。遺構確認面から

底面までの深さは,17cmほ どである。壁は,北側の大半が垂直に立ち上がり,その他の壁は外傾

して立ち上がっている。底面は,ほぼ平坦である。

覆土は 2層からなり,レ ンズ状に自然堆積している。上層には粘土ブロックを多量,炭化粒子

を少量含む硬く締まっているにぶい黄橙色の砂が,下層には貝殻片 。粘土粒子・炭化粒子を少量
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含む締まりのある黒褐色の砂が堆積している。

遺物は,出土していない、 Φ ⑫

⑩

6 第 6号製塩跡 (第31図 )

第 6号製塩跡は,当遺跡の中央部からやや南西側のDl区 に位置してお

り,餓水槽 4基で構成されており,釜屋及びカマドの存在は確認できな

かった。これらの賊水槽は,第46・ 47・ 52・ 53号献水槽で,いずれも砂

の中から検出されている。なお,当製塩跡も全体的に戯水槽が浅く,力  第31図
マド等が検出されていないことは,前記した第 5号製塩跡と同じ様なこ

とが推定される。

第46号鍼水槽 (第32図 )

本跡は,調査区の中央部から南西側のDlg6区 を中心に確認された鹸水槽で,第47号誠水槽の南

西側1,8mに位置している。

本跡は,黒褐色土と厚さ8～ 14cmの黄褐色の粘土を用いて丁寧に構築されている。平面形状は,

北。南壁及び底面の一部が撹乱を受けているため推定となるが,径0.93mの 円形状を呈している。

長径方向はN-6°一Eを指すものと思われる。遺構確認面から底面までの深さは,35cmほ どである。

壁は北・南壁の立ち上がりと西壁の上部は崩落しているため不明であるが,その他の壁は,ほぼ

外傾して立ち上がっている。底面は,開田部の平面形が円形状であるのに対して,楕円形を呈す

るものと思われる。なお,底面はゆるやかな起伏をもっている。

覆土は 1層で,にぶい黄色の砂が締まりを帯びて堆積している。

遺物は,出土していない。

第47号餓水槽 (第32図 )

本跡は,調査区の中央部から南西側のDlf7区を中心に確認された鹸水槽で,第 52号献水槽の西

側0.35mに位置している。

本跡は,砂地を精円形状に掘り,黒褐色上を貼った後に黄褐色の粘土を厚さ 3～ 10cmに貼って

丹念に構築されている。平面形状は,長径1.33m・ 短径0。 77mの楕円形を呈し,長径方向はN-61°

一Eを指している。遺構確認面から底面までの深さは,32cmほ どである。壁は,外傾して立ち上がっ

ている。底面は,南西壁に向かってゆるやかに傾斜している。

覆土は 2層からなり,上層にオリーブ褐色の砂が,下層に黒褐色上を極少量含むにぶい黄色の

砂が硬く締まりを帯びて自然堆積している。

跡

図

塩

置

帥【〕一枠軸
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遺物は,出土していない。

第52号餓水槽 (第32図 )

本跡は,調査区の中央部から南西側のDlf7区を中心に確認された賊水槽で,第 47号鹸水槽の東

側0.35mに位置している。

本跡は,黒褐色上を貼つて円形状に仕上げた後に責褐色の粘上を厚さ4～ 15cmに貼つて丁寧に

構築されている。平面形状は,径 1.07mほ どの円形を呈している。遺構確認面から底面までの深さ

は,33cmほ どである。壁は,北西側がややゆるやかに立ち上がり,他はほぼ外傾して立ち上がっ

ているが,東壁の一部は,上面を覆うようにせり出している。底面は,ほぼ平坦である。

覆土は 3層からなり,上層から中層にかけては粘土大プロックを少量含むにぶい黄色の砂が,

下層には浅黄色の砂が硬 く締まりを帯びて堆積している。

遺物は,出上していない。

第53号餓水槽 (第 32図 )

本跡は,調査区の中央部から南西側Dl18区を中心に確認された献水槽で,第46号鍼水槽の南東

側9。 2mに位置している。
いい` （ロ
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本跡は,黒褐色土と厚さ10～20cmの黄褐色の粘土を用いて丹念に構築されている。平面形状は,

長径0.67m・ 短径0.47mの楕円形状を呈し,長径方向はN-56°一Wを指している。遺構確認面か

ら底面までの深さは浅く,南東壁際が20cm,北西壁際は10cmである。これは,飛砂のために壁が

崩れて,本来の壁高ではなくなってしまったものと思われ,浅 くなってしまっているが,壁高は,

構築時にはもっと高かったものと思われる。壁は,第 2号鍼水槽よりも明際にオーバーハングし

て立ち上がっている。底面は,中央部に向かって若千高くなっている。

覆土は,にぶい黄橙色の砂が堆積している。

遺物は,出土していない。

7 第 7号製塩跡 (第 33図 )

第 7号製塩跡は,調査区の北東部C2・ C3区に位置しており,

釜屋 1か所,餓水槽 9基,土樋 7条で構成されている。各遺構

は,黒褐色土や黒褐色砂土層から検出されている。当製塩跡に

関連する施設は,位置や配列及び重複関係などから,第 5号釜

屋,第 3号カマド,第36～ 40・ 56～59号鹸水槽,第 1～ 4・ 6・

7・ 24号土樋が含まれるものと思われる。なお,第84号馘水槽

は,第 3号カマドの北東側を切って構築され, また,第 5号土

樋と配列やレベルから接続されるものと思われることから,第

9号製塩跡に属するものと考える。

湖
2

第 5号釜屋 (第 6図 )

本跡は,調査区の中央部から北東側のC2c8区 を中心に確認さ   第33図
れた釜屋で,第 2-A・ 2-B号カマドの南側23mに位置している。
本跡は,粘 りのある灰混じりの黒褐色土や黒褐色砂上の地盤にあるが,建屋を示す柱及び柱穴

は検出することはできなかった。従って,黒褐色土層の範囲や釜屋内に構築されたと思われる第

39・ 40・ 56号賊水槽などの位置から推定すると,規模は,南北の長さ12m・ 東西の長さ9mほ どで

はないかと思われる。

第 3号カマ ド (第34図 )

本跡は,推定範囲の釜屋中央部から北側寄りのC2c8区 を中心に確認されたカマドで,第 1号カ

マドの北側35.5mに位置している。本跡は,北東側で第84号鹸水槽と重複しているが,第84号賊水

槽が本跡の覆土上位に構築されていることから,本跡の方が古い遺構である。

ペ

第 7号製塩跡
遺構配置図
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本跡は,灰層や焼土粒子・炭

化粒子を含む褐灰色上の堆積状

況から,砂上に黒褐色土を版築

して構築したものと思われるが,

袖部を構築したと思われる赤化

した粘土片などは検出されなかっ

た。

平面形状は,長径4.73m・ 短

径3.02mの楕円形状を呈し,長

径方向はN-5°一Eを指してい

る。遺構確認面から火床までの

深さは,1.lmほ どである。

覆土は,レ ンズ上に自然堆積

している。上層は灰・貝殻片・

炭化粒子を少量含む黒褐色土

が,中層は灰層や黒色砂上の層

で,灰 。炭化粒子・焼土粒子・

貝殻片を含む締まりのある層が,

下層は灰・焼土粒子を多量に含

む締まりのある灰黄色・灰白色

の灰層やにぶい責橙色の焼砂が

堆積している。火床と思われる

砂は,火熱を受けて,にぶい橙

色に変色しており,ま た,赤化

した粘土大ブロックを含んでい

A

A6.2m

B

第34図 第 3号カマ ド実測図

ぐ

∬
一

ば
一

第 3号 カマ ド出土鉄製品解説表
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る。

遺物は,覆土上層から鉄製品 2点が出上 し

ている。

第36号航水槽 (第36図 )

本跡は,調査区の中央部からやや東側寄 り

のC2gO区 を中心に確認された戯水槽で,第40

2   号賊水槽の南東側9.6mに位置している。

0       5cm    本跡は,黒褐色土と厚さ7～30cmの黄褐色

の粘土を貼つて丁寧に構築されている。平面
第35図 第 3号カマ ド出土鉄製品実測図

形状は,長径5,79m・ 短径0.88mの長楕円形

を呈し,長径方向はN-30°一Eを指している。遺構確認面から底面までの深さは,12～36cmである。

壁は,全体的に外傾して立ち上がっている。南コーナー部に径15cm前後の石が 2個 ,北西壁には

殻長約 9 11Lllの 貝殻が 2個ずつ 6個埋め込まれていた。これらは,戯水漏れの修理に使われたもの

ではないかと思われる。底面は,北東壁から南西壁に向かってゆるやかに傾斜している。

覆土は,自然堆積の様相を呈している。粘土ブロックを少量含むにぶい黄褐色や,黒褐色の砂

が堆積している。

遺物は,底面の南コーナー部から長さ20cm・ 幅■cm前後の石 2個が出上している。

第37号鍼水槽 (第36図 )

本跡は,調査区の中央部から東側のC2eo区 を中心に確認された戯水槽で,第39号献水槽の東側

7.5mに位置している。本跡内には,第 58号鹸水槽が残存していたことから,本跡の方が古い遺構

である。

本跡は,黒褐色土と厚さ 7～ 10cmの黄褐色の粘上を用いて丁寧に構築されている。本跡は,北

側が撹乱を受けているため,北壁と東壁の中央部から北側にかけての立ち上がりが不明であるた

め,平面形・規模等の詳細は不明である。平面形状は,短径1.37mで ,推定では長楕円形を呈し,

長径方向はN-7°一Eを指すものと思われる。遺構確認面から底面までの深さは,35cmほ どである。

壁は,東壁の中央部から北壁にかけて,撹乱を受けているために立ち上がりは不明であるが,残

存する壁は,ほぼ外傾して立ち上がっている。底面は,全体的に平坦である。

覆土は,第58号賊水槽の底面と思われる責褐色の粘上が,底面より9 cm前後浮いている中層に

1,9mほ どの長さで堆積している。上層には黒色の締まりのある砂が,下層には黒褐色の粘土粒子

を少量含む締まりのある砂が堆積している。
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遺物は,出土していない。

第38号鍼水槽 (第36図 )

本跡は,調査区の中央部からやや東側のC2dO区を中心に確認された鍼水槽で,第56号馘水槽の

東側0.4mに位置している。

本跡は,黒褐色土と厚さ 5～ 18cmの黄褐色の粘土を貼つて丹念に構築されている。平面形状は,

長径4,79m。 短径1.73mの長楕円形を呈し,長径方向はN-70° 一Wを指している。遺構確認面か

ら底面までの深さは,南東側が浅く22～62cmで ある。壁は,外傾して立ち上がつており,底面は,

多少凹凸がみられるが,全体的に平坦である。

西コーナー部の壁上部には,第56号献水槽につながる上幅36cm・ 長さ84cmの第24号土樋が連結

されており, ここから鹸水を汲み出したものと想定される。本跡は,第 5号釜屋の屋外の鹸水槽

としての機能を有していたものと考えられる。

覆土は 2層からなり,自然堆積している。上層ににぶい黄橙色の軟らかい砂が,下層に粘土ブ

ロックを少量含むにぶい黄橙色の砂が締まりを帯びて堆積している。

遺物は,東側床面上から長さ30cm前後の石が 2個出土している。

第39号戯水槽 (第 36図 )

本跡は,調査区の中央部C2e8区 を中心に確認された鹸水槽である。本跡は,第 3号カ
マドの南

側4.8mに位置していることなどから,第 5号釜屋内の施設と考えられる。

本跡は,黒褐色土と厚さ 3～ 17cmの黄褐色の粘土を貼って構築されている。平面形状は,長径

1.69m。 短径0.9mの楕円形を呈し,長径方向はN-64°一Wを指している。遺構確認面から底面

までの深さは,30～55cmである。壁は,ほぼ外傾して立ち上がっている。底面は,東壁から西壁

に向かつてゆるやかに傾斜している。

覆土は 1層で,にぶい黄橙色の軟らかい砂が堆積している。

遺物は,出上していない。

第40号戯水槽 (第 36図 )

本跡は,調査区の中央部C2e8区 を中心に確認された鍼水槽である。本跡は,第 3号カ
マドの南

側5.4mに位置していることや第 3号土樋と接続していることなどから,第 5号釜屋内に付設され

た施設と想定される。

本跡は,黒褐色土と厚さ4～ 10cmの責褐色の粘土を貼って丁寧に構築されている。平面形状
は,

長径1.52m・ 短径0,77mの 楕円形を呈し,長径方向はN-52°一Wを指している。遺構確認面から
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底面までの深さは,34～ 58cmである。壁は,ほぼ垂直に立ち上がっている。底面は,中央部に向
かって皿状に傾斜している。南コーナー部寄りの壁上部に,第 3号土樋が接続しており, この上

樋を利用して釜屋外の第36号鹸水槽から賊水を引き入れたものと思われる。

覆土は,炭化粒子・焼土粒子を極少量,粘土ブロックを少量含む褐色や黒褐色砂上が埋め戻さ

れたように人為堆積の様相を呈している。

遺物は,出上していない。

第56号戯水槽 (第37図 )

本跡は,調査区の中央部からやや東側のC2d9区を中心に確認された賊水槽である。本跡は,第

3号カマドの南東側2.4mに位置しており,北東側は,第24号土樋,南東側は,第 6号土樋によっ

て連結されていることから,釜へ献水を注入する直前の施設と考えられる。

本跡は,黒褐色土と厚さ 6～25cmの黄褐色の粘土を貼って丁寧に構築されている。平面形状は,

長軸2.16m・ 短軸1.71mの長方形を呈し,長軸方向はN-30° 一Eを指している。遺構確認面から

底面までの深さは,107帥ほどである。壁は,外傾して立ち上がっている。また,北東コーナー寄

りの壁上部は,幅22cmほ どの第24号土樋の注入口となり,南東コーナー寄りの壁上部も,上幅10
Cmほ どの第 6号土樋の注入口となっている。底面は,ほぼ平坦である。

覆土は 6層からなり, レンズ上に自然堆積している。上層には灰・貝殻片を少量含む砂混じり

の締まりのある黒色上が,中層には貝殻片を多量,灰を少量含み締まりのあるにぶい赤褐色上が,

下層には,にぶい赤褐色の灰層や灰・焼土粒子を少量含む締まりを帯びたにぶい橙色上が堆積し

ている。

遺物は,出上していない。

第57号餓水槽 (第 37図 )

本跡は,調査区の中央部から北東側C2bO区を中心に確認された誠水槽で,第 3号釜跡の北東側

6.5mに位置している。

本跡は,黒褐色土と厚さ 5～ 16cmの黄褐色の粘上を用いて丁寧に構築されている。北西側半分
が撹乱を受けているため,形状・規模等の詳細は不明であるが,調査した部分から推定すると,
平面形状は,短径の長さ1.33mの長楕円形を呈し,長径方向はN-49°一Eを 指しているものと思わ

れる。遺構確認面から底面までの深さは,54cmほ どである。残存する壁は,外傾して立ち上がっ

ており,底面は,全体的に平坦である。

覆土は 1層からなり,にぶい黄色の締まりのある砂が堆積している。

遺物は出土していない。
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A6.4m

SN 56

第37図 第 7号製塩跡戯水槽実測図 Q0

2m
SN 57  卜____―――トーーーーーーJ

第58号餓水槽 (第36図 )

本跡は,調査区の中央部から東側のC2eo区を中心に確認された鍼水槽で第39号戯水槽の東側 8

mに位置している。本跡は,第37号誠水槽の覆土内から検出されたものであることから,本跡の方

が新しい遺構である。

本跡は,厚さ5～ 10cmの責褐色の粘上で構築されている。本跡は,大半が撹乱を受けているた
めに,形状 。規模等の詳細は不明であるが,残存する西壁の一部及び底面から判断すると,推定
で長楕円形を呈し,長径方向はN-7°一Eを指すものと思われる。遺構確認面から底面までの深さ

は,13cmほ どである。壁は,西壁の一部が残っており,若干内傾して立ち上がり,底面は,ゆ る
やかに起伏していたものと思われる。

覆土は 1層で,粘土ブロックを少量含む黒色の砂が堆積している。

遺物は,出上していない。

第59号麟水槽 (第36図 )

本跡は,調査区の中央部からやや東側寄りのC2eo区 を中心に確認された献水槽で,第 37号鹸水

槽の西側0.6mに位置している。

本跡は,遺構の大半が撹乱されており,南東側の壁と床面の一部が残存しているだけで,形状。
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規模等の詳細は不明である。遺構確認面から底面までの深さは,80cmほ どである。

覆土は,上層に黄褐色の軟らかい砂が,中層から下層にかけては黒褐色の軟らかい砂が堆積し

ている。

遺物は,出上していない。

第 1号土樋 (第38図 )

本跡は,調査区の中央部から東側のC2,0区 に確認された土樋で,第 2号土樋の南西側3.6mに位

置している。土樋の長さは1.72mで ,主軸方向はN-66° 一Wを指している。

本跡は,砂地を浅 く掘り込んだ後,黄褐色の粘上を厚さ 3～ 9 cmとこ丁寧に貼つて雨樋のように

構築されている。土樋の幅は,上幅 9～14cm,下幅 7 cm前後である。壁は,ゆ るやかに立ち上が

り,断面形は,「― 」形を呈して
いる。遺構確認面から底面までの深さは,極めて浅く3 cm前後

である。底面のレベルは,A～A′で6.96m,C～ Cアで6.98mと ほとんど高低差がない。

覆土は 1層で,粘土粒子を少量含む砂混じりの黒褐色砂土が締まりを帯びて堆積している。

遺物は,出上していない。

第 2号土樋 (第 38図 )

本跡は,調査区の中央部から東側のC3il・ C3,1区 にかけて確認された土樋で,第 1号土樋の北

東側3.6mに位置している。土樋の北西端はC311区 に確認され,そ こから南東方向にC3jl区までほ

ぼ直線的に2.22m延び,主軸方向はN-40°一Wを指しているも更に,そ こで角度を南西方向に変

えてわずかに0.3m延び,主軸方向はN-56°一Eを指している。本跡の長さの総延長は2.52mで あ

る。

本跡は,砂地を浅く掘り,黄褐色の粘上を厚さ 5～ 10cmに貼って雨樋のように構築されている。

上樋の幅は,上幅 8～ 22cm。下幅 3～ 5 cmである。壁は,ゆ るやかに立ち上がり,断面形は,「― 」

形を呈している。遺構確認面から底面までの深さは,2～ 6 cmである。底面のレベルは,A～A′で

6.51m,C～ C′で6.54mである。

覆土は,軟らかい灰黄褐色の砂が堆積している。

遺物は,出上していない。

第 3号土樋 (第38図 )

本跡は,調査区の中央部から東側のC2e8・ C2f8・ C2f9・ C2g9区にかけて確認された土樋で,

第 4号土樋の南西側 5mに位置している。上樋の北西端は,C2e8区 に存在する第40号鹸水槽の上

端に接続しており,そ こからほぼ直線的にC2j8区 まで延び,主軸方向はN-37°一Eを指している。
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本跡の長さは,7.97mである。

本跡は,砂地を浅く掘り,黄褐色の粘上を厚さ 3～ 8 cmに丁寧に貼って構築されている。土樋
の上幅は 7～ 14cm・ 下幅は 3～ 7 cmである。壁は,ほぼ垂直に立ち上がり,底面は,ほぼ平坦で,

断面形は「〔ノ」形を呈している。遺構確認面から底面までの深さは, 6～ 9 cmである。底面の

レベルは,A～ Aアで5.76m,B～ Bアで5.78m,C～ C′で5,77mであることから,釜屋外の鍼水槽か
ら釜屋内の第40号鹸水槽に向かってやや傾斜していることがわかる。

覆土は,粘土粒子を少量含む軟らかい黒褐色砂土が堆積している。

遺物は,出土していない。

第 4号土樋 (第 38図 )

本跡は,調査区の中央部から東側のC2e9・ C2eo区に確認された土樋で,第 6号土樋の南狽U9.7

mに位置している。土樋の北西端は,C2e9区 に確認され,そ こから南東方向にC2eo区 までほぼ直

線的に延び,主軸方向はN-53°一Wを指し,更に,C2eo区でやや東方向に湾曲するように延びて
おり,主軸方向はN-76°一Wを指している。長さは3.81mである。

本跡は,黒色上の砂地を浅く掘り,黄褐色の粘土を厚さ5～ 18cmに丹念に貼って構築されてい

る。また,C2e9区 の上樋上には,長さ30～53cmの石が蓋として隙間なく置かれている。上樋の上

幅は12～20cm,下幅は 3～ 7 cmである。壁は,ほぼ垂直に立ち上がっている。底面は,ほぼ平坦

で,断面形は,「 v」形を呈している。遺構確認面から底面までの深さは, 5～■cmである。底
面のレベルは,A～Aアで5.84m,B～ Bアで5,85m,C～ Cアで5。 90mであり, このことから南東側か
ら釜屋に向かって傾斜していることがわかる。

覆土は,軟 らかい黒褐色砂上が堆積している。

遺物は,出上していない。

第 6号土樋 (第38図 )

本跡は,調査区の中央部から東側のC2d9・ C2e9区にかけて確認された土樋で,第 7号土樋の北

東側1.7mに位置している。土樋の北西端は,C2d9区 に存在する第56号鹸水槽の上端に接続してお

り,そ こからC2e9区の南東端までゆるやかに湾曲するように延びている。主軸方向はN-30°一W
を指している。本跡の長さは1.97mで ある。

本跡は,砂地を浅く掘り,厚さ5～ 17cmの黄褐色の粘上を丹念に貼って構築されており,その

上部には,長さ16～53cmほ どの石が蓋として隙間なく置かれている。土樋の上幅は 7～■cm,下

幅は 3～ 5 cmである。壁は,全体的に外傾して立ち上がっており,底面は,ほぼ平坦である。遺

構確認面から底面までの深さは 5～ 7 cmで,断面形は「ゝノ」形を呈している。底面のレベルは,
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A～Aアで6.23m,B～ Bアで6.32mであることから,釜屋外の馘水槽から釜屋内の前記した第56号献

水槽に向かって傾斜していることがわかる。

覆土は,灰黄褐色の軟らかい砂が堆積している。

遺物は,出上していない。

第 7号土樋 (第38図 )

本跡は,調査区の中央部から東側のC2e9区 に確認された土樋で,第 3号土樋の北東側2.lmに位

置している。本跡の主軸方向はN-1°一Eを指しており,長さは2.72mで ある。

本跡は,炭化粒子や灰混じりの黒色砂上を浅く掘り,黄褐色の粘土を厚さ2～ 6 cmに 丁寧に貼っ

て構築され,更に,土樋上には長さ21～45cmほ どの石が蓋として隙間なく置かれている。これら

の蓋石は,地形や自然環境などから判断すると,飛砂により上樋が埋められるのを防ぐために置

かれたものと思われる。土樋の上幅は11～16cm,下幅は 4～ 10cmである。壁は,全体的に外傾し

て立ち上がっており,底面は,ほぼ平坦で,断面形は「ヽノ」形を呈している。遺構確認面から

底面までの深さは,4～ 7 cmである。底面のレベルは,A～Aアで5.96m,B～ Bアで6.09mで ある。

なお,本跡と第56号誠水槽の間約2.2mは土樋が切れているが,底面のレベルや位置を考慮すると,

本跡は,同鍼水槽に連結されるものと推定される。

覆土は,蓋石のために部分的に軟らかい砂が堆積していただけである。

遺物は,出上していない。

第24号土樋 (第38図 )

本跡は,調査区の中央部より東側のC2d9区 に確認された土樋で,第 6号土樋の北側1,9mに位置

している。本跡は,南西端で第56号戯水槽と接続され,北東端は約30cm下位に第38号誠水槽の遺

構確認面が位置している。主軸方向はN-46°一Eを指しており,長さは086mである。

本跡は,黒褐色砂土を浅く掘り,厚さ5～ 10cmの黄褐色の粘土を丹念に貼って構築されている。

土樋の上幅は 3～16cm,下幅は 3～ 10cmである。壁は,北西壁がゆるやかに立ち上がり,南東壁

は,わずかに立ち上がっているだけである。底面は,ほぼ平坦で,遺構確認面から底面までの深

さは,4 cmほ どであり,断面形は「_」 形を呈している。底面のレベルはA～Aアで6.14mで ある。
特に,南西端は,第56号鹸水糟に落ち込むように接続されていたので,近接する第38号戯水槽か

ら鍼水を注入したものと思われる。

覆土は,黒色土混じりの灰黄褐色の軟らかい砂が堆積している。

遺物は,出上していない。

―-83-―



£
鬱

バ
・
　

ビ
・
　

ざ
・
Ｄ・Ｓ

Ａ

一
　

　

Ｂ

一　

　

Ｃ

一

沌

ド

一　

　

　

　

　

　

　

　

ご

一

第38図 第 7号製塩跡土樋実測図 (1)

▲71m S01   ど

―

里

年

ビ

C71      g

―

A60巴
_S02庁    ど

旦66ギ '

CS,6      Q'

▲&Om SD 3  ど

半
旦60      旦'

十
Q6.O     g

す

▲&3m SD 24   ▲

旦61      里'

C61     C'

一

▲65m S0 6    ど

旦65      旦'

ど61 m SD 7   ど

旦'6.3        旦'

0     50om

ー

め】》パ・　ビ・

―-84-―



8 第 8号製塩跡 (第39図 )

第 8号製塩跡は,当遺跡の北東部B2・ B3区に位置しており,釜屋 1か所,

カマド1基,上坑 2基で構成されている。しかし,当製塩跡内に,誠水槽

と土樋が伴わないことから,他の製塩跡とは若干相違する。各遺構は,黒

色砂土や砂の中から検出されている。当製塩跡に関連する施設は,第 6号

釜屋,第 5号カマド,第 1・ 2号土坑である。

0        5m
中

第39図 第8号製塩跡

遺構配置図

第 6号釜屋 (第40図 )

本跡は,調査区の北東部B3fl区を中心に確認された釜屋で,第 2-A。 2-B号 カマドの東側

8mに位置している。

本跡は,黒褐色砂土やにぶい黄褐色砂土の広がりと遺構の広がりを観察するために,東西
。南

北に幅約30cmの トレンチを入れて,掘 り込みを行い検出した遺構である。本跡のほぼ中央部に第

5号カマドが掘 り込まれている。平面形状は,長径8.02m・ 短径7.34mの不整六角形を呈し,主

軸方向はN-2°一Eを指している。遺構確認面から床面までの深さは,2～ 14cmである。壁は,に

ぶい黄橙色の砂で, もろくくずれ易い。床面は,多少凹凸がみられ,にぶい黄橙色の砂で締まっ

ている。

覆土は,炭化粒子・焼土粒子・粘土小ブロックを少量含む締まりのある黒褐色砂土が堆積して

いる。

遺物は,多数の陶磁器片や古銭が出土している。東側の覆土から半完形の壷 (第42図 17)と ,

土瓶 (第41図 1-A・ 1-B・ 9,第42図 13)が,ま た,南東側の覆土から小型の上瓶 (第41図

2)と半完形の小型硯 (第42図22)が出土している。

本跡は,出土遺物から江戸時代後半に推定されるものと思われる。

第 6号金屋出土陶磁器観察表

コ版番据 器 種 法量(cln) 器 形 の 特 徴 手法の特徴 胎土・色調・焼成 備   考

第41図
1-B

瓶
器
上
陶

Ａ

Ｂ

Ｃ

底部は,彎曲状に押し込むあげ底である。胴部は,

底部から丸味をもつて立ち上がり,胴中位で,大き

く膨らみ,内彎しながら口縁部に至る。口縁部は,

ほぼ直立する。注目部は胴部の膨らみ部に斜め上を

向いて貼付されており,茶漉しの「す」には径6 4ul

の穴が3か所穿孔されている。胴上位の注目部の反

対側には「耳」の痕跡がわずかに残る。胴部下位及

び底部は露胎。胴部外面及び注田部の先端には花井

文が描かれている。

水挽き

1協:1看ヨ色
80%
益子
底部から胴
下位にかけ
てスス付着
P15-A(P
15-Bと セッ
ト)
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露版番ち 器 種 法量(cln) 器 形 の 特 徴 手法の特徴 胎土・色調・焼成 備   考

第41図
1-A
平 蓋
(陶 器)

Ｂ

Ｃ
3,9

82
平言で,中央部にボタン状のつまみが貼付され,中
央部より約2 5cmに径4.5aulの 1孔が穿たれている。
外面には花井文と圏線が描かれている。

水挽き
色胞願
節
継 70%

益子
P15-B(P
l卜Aとセッ
ト)

第41図
2

土 瓶
(陶 器)

A 8,9
B(10,0〕

胴部は,底部から丸味をもって立ち上がり,胴中位
で大きく膨らみ,内鸞しながら口縁部に至る。口縁
部は,ほぼ直立する。注口部は胴部の膨らみ部に斜
め上を向いて賠付されており,茶漉しの「す」には
径54mの穴が3か所穿孔されている。上位の注口部
の反対側には「耳」の痕跡がわずかに残る。胴部下
位は露胎。胴部外面には窓絵山水画が描かれている。

水挽き

1鰍1霧
警 80%益子

胴部下位に
スス付着
P16

・ 土器
★古銭

0              2m

第40図 第 6号釜屋実測図・出土遺物位置図・遺物接合関係図
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第 6号釜屋出土陶磁器観察表

器 種 法量(cml 器 形 の 特 徴 手法の特徴 胎土・色調・焼成 備   考

第41図
3

土 瓶
(崎 器)

A(7.6)
B(56)

胴部片で,胴中位から内彎しながら立ち上がリロ縁

部に至る。日縁部は,短 く直立する。外面は施釉。

胴部外面には山水画と圏線が描かれており,日縁部

外面には圏線が描かれている。

水挽き (胎上)灰白色

1鍵浅)餐犀
色

％

４８

‐Ｏ

Ｐ

第41図
4

蓋

器

平

陶
B(2.0〕
C (7.6)

土瓶の平議で,半分欠損している。中央部に紐状の

つまみを貼付しており,その縁側に径5 alBの穿孔が

ある。外面に花井文が描かれている。

水挽き (胎土)灰自色

1秘決)餐犀
色

骸迎

戸

３‐

５０

瀬

Ｐ

図４‐

５

第 芸

(陶 器)
B(2.0)
C(89)

天丼から極めてゆるやかに口縁に下がる。外面に施

釉。外面には花井文と圏線が描かれている。

水挽き (胎土)暗褐色

1程浅)餐犀
色

％

子

２９

３５
益

Ｐ

図４‐

６

第 蓋
(陶 器)

２

偲

Ｂ

Ｃ
平蓋で,中央部に径1 4cmの ボタン状のつまみが貼

付されている。

水挽き (胎土)暗赤褐色
(釉)黒色
(焼成)良好

％

間

５０

８０

笠

Ｐ

第41図
7

蓋

器

平

陶
2,9

(72)

Ｂ

Ｃ

平蓋で,中央部にボタン状のつまみが貼付されてい

る。外面に施粕e

水挽き (胎土)褐色
(釉)黒色
(焼成)良好

％
間

１０

９５
笠

Ｐ

図４‐

８

第 瓶
絹
上
的
A 9,9
B〔 39〕

破片で,胴部は,丸味をもつて立ち上がり,日縁部
に至る。日縁部は,直立する。口縁部外面下端に2

条の圏線が,胴部外面には花井文が描かれている。

内面及び口縁部上端は,露胎。

水挽き (胎土)灰白色
(釉)灰白色
(焼成)良好

10%
益子
内面にスス
付着
P33

図４‐

９

第 土 瓶
(陶 器)

A(108)
B130
C105

底部は,わずかにあげ底状を呈している。胴部は,

底部から胴中位まで,外傾しながら立ち上がり,胴

中位は,ほぼ垂直気味に立ち上がる。胴上位は,胴

中位から内彎しながら回縁部に至る。口縁部は,短

く直立する。注口部は,胴中位に斜め上を向いて貼

付されており,茶漉しの「す」には径6 Euの穴が3

か所穿孔されている。胴上位の注目部側に「山耳J

が貼りつけられているが,反対側は欠損のため不明

である。胴部下位に径1 2cmほ どのこぶ状突起が付

されている。胴部下位は,露胎。胴上位外面には曲

線的な文様が描かれている。

水挽き
底部回転
糸切り

(胎土)暗褐色

1幌涜)賃身
80%
益子
胴部下位に
スス付着
P19

第42図
10
闘
釉
論
陶

Ａ

Ｂ

Ｃ

高台は,低 く直立し,体部は,内彎しながら外上方
に立ち上がる。体部外面には花井文が,内面及び高

台外面には圏線が描かれている。畳付は露胎。

水挽き 色

色

白

黄

好

灰

浅

良

土

―
成

胎

釉

焼

骸ね
戸
７

８０

瀬

Ｐ

第42図
11

高台付碗
(磁 器)
A■ 2
B 6.1
C 46

染付の碗形茶碗。高台は直立し,体部は内彎しなが

ら外上方に立ち上がり,回縁部は,わずかに外反す

る。体部内・外面には圏線が,外面には花井文が描
かれている。畳付は露胎。

水挽き
削り出し
高台

(胎土)灰白色

1鍵浅)腎犀
灰色

55%
伊万里
P9

第42図
12

急 須
(陶 器)

“

７

６

Ａ

Ｂ

Ｃ

底部は,あげ底で,胴部は,下位が内彎しながら立

ち上がり,そ こから上位まで,やや内傾しながら立

ち上がり口縁部に至る。口縁部は,直立気味に立ち

上がる。注田部は,胴上位に上を向いて貼付されて

おり,茶漉しの「す」には,径 3血の穴が5か所穿

孔されている。胴上位に一部施釉6

水挽き
底部回転
糸切り

地り．
色励廂
餅

土

―
成

胎
釉
焼

50%
底部から胴
部全体にか
けて部分的
にスス付着
P46
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目版番提 器 種 法量(cm) 器 形 の 特 徴 手法の特徴 胎上・色調 ,焼成 備   考

第42図
13

瓶
器
土
陶
A 90
B(10.5〕

糸目土瓶で,胴部は,胴下位から外傾しながら立ち
上がり,胴中位で大きく膨らみ,内鸞しながら口縁

部に至る。日縁部は,短 く直立する。胴上位に「山

耳」が賠付されている。注口部は欠損。胴下位は,
露胎。

水挽き (胎土)暗褐色
(釉)暗赤褐色
(焼戊)良好

％
間

１７

５０
笠

Ｐ

第42図
14

瓶
器

土
陶

Ａ

Ｂ

Ｃ

糸目土瓶の底部片と口縁部片である。底部は,わず
かにあげ底で,胴部は,内鸞気味に胴中位に立ち上
がる。胴上位は,大きく内彎しながら口縁部に至る。
口縁部は,短く直立する。胴上位に紐状の「耳」が
賠付されている。胴部下位は,露胎。

水挽き (胎土)にぶい褐色
(釉)暗赤褐色
(焼成)良好

及

ス

位

に既腑蜘朧Ｐ４３
第42図
15

蓋
(陶 器)
A(88)
B 14

落蓋で,中央部から外反しながら回縁部に至る。外
面に施釉し,山水画が描かれている。

水挽き (胎土)灰黄褐色
(釉)灰オリーブ色
(焼成)良好

％

子
５

４５
益

Ｐ

第42図
16

羽 釜
(陶 器)

10.0

〔4.0〕

Ａ

Ｂ
破片で,胴部は,丸味をもって立ち上がり,口縁部
は,内彎気味に立ち上がる。口縁部下端には,ほぼ
水平な鍔がついている。胴部外面は,露胎。日縁部
内・外面及び胴部内面には施釉。

水挽き 色
色
褐
褐
赤
赤
好

暗
暗
良

土

ナ
成

胎
釉
焼

％

４９

３０

Ｐ

第42図
17

笠

(陶 器)
B(14,7)
C(86)

底部は,あげ底で,胴部は,底部から球状を呈して
回縁部に至る。口縁部は,欠損している。

水挽き
高台肖1り
出し

(胎土)暗褐色
(釉)暗オリーブ色
(焼成)良好

％

子
１８

４０
益

Ｐ

第42図
18

土 瓶
(陶 器)

B 糸目土瓶の注口部で,斜め上方を向いて立ち上がっ

ている。外面及び内面の一部に施釉δ

水挽き
i焔|)鷺箔糧
色

(焼成)良好

％

５‐

５

Ｐ

第42図
19

鉦

(陶 器)
46
(5.6)

Ａ

Ｂ
頸部から口縁部にかけての破片で,頸部は,ほぼ垂

直に立ち上がり口縁部に至る。口縁部は折り返し口

縁である。

水挽き

1協:la景

色 ％

４５

１０

Ｐ

第42図
20

郷土玩具
(陶 器)

さ

　

さ

長

幅

高

ハト笛で尾の部分を「歌口」とし,腹部に1孔を穿
二9。

翼の部分
に緑釉を
かける。

色
色
褐
橙
赤
黄
好

明
浅
良

土

―
成

胎
釉
焼

100%
DPl

第 6号釜屋出土石製品一覧表

図版番号 器 種
大  き  さ

重量lgl 石 質 出土地点 備  考最大長ltm〕 最大幅eml 最大厚lcml

弟42凶
21 砥石 粘板岩 第6号釜屋 Q2

硯 106.0 粘板岩 第6号釜屋 Q4

第 5号カマド (第43図 )

本跡は,調査区の北東部,第 8号釜屋のほぼ中央部B3fl区に確認されたカマドで,第 2-A・
2-B号カマドの東側10.02mに位置している。本跡からは,粘土等によって袖部を構築したと思
われる赤化した粘土ブロックが 1片 も検出されなかった。

平面形状は,長径3.39m。 短径2.33mの 楕円形を呈し,長径方向はN-3°一Eを指している。

遺構確認面から火床までの深さは,37cmほ どである。カマド内の覆土は,レ ンズ上に自然堆積し

―-90-―



ている。上層には炭化粒子・焼土粒子・灰を少量含む暗褐色上が堆積し,中層には炭化粒子を少

量含む締まりのあるにぶい黄橙色の砂と灰混じりの砂が堆積している。下層には灰・炭化粒子を

少量含む暗褐色土とにぶい橙色に焼けた砂が堆積している。火床は,黒褐色上が火熱を受けて硬

く赤化しており,長期間使用されたものと思われる。

遺物は,完形の徳利 (第44図 1)が火床直上から出上している。また,多数の赤化した長さ15～ 35

cm・ 幅10～30cmの石がカマドの中央部から南側にかけての火床直上から,夏に,カ マドの周囲か

らは,鉄片が少量出上している。

廻酌引

A

A4.6m 3kh

健
|

パ
一

第43図 第 5号カマ ド実測図

〕              2m

ー第44図 第 5号カマド出土遺物実測図

第 5号カマ ド出土陶器観察表

図版番号 器 種 法量(cml 器 形 の 特 徴 手法の特徴 胎土・色調・焼成 備   考

第44図
1

利

器

徳

陶

Ａ

Ｂ

Ｃ

平底で,高台は,わずかに直立し,胴部は筒形
を呈し,胴中位でわずかに膨らみを有する。口
縁部は折り返し口縁である。胴部下位及び底部
外面は露胎。

水挽き
削り出し
高台

(胎土)にぶい橙色
(釉)灰オリーブ色
(焼成)良好

院
濃

３

１０
美

Ｐ
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第 1号土坑 (第45図 )

本跡は,調査区の北東部,第

6号釜屋内の東側B3f2区 に確

認された土坑で,第 2号土坑の

南側1.68mに位置している。

本跡は,砂地を掘り凹め,北

西壁上位に殻長 5～ 9 cmの大型

ハマグリを砂上めに用いて構築

されている。平面形状は,長径

1.22m・ 短径0,75mの 不整楕円

A4.6m

予

A4.8m  m十     二  
働

|

哺=二て下
~sK2

肝
聰

Ａ

一

引 ⑬ 引―

―

―

！

！

―

，

Ｉ

ノ

ｒ

‐

″
″
~~~~卜

｀
＼

0               2m

第45図 土坑実測図

形を呈し,長径方向はN-35°一Eを指している。遺構確認面から底面までの深さは,約20cmで ある。

壁及び底面は砂で,壁は,底面からなだらかに立ち上がってぃる。

覆土は,炭化粒子を極少量含む軟らかい黒褐色砂上が堆積している。

遺物は,出上していない。

第 2号土坑 (第45図 )

本跡は,調査区の北東部,第 6号釜屋内の北東側B3f2区を中心に確認された上坑で,第 1号土

坑の北側1.68mに位置している。

本跡は,砂地を掘り凹めて構築されている。平面形状は,長径1.41m・ 短径0.89mの楕円形を

呈し,長径方向はN-17°一Wを指している。遺構確認面から底面までの深さは,極めて浅く7 cm

ほどである。壁は,なだらかに立ち上がり,底面は,ほぼ平坦である。

覆土は,焼土粒子を極少量含み硬く締まっているにぶい黄褐色土が,壁際は,硬 く締まってい

る灰白色土が堆積している。

遺物は,出上していない。

9 第 9号製塩跡 (第46図 )

第 9号製塩跡は,当遺跡の中央部から北東側のB2・ C2区に位置しており,釜屋 1か所,カ マド

2基,誠水槽 7基,土樋 4条で構成されている。各遺構は,いずれも黒褐色砂土層から検出され

ている。当製塩跡に関連する施設は,位置や配列から第 7号釜屋,第 2-A。 2-B号カマド,
第61・ 73～ 75・ 104・ 106号餓水槽,第 8・ 22・ 23号土樋が,ま た,レベルによる高低差から第 5

号土樋が,更に,前記した第 5号土樋との関連や第 3号カマドとの重複などから第84号鍼水槽が

含まれるものと思われる。
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第 7号釜屋 (第48図 )

本跡は,調査区北部のやや東側寄りのB2f8区を中心に確

認された釜屋で,第 4号カマドの東側13.5mほ どに位置して

いる。

本跡は,遺構のほぼ中央部に南北に幅約40cmの トレンチ

を入れて釜屋の広がりを観察したところ,炭化粒子・焼土

粒子 。貝殻片・灰混じりの灰褐色土や黒褐色土を70～90cm

の厚さに地盤の砂層に貼りつけて構築されている。建屋の

柱穴と想定されるピットも釜屋の四隅に 6か所検出されて

いる。

平面形状は,土層断面や黒褐色土の範囲などから推定す

ると,南北の長さ12m・ 東西の長さ1lmの長方形状を呈し,

長径方向はN-6°一Eを指すものと思われる。ピットは,い

ずれも本跡に伴うものと思われ,長径41～89cm・ 短径35～57

cmの規模を有しているが,深さは砂地のため明際に確認す

ることはできなかった。

覆土は,カ マドの北側は 3層からなり,灰・炭化粒子・

焼土粒子 。貝殻片を含む黒褐色土・暗褐色土・にぶい黄褐

色土が締まりを帯びて堆積している。南側は 6層からなり,

灰・炭化粒子・焼土粒子を含む褐色土・暗褐色土・黒褐色

上が堆積している。

遺物は,遺構確認作業中に南側の覆土上に甕の胴部と思

われる破片と,北西側の地盤上に,長さ70cm。 幅16cmの炭

化材 1点及び焼け石が多数出土している。

④β
0

Oυ

第46図

0              10Cm

第47図 第 7号釜屋出土遺物実測図
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第 7号釜屋出土陶器観察表

図版番号 器 種 法量(cml 器 形 の 特 徴 手法の特徴 胎上・色調・焼成 備   考

第47図
1

甕
(陶 器) 隅 砺 謎 鶏 4き獣 縮 縣 動 ぽ経

いる。外面の穴下端に幅 9 4ullの 隆帯が周回して
いる。

外面横位
のヘラナ
ア

細砂・月ヽ礫
褐灰色
普通

％

５３

‐Ｏ

Ｐ

◎
◎

―

―

―

ヽ

　

　

　

　

ｍ生

第48図 第 7号金屋実測図
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第 2-A・ 2-B号カマ ド (第49図 )

本跡は,釜屋のほば中央部B2

f8区を中心に確認されたカマド

で,第 5号カマドの西側10.02m

に位置している。本跡は,灰層

の堆積状況から,砂上に炭化粒

子や灰混じりの黒褐色土を貼り

固めて構築されているが,粘土

等によって袖部を構築したと思

われる焼けた粘土ブロックなど

は検出されていない。更に,本

明の覆土を観察すると,下層に

極めて硬いにぶい黄橙色土が厚

さ9～23cmで,レ ンズ上に堆積

していることから,途中で粘土

を貼つて作 り変えているものと

思われる。従つて,このにぶい  A
黄褐色土を境に上位に位置する

新しいものを第 2-A号カマド,

下位に位置するものを第 2-B

号カマドとして説明を加えるこ

とにする。

第 2-A号カマ ド (第49図 )

平面形状は,長径3.05m・ 短

径1.83mの楕円形を呈し,長径

方向はN-0° を指している。灰

の堆積厚は,火床の確認面から

60cmほ どである。カマドの壁は,

なだらかに傾斜しながら立ち上

がっている。カマド内の覆土は

3層からなり,自然堆積の様相

ヽ

1

1

A 5。 2m

0               2m

第49図 第 2-A・ 2-B号 カマ ド実測図
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を呈している。上層に灰・焼土粒子 。貝殻片を含む黒褐色土が,中層に貝殻片・灰ブロックを多
量に含む灰黄褐色の灰が,下層は貝殻片を少量含む砂混じりの灰白色の灰が堆積している。火床
は,長期間火熱を受けたために貼 りかえた粘上が,灰を多量,焼土粒子を少量含むにぶい黄橙色
に変わり,硬 くなっている。

遺物は,覆土から鉄製品が 3点出土している。また,南側のカマ ドの壁際から長さ14～ 30cm・

幅 9～17cmの赤化 した石 3個が出上している。

第 2-A号カマ ド出土鉄製品解説表

図版番号 器 種 大   き   さ
重量lg) 出土地点 備 考長さlcmⅢ 幅(cm) 厚さ(cm)

第50図
3 (釣金) (11.7) (7.1) (47.4) SH2-A

M70

下端部折られ,表面に灰白色の焼き只殻片多量に付着

2 (釣金 ) (5,7) (2.6) (19.9) SH2-A M71
下端部折られ,表面に灰白色の焼き只殻片少量付着

1 (釣金) (7.o (34)

“

00 SH2-A M72
下端部折られ,表面に灰白色の只殻片多量に付着

第 2-B号カマ ド (第49図 )

平面形状は,長径4.06m・短径3.72mの 円形

状を呈している。遺構確認面から火床までの

深さは,85cmほ どである。カマド内の覆土は,

にぶい黄褐色土層より上位の覆土は第 2-A

号カマドのものであるから 1層であり,焼土

粒子を少量含むにぶい黄褐色の締まりのある

灰が堆積している。火床は長期間にわたり火

熱を受けていたものと思われ,灰 と砂混じり

の炭化粒子を多量,貝殻片と焼土粒子を少量

含むにぶい黄褐色を呈して硬く締まっている。

遺物は,北西側の壁際から長さ40cm・ 幅25

cmの赤化した石が 2個出土している。

0           5cm
1  1 1

第50図 第 2-A号カマド出土鉄製品実測図

第61号鍼水槽 (第51図 )

本跡は,調査区北部のやや東側寄りのB2f9区を中心に確認された賊水槽である。本跡は,第 2

-A・ B号カマドの東側1.6mに位置していることから,鹸水を釜へ注入する直前の施設と思われる。

本跡は,釜屋を構築している黒褐色上の地盤を掘り込んで,黄褐色の粘上を貼って構築されて
いる。平面形状は,長軸2.25m・ 短軸1.40mの隅丸長方形を呈し,長軸方向はN-0° を指してい
る。遺構確認面から底面までの深さは,81cmほ どである。壁は,ほぼ外傾して立ち上がっている。
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南壁の中央部からやや東寄りの壁上部には,幅 17cmの第 8号土樋が接続されている。底面につい

ては,最初は,極めて硬いにぶい橙色の面を底面と考えていたが,更に,その面と真下の硬い灰

褐色上の面を約18cm掘 り下げたところ,黄褐色の粘土により構築された底面を確認することがで

きた。従つて,本明の底面は,粘土による底面上に,にぶい橙色や灰褐色の上を極めて硬 く版築

した,いわゆる,二重底状を呈していたものと思われる。全体的に平坦である。

覆土については,上層から中層にかけては自然堆積の様相を呈しているが,下層は前記したよ

うに人為堆積で版築を施したものと思われる。上層は灰・炭化粒子を少量含む締まりのある黒褐

色土が,中層は貝殻片・炭化粒子を少量含む黒色土混じりの砂が堆積している。下層は 2層 に分

かれ,灰・炭化材・焼土粒子を少量含むにぶい橙色土と灰褐色土が堆積している。

遺物は,出土していない。

第73号餓水槽 (第51図 )

本跡は,調査区北部のやや東側寄りのB2c8区を中心に確認された賊水槽で,第74号鍼水槽の東

側2.6mに位置している。

本跡は,黒褐色土と厚さ 9～ 18cmの黄褐色の粘土を貼って丹念に構築されて,い る。平面形状は,

長径5,65m・ 短径1.99mの長精円形を呈し,長径方向はN-22°一Eを指している。遺構確認面か

ら底面までの深さは,46cmほ どである。壁は,全体的に外傾して立ち上がっている。底面は,ほ

ぼ平坦であるが,北側寄りの底面には人間の足跡と思われる浅い凹みが不規則な状態で 8か所認

められた。これらの足跡の長さは,計測可能なもので19・ 23・ 25・ 29cmであり,29cmの 足跡はや

や大き過ぎるが,その他の足跡は, こどもと大人のものではないかと考えられる。これらの足跡

は,相互に入り乱れており,その歩行を復元するまでには至らなかった。

覆土は,自然堆積の様相を呈している。上層から中層にかけては粘土粒子・灰・災化粒子を少

量含むにぶい黄褐色の軟らかい砂が,下層には貝殻片を少量含む灰と砂混じりの硬い褐灰色上が

堆積している。

遺物は,北東コーナー部床面直上から人頭大の自然石が12個出上した。

第74号鍼水槽 (第51図 )

本跡は,調査区の北部B2c7区を中心に確認された鹸水槽で,第 73号鹸水槽の西側2.6mに位置し

ている。

本跡は,撹乱を受けていたために底面のみしか調査することができなかった。従つて,規模
。

形状等の詳細は不明であるが,平面形状は推定で底面の長径3.26m・ 短径1.24mの楕円形を呈し,

長径方向はN-8°一Wを指すものと思われる。底面は,ほぼ平坦である。
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遺物は,出土していない。

第75号鍼水槽 (第51図 )

本跡は,調査区の北部B2cO区 を中心に確認された鍼水槽で,第 73号鹸水槽の東側7.2mに位置し

ている。

本跡は,黒褐色土と厚さ5～ 20cmの 黄褐色の粘土を用いて構築されているが,撹乱を受けてい

るため,東壁から北壁にかけては立ち上がりが不明である。従って,規模・形状等の詳細につい

ては不明である。平面形状は,推定で長径3.42m・ 短径192mの楕円形を呈し,長径方向はN-9°

一Eを指している。遺構確認面から底面までの深さは,極めて浅く10cmほ どである。壁は,南壁と

西壁のみで,なだらかに立ち上がっている。底面は,ほぼ平坦である。

遺物は,出土していない。

第84号戯水槽 (第52図 )

本跡は,調査区の中央部から北東側のC2c8区 を中心に確認された献水槽で,第 2-A・ 2-B号

カマドの南側231mに位置している。本跡は,第 3号カマドの廃絶後に粘土を貼って構築されてい

ることや,第 5号土樋が 4mほ ど南方に延びるものと想定することによって,本跡の南東端に同土

樋が接続されるものと推定されるので,第 9号製塩跡に属するものと考えられる。

本跡は,黒褐色土と黄褐色の粘土を厚さ 5 cm前後に貼って構築されているが,南東側の一部が

撹乱を受けているため,平面形状は推定では,短径1.36mで長楕円形を呈し,長径方向はN-34°

一Wを指すものと思われる。遺構確認面から底面までの深さは,残存する西壁の一部の立ち上が

りの14cmほ どしか確認できなかった。壁は,撹乱を受けているために大半が不明であるが,残存

する南西壁は,ゆ るやかに立ち上がっている。底面は,凹凸が激しい。

覆土は,確認できなかった。

遺物は,中央部から南東側の底面にかけて人頭大の石12個が出土している。

第104号鹸水槽 (第51図 )

本跡は,調査区の中央部から北東側のB2g9区を中心に確認された賦水槽である。

本跡は,第 2-A・ 2-B号カマドの南東側22mに位置していることから,釜へ鹸水を注入する

直前に賊水を貯蔵するために作られた施設と想定される。本跡の北東コーナー部の壁上位には,

第23号土樋が接続しており, この上樋を利用して釜屋外の献水槽から賊水を引き入れたものと思

われる。本跡は,北東側で第106号献水槽と重複しているが,本跡が同鹸水槽を切っていることか

ら本跡の方が新しい遺構である。
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第52図 第 9号製塩跡馘水槽実測図 10

本跡は,黒褐色砂土を楕円形状に掘り込んで,灰 。炭化材・粘土ブロックを少量含むにぶい責

褐色上を 3～ 5 cmの厚さで貼った上に,厚さ3～ 6 cmの黄褐色の粘上を丹念に貼って構築されて

いる。平面形状は,長径2.04m・ 短径1.73mの楕円形を呈し,長径方向はN-11°一Eを指してい

る。遺構確認面から底面までの深さは,84cmほ どである。壁は,ほ ぼ外傾して立ち上がっており,

底面は,平坦である。

覆土は,レ ンズ状に自然堆積している。上層は灰を少量,炭化粒子・焼土粒子を極少量含む締

まりのある黒褐色上が,中層は灰・炭化材 。焼上粒子を少量含む軟らかい黒褐色上が,下層に灰

白色の軟らかい砂が堆積している。

遺物は,出上していない。

第106号戯水槽 (第52図 )

本跡は,調査区の中央部から北東側のB2g9区 を中心に確認された鍼水槽で,第61号誠水槽の南

側 lmに位置している。本跡は,北西側で第104号鹸水槽に切られ,更に,北東側の本跡の覆土上

に第 8号土樋が構築されていることから,本跡は, これらの遺構より古い遺構と判断される。

本跡は,黒褐色土と厚さ8～20cmの黄褐色の粘土を貼って丁寧に構築さている。平面形状は,

長径2.34m・ 短径1.63mの楕円形を呈し,長径方向はN-31°一Eを指している。遺構確認面から
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底面までの深さは,71cmで ある。壁は,全体的に外傾して立ち上がっており,底面は,ほぼ平坦

である。

覆土は,自然堆積の様相を呈している。上層は西側に第104号賊水槽の黒褐色土と粘土が,東側

は炭化材を極少量含む黒褐色の砂が堆積している。中層は炭化粒子を極少量含む浅い黄色の締ま

りのある砂が,下層は灰多量,炭化粒子・貝殻片を極少量含む締まりを帯びたにぶい黄褐色土が

堆積している。

遺物は,出上していない。

第 5号土樋 (第 53図 )

本跡は,調査区の北東部のB2・ C2区に確認された土樋で,第 8号土樋の南側 2mに位置してい

る。土樋の北端は,B2h9区 に確認され,南方向にC2b9区まで,途中やや蛇行しながら延びている

土樋とB2,9区で南東方向に1.lmほ ど延びている土樋,更に,C2b9区で南東方向に 3mほ ど延びる

土樋とに分かれている。B2h9区からC2b9区までの長さは16.5mで,主軸方向はN-8°一Eを指し

ている。B2j9区で南東方向に延びる土樋の主軸方向はN-35°一Wを指し,C2b9区で南東方向に延

びる土樋の主軸方向はN-41°一Wを指している。総延長は20.6mで,当遺跡の中では最も長い土

樋である。

本跡は,砂地を浅く掘 り,黄褐色の粘土を4～ 9 cmの厚さで雨樋のように貼つて構築されてい

る。B2h9区からB2,9区 までは,長さ30cm前後の石が隙間なく整然と置かれており,C2a9区では点

在して置かれている。本跡の上幅は13～22cm,下幅は 7～ 10cmである。壁は,全体的に外傾して

立ち上がっており,底面はほぼ平坦で,底面の断面形は,「― 」形を呈している。遺構確認面か

ら底面までの深さは,6～ 10cmで ある。底面のレベルは,A～A′で5.28m,B～ Bアで5.41m,C～ C′

で5.58m,D～ D′で5。 66m,E～ E′で5.68m,F～
「

で5,64m,G～ G′で5.88mであり,南側から北

側に向かってゆるやかに傾斜している。また,本跡の南端は,第 3号カマドより新しい第84号献

水槽と直接連結されてはいないが,本跡と同献水槽との位置やレベル等を考慮すると,接続され

ていたものと推測される。

覆土は,粘土ブロック・貝殻片を少量含むにぶい黄褐色の砂や黒褐色土が堆積している。

遺物は,出土していない。

第 8号上樋 (第53図 )

本跡は,調査区の北部から,やや東側のB2区に確認された土樋で,第 5号土樋の北側 2mに位

置している。本跡は,B2g9区で第104・ 106号献水槽,第23号土樋と重複しているが,それぞれの

遺構の上面に本跡が構築されていることから,本跡の方が新しい。本跡の北端は,B2g9区で第61
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号鍼水槽の南壁に接続され,そ こから南方向へ向かってゆるやかに蛇行しながらB2h9区 まで延び

ている。更に,B2h9区で東方向に向きを変えて,B2hO区 まで延びている。B2hO区で北側に角度

を変えてB2gO区 まで延びている。B2g9区からB2h9区 までの長さは6.95mで,主軸方向はN-0°

である。B2h9区からB2hO区 までの長さは3.5mで主軸方向はN-72°一Eを指している。B2hO区か

らB2go区 までの長さは1.65mで,主軸方向はN-2°一Eを指している。総延長は,12.lmである。

本跡は,砂地を浅く掘り,黄褐色の粘土を 3～ 18cmの 厚さで雨樋のように貼って構築されてい

る。B2h9区からB2hO区にかけては,長 さ17～30cmの石が蓋石として置かれている。本跡の上幅は

14～ 19cm,下幅は 4～ 13cmで ある。壁は,外傾して立ち上がっており,底面は,ほぼ平坦である。

底面の断面形は「v」 形を呈している。遺構確認面から底面までの深さは,12～ 14cmで ある。
底面のレベルは,A～Aアで4.86m,C～ C′で5,1lm,D～ D′で5.23mである。釜屋外から釜屋内の

第61号賊水槽に向かって傾斜していることがわかる。

覆土は 1層で,灰黄褐色の砂が堆積している。

遺物は,出土していない。

第22号土樋 (第53図 )

本跡は,調査区の北部,やや東側のB2区に確認さた土樋で,第 5号土樋の北側6.2mに位置して

いる。本跡の北側は,B2d9区に確認され,そ こから第104号賊水槽に戯水を送っていたものと思わ

れる。その後,B2f9区から北東方向に新たに第23号土樋が構築され,同戯水槽に餓水が送られた

ものと思われる。いつの時点であるかは正確に把握することはできないが,B2f9区 において,本

跡は,前記した第23号土樋との合流点に長さ 7 cmの 前後の石を埋め込められて使用を停止したも

のと考える。従つて,本跡は,第23号土樋と合流するB2f9区 からB2g9区で接続する第104号誠水

槽までは,一時期同土樋と共通に使われた部分と思われる。これらのことから本跡は,第23号土

樋よりは古い遺構と推定される。また,本跡は,B2g9区 で第 8号土樋の真下に構築されているこ

とからも,本跡の方が古い。

本跡の北側は,B2d9区で二手に分かれている。北西端は,B2d9区でもう一方との合流地点まで

南東方向に向かっており,長 さは1.31mで ,主軸方向N-50°一Wである。北端は,B2d9区から南

側に向かって途中蛇行しながら合流地点のB2f9区まで延び,更に,そ こから南西方向に向かって

B2g9区で接続する第104号鹸水槽まで延びている。B2d9区からB2f9区 までの長さは6.38mで,主

軸方向はN-0° を指している。B2f9区からB2g9区 までの長さは415mで ,主軸方向はN-24°一W
を指しており,前記したとおりこの間は,第 23号土樋との共有部分である。総延長は,11.84mで

ある。

本跡は,厚さ 3～ 6 cmの黄褐色の粘土を用いて丁寧に構築されている。本かの上幅は14～ 21cm,
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下幅 6～ 9 cmである。壁は,全体的に外傾して立ち上がっており,底面は,ほぼ平坦で,聯面形

は,「 もヽ/」形を呈している。遺構確認面から底面までの深さは, 4～ 10cmである。底面のレ
ベル

は,A～Aアで4.85m,B～ B′で474m,C～ Cアで4.86m,D～ D′で4.68mで,北側から南側に向かつ

て傾斜しており,釜屋内の第104号鹸水槽へ誠水が流れていたものと思われる。

覆土は 1層で,灰黄褐色の砂が堆積しているc

遺物は,出土していない。

第23号土樋 (第53図 )

本跡は,調査区の北部,やや東側のB2区 に確認された土樋で,第 5号土樋の北側6.2mに位置し

ている。本跡は,第22号土樋の中で述べたように,同土樋よりは新しく,ま た,第 8号土樋より

は古い。本跡の北東端は,B2fO区に確認され,そ こから南西方向に向かって第22号上樋との合流

地点のB2f9区 まで延び,更に,角度を南西方向に変えてB2g9区で接続する第104号戯水槽まで延

びており,こ の間は第22号土樋との共有部分である。B2fO区からB2f9区までの長さは2.16mで ,

主軸方向はN-68°一Eを指している。B2f9区からB2g9区 までの共通部分の長さは4.15mで ,主軸

方向はN-24°一Eを指している。

本跡は,砂地を浅く掘つた後に,黒色砂土と厚さ4～ 7 cmの黄褐色の粘土を丁寧に貼つて構築

されている。本跡の上幅は10～64cm,下幅は 4～50cmで ,特に,第Ⅲ04号献水槽の接続するところ

は幅が極端に広くなっている。壁は,全体的に外傾して立ち上がっている。底面は,ほぼ平坦で,

断面形は,「 V」形を呈している。遺構確認面から底面までの深さは, 9～ 12側である。底面の

レベルは,A～Aアで4.70m,B～ B′で4,70m,C～ Cアで4.68mであり,釜屋内の前記した第104号誠

水槽に向かつて,傾斜していることがわかる。

覆土は1層で,灰黄褐色の砂が堆積している。

遺物は,出土していない。

10 第 10号製塩跡 (第54図 )

第10号製塩跡は,当遺跡の北部B2区 に位置しており,釜

屋 1か所,カ マド1基,鹸水槽 5基,土樋 6条で構成され

ている。各遺構は,黒褐色土や黒褐色砂土の中から検出さ

れている。当製塩跡に関連する施設は,第 8号釜屋,第 4

号カマド,第63～ 66。 77号鹸水槽,第 9-A・ 9-B。 9-C・

10・ 11-A・ ■―B号土樋が含まれるものと思われる。

0             10m

第54図 第10号製塩跡遺構配置図
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第 8号釜屋 (第 55図 )

本跡は,調査区の北部B2e3区 を中心に確認された釜屋で,第 2-A。 2-B号カマドの西狽」12m

に位置している。本跡は,遺構と想定されるほぼ中央部,東西に幅 2mほ どのトレンチを入れて,

遺構の広がりとカマドの確認を行った。その結果,本跡の地盤は,灰・焼土粒子を極少量含み粘

性と締まりのある黒色土を厚さ20～50cmほ ど砂上に貼って固めて構築されており,当遺跡の中で

も遺存状態の良い釜屋の一つであることが判明した。

平面形状は,長軸1415m・ 短軸12.28mの 隅丸長方形状を呈し,主軸方向はN-7°一Eを指し

ている。壁は,黒色土を少量含む締まりのある灰黄褐色砂土や前記した黒色上で構築され,南側

を除いて,ほぼ北側が二重に廻っている。壁の厚さは,外側の北壁で13～ 16cm,内側で45cm前後 ,

東壁は15cm前後,南壁は65～67cm,西壁は47～98cmでいずれも全体的に外傾しながら立ち上がっ

ている。釜屋床面は,多少凹凸がみられるが,硬 く締まっている。特に,カ マドの南側は,床面

がテラス状に広がっており,ほぼ平坦であることから,燃料置場,居出場,貯塩場などとして使

われたものと想定される。ピットは,7か所検出され,Pl～P6の規模は,長径37～ 67cm・ 短径30～58

cmである。ピットの下層は砂のため黒色砂上の切れるところで掘 り込みを止めてあり,推定では,

深さは26～ 38cmと 思われる。P7は ,長径98cm,深さは20cm前後と思われる規模を有している。

覆土は,土層断面を観察すると,上層と下層には締まりのあるにぶい黄色の砂が堆積している。

中層には,本跡の地盤である灰・焼土粒子を極少量含む粘りのある黒色土が貼ってある。

遺物は,出上していない。

第 4号カマ ド (第56図 )

本跡は,第 8号釜屋内の北部B2d3区 を中心に確認されたカマドであり,第 2-A。 2-B号 カマ

ドの西側14,7mに位置している。

本跡は,砂上に粘性と締まりのある黒色上を貼って構築されている。本跡の中央部から南側部

分は,調査時のトレンチ発掘によリー部削りとられているが,南側は,長さ2.04mで大きく開き,

その他は,前述した黒色上が厚さ25～60cm,高 さ29～35cmの規模で土手状に廻つている。これら

のことから,前者が本跡の焚口部にあたり,後者の土手状の部分が袖部になるものと思われる。

平面形状は,長径5。 3m。 短径5.04mで,ほぼ円形を呈している。遺構確認面から火床までの深

さは,1.54mほ どである。カマドの壁は,なだらかに傾斜しながら立ち上がっている。カマ ドの覆

土は,レ ンズ状に自然堆積している。上層は黒色砂土・灰ブロックを多量,炭化粒子・焼土粒子

を少量含む灰黄褐色土が,中層は灰・黒色砂土・災化粒子 。焼土粒子を少量含む灰黄褐色上が堆

積している。下層はにぶい赤褐色の焼けた砂の層で良く締まっている。火床は,長期間使われた

ものと思われ,焼土粒子 。炭化粒子を少量含む灰黄褐色土層で硬く締まっており,更に,火床直
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第55図 第 8号釜屋実測図
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A4.5m

第56図 第 4号カマ ド実測図

0              2m

下の砂層は火熱を受けて赤化している。

遺物は,出上していない。

第63号餓水槽 (第58図 )

本跡は,調査区の北部B2f5区を中心に確認された鍼水槽で,第65号鹸水槽の南側2.lmに位置し

ている。

本跡は,砂を掘り込んだ後に黒褐色土を薄く貼り,その上に厚さ 4～ 9 cmの黄褐色の粘上を丁
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寧に貼つて構築されている。平面形状は,長径5.57m・ 短径2.29mの長精円形を呈し,長径方向

はN-10°一Eを指している。遺物確認面から底面までの深さは,125cmほ どである。壁は,ほぼ外

傾して立ち上がり,底面は,全体的に平坦である。

覆土は 3層からなり,自然堆積の様相を呈しており,炭化粒子・粘土ブロックを少量含むにぶ

い責褐色の砂が堆積している。

遺物は,南壁際の底面直上より木片の一部と人頭大の石 2個が出上している。

第63号餓水槽出土遺物 (第57図)(W5)

丸太状の木製品の一部と思われ,覆土中から出土している。現存値は,長さ33.4cm,推定で径

6.7cmで,大部分が腐蝕しているため形状や使用目的は不明である。

0              10Cm

第57図 第63号鍼水槽出土遺物実測図

第64号鍼水槽 (第58図 )

本跡は,調査区の北部B2,5区 を中心に確認された馘水槽で,第 63号餓水槽の南南西2.lmに位置

している。

本跡は,撹乱が激しく形状・規模等の詳細は不明である。調査した残存する遺構の遺存状態や

配置あるいは隣接する第63号鹸水槽 との関連などから推定で,楕円形か長楕円形を呈し,長径方

向がN-72°一Eを指すものと思われる。遺構確認面から底面までの深さは,138cmほ どである。残

存する壁は,ほぼ外傾して立ち上がっている。底面は,ややゆるやかに起伏している。

一一一一
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覆土は,粘土粒子・粘土ブロック・灰を少量含む締まりのある黄灰色の砂が堆積している。

遺物は,出土していない。

第65号餓水槽 (第 59図 )

本跡は,調査区の北部B2d6区を中心に確認された献水槽で,第63号戯水槽の北側2.lmに位置し

ている。

本跡は,砂を掘り込んだ後に黒褐色上を薄く貼り,その上に厚さ5～ 15cmの黄褐色の粘上を丁

寧に貼つて構築されている。平面形状は,長径5.67m・ 短径2.08mの長楕円形を呈し,長径方向

はN-6°一Eを指している。遺構確認面からの深さは,82～ 108cmで ,南側より北側の方が浅い。

壁は,東壁の北側寄りの一部が撹乱を受けているが,北壁はゆるやかに外傾して立ち上がり,他

の壁はほぼ外傾して立ち上がっている。底面は,北側から南側に向かつて極めてなだらかに傾斜

している。

覆土は 3層からなり,自然堆積の様相を呈している。上層から中層にかけては,炭化粒子を少

量含む灰黄褐色の締まりのある砂が,下層には炭化物・炭化粒子を少量含むやや軟らかいにぶい

黄橙色の砂が堆積している。

遺物は,北壁から底面にかけてへばりつくような状態で,長さ30～40cm。 幅15～25cmの石が 4

個出上している。

第66号鍼水槽 (第58図 )

本跡は,調査区の南部B2e4区 を中心に確認された賊水槽である。本動は,第 8号釜屋内の第 4

号カマドの東側0.4mに位置しており,ま た,本跡の東壁上部には,第11-B号土樋の西端が接し

ていることなどから,釜へ餓水を注入する直前の施設と考えられる。

本跡は,釜屋の地盤を掘り込んで,黒褐色上を薄く貼った上に黄褐色の粘上を厚さ 3～ 8 cmに

丹念に貼つて構築されている。当初は,第 8号釜屋の中央部にトレンチを入れた際に,本跡に気

付かずに南西コーナー部を掘り過ぎてしまった。調査した部分から推定すると,平面形状は,長

径1.88m・ 短径1.59mの精円形を呈し,長径方向はN-2°一Eを指している。遺構確認面から底

面までの深さは,121cmほ どである。壁は,西壁と南壁上位の一部が不明であるが,全体的に外傾

して立ち上がっている。底面は,ほぼ平坦である。

覆土は,レ ンズ状に自然堆積している。上層は軟らかいにぶい黄褐色の砂が,中層は黒色土を

少量含む軟らかい灰黄色の砂が,下層は灰を少量,焼土粒子を極少量含む粘りのある軟らかい黒

褐色土が堆積している。

遺物は,出上していない。
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第77号戯水槽 (第59図 )

本跡は,調査区の南部B2f4区 を中心に確認された鍼水槽である。本跡は,第 8号釜屋内の第 4

号カマドの南側1.2mに位置することから,釜へ馘水を注入する直前の施設と考えられる。

本跡は,釜屋の地盤を掘り込んで,黄褐色の粘土を厚さ6～ 12cmに貼って丹念に構築されてい

る。平面形状は,長径2.13m・ 短径1.58mの楕円形を呈し,長径方向はN-16° 一Eを指している。

遺構確認面から底面までの深さは,■5cmほ どである。壁は,外傾して立ち上が り,底面は,ほぼ

平坦である。

覆上は 5層からなり,自然堆積の様相を呈している。上層に灰を少量含む軟らかい黒色砂上が,

ぼ
一
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中層から下層にかけては,炭化粒子を少量含む締まりのある黒褐色砂土,灰白色の灰,黒色砂土

の順で堆積している。

遺物は,出上していない。

第 9-A・ 9-B・ 9-C号土樋 (第60図 )

本跡は 3条からなり,調査区の北部B2区に確認された土樋で,第 11号土樋の南側16mに位置し

ている。第 9-C号土樋の北東端の上位に第10号土樋が構築されていることから,第 9-C号土樋

の方が古い。第 9-A号土樋の南端はB2g4区に確認され,北方向にB2f4区まで延びている。また,

第 9-B号土樋の東端はB2g5区に確認されて北西方向にゆるやかに蛇行しながらB2f4区に延びて

いる。更に,第 9-C号土樋の北東端は,B2f5区に確認されてB2f4区 までほぼ直線的に延びてい

る。第 9-A・ 9-B。 9-C号土樋の 3条は,いずれもB2f4区で合流している。なお,第 9-C

号土樋の北東端は,第 3号釜屋を調査する際にトレンチを入れたために切れているが,位置関係

やレベル等を考慮すると第11-A号土樋とつながっていたものと想定される。第 9-A号土樋は,

B2g4区からB2f4区までで,長さは3.74m,主軸方向はN-5°一Wを指している。第 9-B号土樋

は,B2g5区からB2f4区 までで,長 さは5。 lm,主軸方向はN-67°一Wを指している。第 9-C号土

樋は,B2f5区からB2f4区 までで,長さは2.25m,主 軸方向はN-45°一Eを指している。

本跡は,厚さ約 4 cmの黄褐色の粘上を貼って構築されており,B2g5区 の一部を除いて,長さ25～ 45

cm前後の蓋石が整然と土樋上に載せられている。本跡の上幅は 7～10cm,下 幅は 3～ 8 cmである。

壁は,外傾して立ち上がっており,底面は,ほぼ平坦である。断面形は,「― 」形を呈して
いる。

遺構確認面から底面までの深さは,約 5 cmである。底面のレベルは,Aで 3.75m,Bで 3.65m,C

で4.25m,Dで 3.85m,Eで 4.4mである。これらのことから,本跡のB2f4区の合流点に向かつて傾

斜していることがわかる。

覆土は 1層で,粘土粒子を少量含む灰黄褐色の砂が堆積している。

遺物は,出土していない。

第10号土樋 (第60図 )

本跡は,調査区の北部B2f5区に確認された土樋で,第 9-B号土樋の北東側1.2mに並行するよ

うに位置している。また,本跡は北西側で,立体交差状に第 9-C号土樋の上位に構築されている

ことから,本跡の方が新しい遺構である。本跡の長さは1.76mで短く,主軸方向はN-24°一Wを

指している。

本跡は,黒色砂土を浅く掘つて,厚さ4～ 8 cmの黄褐色の粘土を貼つて構築されている。本跡

の上幅は 9～16cm,下幅は 7～ 10cmである。壁は,外傾して立ち上がり,底面は,ほぼ平坦であ
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る。断面形は「
― 」形を呈し

ている。遺構確認面から底面までの深さは, 4～ 6 cmである。底

面のレベルは,Aで4.23m,C～ Cアで4.22m,Dで4.24mであり,わずかではあるが,南東側から北

西側に傾斜していることがわかる。

覆土は 1層で,炭化粒子・只殻片を極少量含む褐灰色上が堆積している。

遺物は,出土していない。

第11-A号土樋 (第60図 )

本跡は,調査区の北部B2c5・ B5d5・ B2e5区 に確認された土樋で,第 10号土樋の北側1.6mに位

置している。本跡は,第 65号献水槽とほぼ並行するように北端のB2c5区から南方向のB2e5区 まで

延びており,長 さは5.81mで,主軸方向はN-3°一Wを指している。また,第 9-C号土樋との位

置関係やレベル等を考慮すると,両土樋は連結するものと思われる。B2d5区では,角度を北東方

向に変えて,第 65号鹸水槽の手前約0.6mま で延びており,主軸方向はN-36°一Eを指している。

本跡は,黄褐色の粘土を厚さ2～ 5 cmに貼って丁寧に構築されており,更に,B2d5区 では,長

さ25～45cmの蓋石が点在して置かれているが,B2e5区 では,蓋石が隙間なく置かれている。本跡

の上幅は13～16cm,下幅は 5～ 10cmである。壁は,外傾して立ち上がっており,底面は,ほぼ平

坦である。断面形は,「 V」形を呈している。遺構確認面から底面までの深さは, 6～ 8 cmであ
る。底面のレベルは,Aで4.08m,Cで 3.93m,Eで 3.78mで あり,釜屋外から釜屋に向かって傾斜

していることがわかる。

覆土は,黒色土混じりの灰黄褐色の砂が堆積している。

遺物は,出土していない。

第11-B号土樋 (第60図 )

本跡は,調査区の北部B2e4・ B2e5区 に確認された土樋で,第11-A号土樋の西側1.2mに位置し

ている。B2e5区の東端から西方向に1.45m延 びて,主軸方向はN-89°一Wを指している。B2e4区

では,第 66号鹸水槽と接しており,ま た,角度を南東方向に変えて,0,79m延びている。主軸方向

はN-52°一Wを指している。

本跡は,厚さ3～ 5 cmの黄褐色の粘土を用いて構築されており,B2e4区で角度を南東方向に変

える。壁コーナー部には長さ40cm前後の石が置かれている。本跡の上幅は20～22cm,下幅は 8～ 15

cmである。底面のレベルは,Fで 3.85mで ある。

覆土は 1層で,灰黄褐色の砂が堆積している。

遺物は,出上していない。
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11 第 11号製塩跡 (第61図 )

第11号製塩跡は,当遺跡の北西部Bl・ Cl区に位置してお

り,誠水槽17基,土樋12条で構成されている。しかし,釜

屋は,目安となる黒色土が約 1～ 5mの高さに何層にもわた

り積み重ねられていたことと,カ マドの存在が確認できな

かつたことから,規模・形状等の詳細は不明である。当製

塩跡に関連する施設は,第 62・ 67・ 68・ 69-A・ 69-B・

69-― C ・ 70。 71・ 72・ 76-― A ・ 76-― B ・ 78・ 79。 87・ 88・

105。 112号賊水槽,第12～ 17。 18-A・ 18-B。 19-A・

19-B。 20・ 21号土樋が含まれるものと思われる。

第62号鍼水槽 (第65図 )

本跡は,調査区の北西部Bld7区に確認された賊水槽で,

第79号賊水槽の西側2.2mに位置している。

本跡は,黒褐色土と厚さ 3～ 8 cmの 黄褐色の粘土を丁寧

に貼って構築されている。平面形状は,長径0.66m・ 短径

0.53mの楕円形を呈し,長径方向はN-50° 一Eを指してい

る。遺構確認面から底面までの深さは, 7 cmほ どである。

壁は,ゆ るやかに立ち上がり,底面は,多少凹凸がみられ

と_____.___―」甲
m

第61図 第11号製塩跡遺構配置図
る。

覆土は 1層で,黒色砂土・粘土粒子・貝殻片を少量含む締まりのある黒色上が堆積している。

遺物は,長さ9～ 18cm・ 幅7.14cmの石 2個が底面の北西側から出土している。

第67号鍼水槽 (第65図 )

本跡は,調査区の北西部Blg8区を中心に確認された賊水槽で,第88号鍼水槽の東側22mに位置

している。

本跡は,黒褐色土と厚さ4～ 16cmの黄褐色の粘上を丁寧に貼って構築されている。平面形状は;

長径4.88m・ 短径2.22mで,北西側の壁が外にやや膨らむ状態の不整橋円形を呈している。長径

方向はN-6° 一Wを指している。遺構確認面から底面までの深さは,76～98cmで ,北側が深くなっ

ている。壁は,西壁が中位から上位にかけてゆるやかに立ち上がっているが,その他の壁は全体

的に外傾して立ち上がっている。底面は,南壁際が若干低くなっており,賊水の汲み出し口になっ
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ていたものと思われる。

覆土は,自然堆積の様相を呈しており,上層に軟らかい灰黄褐色の砂が,下層に粘土粒子を少

量含む軟らかい黒褐色土が堆積している。

遺物は,出土していない。

第68号戯水槽 (第65図 )

本跡は,調査区の北西部Ble8区を中心に確認された献水槽である。第72号賊水槽の南側5.8mに

位置している。本跡は,第79号鹸水槽を切っていることから,本跡の方が新しい遺構である。

本跡は,貝殻片を含む黒色砂土と厚さ4～ 16cmの黄褐色の粘土を丹念に貼つて構築されている。

平面形状は,長径5,92m。 短径1.52mの長楕円形を呈し,長径方向はN-27°一Eを指している。

遺構確認面から底面までの深さは,76～■2cmで,南側より北側が浅い。壁は,全体的に外傾して

立ち上がっている。底面は,多少凹凸が見られ,北東側から南西側に向かつて傾斜している。

覆土は 3層からなり,自然堆積の様相を呈している。上層は黒色土を極少量,粘上を少量含む

にぶい黄色の砂が,中層は炭化粒子・焼土粒子を極少量含む暗オリーブ褐色の砂が,下層は粘土

ブロックを多量含む締まりのある暗オリーブ褐色砂土が堆積している。

遺物は,長さ12・ 30・ 32cm前後の石が 3個北東壁際及び底面上から出土している。

第69-A号餓水槽 (第66図 )

本跡は,調査区の北西部Bh7区 を中心に確認された鍼水槽で,第 70号献水槽の北西側2.3mに位

置している。本跡及び第69-B号献水槽は,第69-C号賊水槽を調査中に確認されたもので土層

断面から第69-C号献水槽廃絶後に 2度にわたり作 り変えられたものと考え,遺構の新しい順に

第69-A・ 69-B・ 69-C号餓水槽と番号を付した。

本跡は,第69-B号鹸水槽廃絶後に灰・炭化粒子を含む粘りのある黒色砂土と厚さ 3～ 23cmの

黄褐色の粘上を丁寧に貼つて構築されている。本跡は,前記したとおり第69-C号献水槽調査時

に検出されたために,規模・形状の詳細は不明である。北西から南東にかけての長径は1.67mで ,

推定で精円形を呈し,長径方向はN-24°一Eを指すものと思われる。遺構確認面から底面までの深

さは,48cmほ どである。残存壁のうち,北東壁がゆるやかに立ち上がっているが,そ の他の壁は,

ほぼ外傾して立ち上がっている。底面は,平坦である。

覆土は,上層に粘土粒子・灰を少量含む灰黄褐色の砂が,中層に粘土ブロックを少量含む黒褐

色土が,下層ににぶい黄褐色の砂が堆積している。

遺物は,長さ17・ 40。 47cmの石 3個が北東壁際から出土している。
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第69-B号戯水槽 (第66図 )

本跡は,調査区の北西部Bli7区 を中心に確認された献水槽で,第 70号誠水槽の北西側2.3mに位

置している。本跡は,第69-A。 69-C号鍼水槽と重複しているが,土層断面から,第69-A号

誠水槽よりは古く,第69-C号献水槽よりは新しい遺構である。

本跡は,第69-C号馘水槽覆土上に厚さ 3～ 7 cmの黄褐色の粘土を丁寧に貼って底面が構築さ

れているが,第69-C号献水槽調査時に検出されたため規模・形状等の詳細は不明である。北西

から南東にかけての短径は1.51mで ,推定では楕円形を呈し,長径方向はN-21°一Eを指すものと

思われる。遺構確認面から底面までの深さは,51cmほ どである。壁は,外傾して立ち上がり,底

面は,ほ ぼ平坦である。

覆土は,粘土粒子 。礫を少量含む軟らかい砂である。

遺物は,出土していない。

第69-C号戯水槽 (第66図 )

本跡は,調査区の北西部Bl17区 を中心に確認された献水槽で,第 70号餓水槽の北西側2.3mに位

置している。本跡は,第69-A・ 69-B号献水槽と重複しているが,土層断面から,いずれの厳

水槽よりも古い遺構である。

本跡は,黒色砂土と厚さ5～ 14cmの黄褐色の粘土を用いて丁寧に構築されている。平面形状は,

長径4.46m・ 短径1.89mの楕円形を呈し,長径方向はN-21°一Eを指している。遺構確認面から

底面までの深さは,74～ 134cmで ,南西側が北東側より浅い。壁は全体的に外傾して立ち上がって

いる。底面は,ほぼ平坦であるが,南西壁よりに極めて浅い凹みがある。

本跡に伴う覆土は,にぶい黄橙色の砂 1層だけである。

遺物は,北東際の中位から長さ34cmの石 1個 と,北東側の底面から長さ23～ 30cm・ 幅13～21cm

の石 4個が出上している。

第70号鍼水槽 (第66図 )

本跡は,調査区の北西部Bl18区 を中心に確認された戯水槽で,第 67号鹸水槽の南側3.6mに位置

している。

本跡は,黒褐色土と厚さ4～ 12cmの黄褐色の粘土を丁寧に貼つて構築されている。平面形状は,

長径4.68m・ 短径0.97mの長楕円形を呈し,長径方向はN-17°一Eを指している。遺構確認面か

ら底面までの深さは10～15cmで ,北東側が南西側よりやや浅い。壁は,ゆ るやかに立ち上がって

いる。底面は,ややゆるやかな起伏がみられる。北東側から南西側に向かってゆるやかに傾斜し

ている。また,南西壁寄りは更に低くなっていることから鹸水の汲み出し口に使われたものと思
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われる。

覆土は,自然堆積の様相を呈している。締まりのある黒褐色土砂を主体に,上層の中央部に軟

らかいにぶい責色の砂と下層の東壁際に明黄褐色の粘土が堆積している。

遺物は,長さ25cm前後を主とする石15個が南西壁寄りに集中してほぼ底面上から出土している。

第71号鍼水槽 (第67図 )

本跡は,調査区の中央部から北西側Clc6区 を中心に確認された餓水槽で,第 105号鹸水槽の南側

11.3mに位置している。

本跡は,黒褐色土と厚さ4～1lcmの黄褐色の粘土を用いて構築されている。平面形状は,長径

3.49m・ 短径1,89mの楕円形を呈し,長径方向はN-18° 一Eを指している。遺構確認面から底面

までの深さは,20～ 65cmである。壁は,外傾して立ち上がっており,底面は,南西壁に向かつて

傾斜している。

覆土は,黒色上を少量含む灰黄色の砂が堆積している。

遺物は,出土していない。

第72号鍼水槽 (第 67図 )

本跡は,調査区の北西部Blb7区を中心に確認された献水槽で,第76-B号賊水槽の東側2.5mに

位置している。

本跡は,黒褐色土と厚さ6～ 1lcmの黄IBJ色の粘土を丁寧に貼って構築されている。平面形状は,

長径4.21m・ 短径3.1lmで,南西壁の一部が外側にやや膨らむ状態の楕円形を呈しており,当遺

跡の中でも規模の大きい鹸水槽の一つである。遺構確認面から底面までの深さは,137～ 156cmで ,

底面は,北から南へ向かつて傾斜している。壁は,全体的に外傾して立ち上がっている。また,

壁の南コーナー部で第14号土樋と接続していることや,底面の勾配などから,こ こで餓水の汲み

出しが行われたものと思われる。

覆土は,自然堆積の様相を呈している。上層には,にぶい黄色の砂が,中層には灰・焼土粒子

を極少量含む黒褐色上が,下層には明黄褐色の砂が堆積している。

遺物は,覆土上位から人骨片と思われるものが数点検出されている。

第76-A号戯水槽 (第68図 )

本跡は,調査区の中央部より北西側Blb6区を中心に確認された餓水槽で,第72号馘水槽の西側

3.lmに位置している。本跡は,第76-B号賊水槽廃絶後に同賊水槽内に構築されているので,本

跡の方が新しい。
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本跡は,粘 りのある黒褐色土と厚さ 3～ 13cmの黄褐色の粘土を用いて構築されているが,第 76-

B号餓水槽の調査時に検出されたため,規模・形状の詳細は不明である。確認された短径は1.91

mである。遺構確認面から底面までの深さは75cmほ どである。壁は,北東壁の中位から上位にかけ

ては,なだらかに立ち上がるが,その他の壁は,全体的に外傾して立ち上がっている。底面は,

ほぼ平坦である。

覆土は,粘土ブロック・灰を含む灰黄褐色の砂が堆積している。

遺物は,出土していない。

第76-B号鍼水槽 (第68図 )

本跡は,調査区の中央部より北西側Blb6区を中心に確認された鍼水槽で,第 72号献水槽の西側

2.4mに位置している。土層断面図を検討すると,本跡内に,第76-A号戯水槽の底面が確認され

たので,本跡廃絶後,同鹸水槽が構築されたものと思われ,本跡の方が古い遺構である。

本跡は,黒褐色土と厚さ 3～22cmの黄褐色の粘土を用いて構築されている。平面形状は,長径

4.29m。 短径2.23mの 楕円形を呈し,長径方向はN-28° 一Wを指している。遺構確認面から底面

までの深さは,113cmほ どである。壁は,外傾して立ち上がっている。底面は,多少凹凸がみられ,

北西側から南東側に向かってやや傾斜している。

覆土は,貝殻片・灰・小礫を多量に含む締まりのある黒色上が堆積している。

遺物は,南東壁際及び底面上に長さ25～55cmの石が 4個出上している。

第78号鍼水槽 (第67図 )

本跡は,調査区の北西部Blc5区 を中心に確認された鍼水槽で,第76-B号鹸水槽の南西側2.5m

に位置している。

本跡は,黒褐色土と厚さ 4～ 9 cmの黄褐色の粘上を丁寧に貼って構築されている。平面形状は,

長径4.64m・ 短径1.44mの長楕円形を呈し,長径方向はN-62°一Wを指している。遺構確認面か

ら底面までの深さは,53～ 68cmで ある。壁は,南西壁の中央部が欠けているが,全体的に外傾し

て立ち上がっている。底面は,北西側から南東側にゆるやかに傾斜している。

覆土は,上層に粘土ブロックを少量含む褐色砂上が,下層ににぶい責橙色の砂が堆積している。

遺物は,出土していない。

第79号餓水槽 (第 68図 )

本跡は,調査区の北西部Ble8区 を中心に確認された賊水槽で,第 67号鍼水槽の北側5,7mに位置

している。本跡は,土層断面図を観察すると,第68号献水槽に切られていることから,本跡の方
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が古い遺構である。

本跡は,黒褐色土と厚さ5～ 10cmの黄褐色の粘土を丹念に貼つて構築されている。平面形状は,

長径5.2m・ 短径2.8mの楕円形を呈し,長径方向はN-0°である。遺構確認面から底面までの深

さは,138cmほ どである。壁は,ほぼ外傾して立ち上がっているが,北壁はややゆるやかである。

底面は,北側から南側に向かつて傾斜している。

覆土は,自然堆積の様相を呈しており,黒色砂土を少量含むにぶい黄褐色の砂が堆積している。

遺物は,出土していない。

第87号鍼水槽 (第 65図 )

本跡は,調査区の北西部Blg6区を中心に確認された献水槽で,第88号賊水槽の西側3.9mに位置

している。また,本跡の南コーナー壁上位に第20号土樋が接続されていることから,本跡は,釜

へ鍼水を注入する直前の施設と思われる。

本跡は,黒褐色土と厚さ5～ 18cmの黄褐色の粘土を丹念に貼って構築されている。平面形状は,

長軸1.94・ 短軸1.33mの長方形を呈し,長軸方向はN-37° 一Eを指している。遺構確認面から底

面までの深さは,69cmほ どである。壁は,ほぼ外傾して立ち上がっている。底面は,中央部が多

少盛り上がっているが,全体的に平坦である。 覆土は,自然堆積の様相を呈している①上層に

は粘土を少量,灰を中量含む黒色砂土やにぶい黄橙色の砂が,中層には粘土を含む黄褐色の砂が,

下層には貝殻片・焼土粒子を極少量含む粘りのある褐灰色上が堆積している。

遺物は,出土していない。

第88号戯水槽 (第 69図 )

本跡は,調査区の北西部Blg7区を中心に確認された餓水槽で,第67号誠水槽の西側2.2mに位置

している。本跡の南側底面下で第105号馘水槽を切っていることから,本跡の方が新しい遺構であ

る。

本跡は,黒褐色土と厚さ3～ 5 cmの 黄褐色の粘土を丁寧に貼つて構築されている。平面形状は,

長径4.81m。 短径2.82mの精円形を呈し,長径方向はN-16°一Eを指している。遺構確認面から

底面までの深さは,104～ 145cmで ある。壁は,北壁がゆるやかに立ち上がっているが,その他の

壁は,ほぼ外傾して立ち上がっている。底面は,平坦である。

覆土は,自然堆積の様相を呈している。上層は,貝殻片を極少量含む暗褐色土が,中層は貝殻

片・粘土粒子を少量含む灰黄褐色土が,下層は貝殻片 。粘土粒子・炭化粒子を少量含むにぶい黄

捐色上が堆積している。

遺物は,覆土中層から底面上にかけて石が 9個出上しており,大きさは15～48cmの ものである。
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第105号鍼水槽 (第 69図 )

本跡は,調査区の北西部Bl17区 を中心に確認された餓水槽で,第 67号誠水槽の北西側4.5mに位

置している。本跡は,本跡廃絶後北東壁の上部が第88・ 69-A・ 69-B・ 69-C号賊水槽に切ら

れ,覆土上には第16～ 19号土樋が構築されていることから,本跡の方が古い。また,ほぼ中央部

では,第 112号賊水槽を切っていることから,本跡の方が新しい遺構であると思われる。

本跡は,当遺跡の中でも最も規模の大きな賊水槽であり,黒褐色土と厚さ4～ 18cmの黄褐色の

粘土を丹念に貼って構築されている。平面形状は,長径5。 34m・ 短径3.27mの 楕円形を呈し,長

径方向はN-28°一Eを指している。遺構確認面から底面までの深さは153cmほ どである。壁は,南

西側が外傾して立ち上がっているが,その他の壁はなだらかに立ち上がっている。底面は,多少

凹凸がみられるが,全体的に平坦である。

覆土は,自然堆積の様相を呈している。上層は灰を多量に含む黒褐色上が,中層は只殻片・炭

化粒子を少量含む灰黄褐色の砂が,下層は灰色の砂が堆積している。

遺物は,柄振 3点を含めて木製品が 4点 ,竹 1点が出上している。南西コーナー部出上の柄振

2点 (第62図 1・ 第63図 3)は ,第62図 1が底面から約20cmほ ど浮いて,第63図 3は ,約 7 cmほ

ど浮いて出土している。中央部の北西壁寄りから出土した柄振 (第62図 2)と竹 (第64図 1)は ,

底面から15cmほ ど浮いて出土している。また,板状を呈する木製品 (第63図 4)は ,底面から約

20cm浮いて南西コーナー寄りの北西壁からほぼ直立して出上している。

第105号鍼水槽出土遺物 (第 62～64図 )

第62図 1(W-1)は ,柄振である。木質は二葉の松で,長さ41.3cm。 幅13 6cm。 厚さ4.2cmで

ある。火にかけて表面を炭化させてある。表面は中央部に向かってやや盛り上がっており,裏面

はほぼ平らで,両面共なめらかである。上面 。底面共になめらかである。中央部には4× 3.6cm

のほぼ方形状の孔が穿たれている。

第62図 2(W二 2)は ,柄振である。木質は二葉の松で,長さ50。 3cm。 幅9,7cm・ 厚さ1.8cmで あ
る。断面形は「 ,」 形を呈しており,上面

。底面部及び両端は磨り減っている。裏面の両端は,

表側に湾曲している。中央部には径2.7cmの孔があけられ,柄の細かい丸棒の一部 (二葉の松)が

残っており,更に,竹片をくさびとしてはめこんでいる。

第63図 3(W-3)は ,柄振である。木質は二葉の松で,長さ42cm・ 幅14.7cm。 厚さ5.2cmであ
る。火にかけて炭化させてあり,表裏面ともほぼ平らである。断面形は「 p」 形を呈しており,

底面部は,極めてゆるい傾斜がみられ,磨 り減っている。特に,両端は丸味を帯びている。中央

部には,一辺 4 cmの方形の孔があけられている。孔の上・下には柄を締めつけたと思われるくさ

びの跡が残り,硬 くなっている。
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D               10Cm

第62図 第105号餓水槽出土遺物実測図 (1)
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第63図 第105号戯水槽出土遺物実測図 12)
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第63図 4(W-6)は ,板状の木製品の一部と思われ,底面から約20cm浮 いて南西コーナー寄り

の北西壁に貼りつくようにほぼ直立して出土している。現存値は,長さ52.8cm・ 幅10.3cm。 厚さ

2.5cmで,大部分が破損しているため形状や使用目的は不明である。

第64図 1(W-7)は竹で,柄の一部と思われる。底面のほぼ中央部に,約 10cm浮いて出土して

いる。現存値は,長さ17.3cm,径 2.2cmで ある。

藍 ≡ 垂 垂 賓 O

達畏垂≡≡≡≡≡圭≡垂≡垂≡塾
I

0              10Cm

第64図 第105号餓水槽出土遺物実測図 (31

第112号戯水槽 (第69図 )

本跡は,調査区の北西部B17区 を中心に確認された鹸水槽で,第70号献水槽の北西側 4mに位

置している。本跡は,南東側で第69-A・ 69-B・ 69-C号献水槽に,北西側では第105号賊水槽

によって切られていることから,本跡はいずれよりも古い遺構である。

本跡は,黒褐色土と厚さ 3～ 7 cmの 黄褐色の粘土を貼って構築されているが,北西側を除いて

大半が撹乱されているため,規模・形状の詳細は不明である。平面形状は,短径が1.67mで ,推

定で楕円形を呈し,長径方向はN-60°一Wを指すものと思われる。遺構確認面から底面までの深

さは,57cmほ どである。残存する壁は,外傾して立ち上がっている。底面は,ほぼ平坦である。

覆土は 7層からなる。本跡の廃絶後に第105号献水槽が構築されているために,上層は人為的に

埋め戻されており,黒色土層,黄褐色の粘土層の順で堆積している。中層は粘土粒子を少量含む

砂が,下層は灰黄褐色の砂が堆積している。

遺物は,出土していない。
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第12号土樋 (第 71図 )

本跡は,調査区のBl・ Cl区に確認された土樋で,第13-A。 13-B号土樋の東側1.2～ 3mほ ど

の間隔で並行し,南西端は,第71号賊水槽の北側2.2mに位置している。本跡の南西端は,Clb6区

で確認され,そ こからCla6区 まで湾曲ぎみに延び,更に,そ こで角度を北北西方向に変えて,Bl

i6区 までほぼ直線的に延びている。Clb6区からCla6区 までは2.95mで,主軸方向はN-26°一Eを

指している。Cla6区からBl16区 までは8.23mで ,主軸方向はN-20° 一Wを指している。総延長は,

11.18mで ある。

本跡は,一部で撹乱を受けているが,厚さ 3～ 9 cmの黄褐色の粘土を用いて構築されている。

更に,Cla6区 からBl16区 までの7.4mは ,長さ20～40cmの石と小石を組み合せて蓋石に使つている。

本跡の上幅は12～ 18cm,下幅は 4～ 7 cmである。壁は,全体的になだらかに立ち上がっている。

遺構確認面から底面までの深さは, 6～ 10cmである。断面形は,「 ャヽ″」形を呈している。底面の

レベルは,A～ Aアで5.24m,Bで 5。 37m,Cで5.44m,Fで5.92mであり,並行する第13-A・ 13-B

号土樋と同様に南方向から北方向に向かつて傾斜している。

覆土は,灰黄褐色の砂が堆積している。なお蓋石内には,多少の砂の流入は見られるが,空洞

になった状態である。

遺物は,出土していないが,蓋石の 1個 (第70図 1)は ,縦21cm。 横33cmの平行四辺形状を呈
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しており,上面の中央部よりやや片方によった位置に径 2 cm,下面に径 4 cmの信鉢状の子しが穿た
れている。この蓋石は土樋上面への置き方から推定すると,戯水の流れ具合を確認するための穴
のように思える。

第12号土樋出土石製品一覧表

図版番号 器 種 大  き  さ
重量(g) 石 質 出土地点 備 考最大長(cm) 最大幅にm) 最大厚(帥 )

嘉 /U凶
1

蓋石 7500,0 粘板岩 SD12 Q7

第13号土樋 (第 72図 )

本跡は,調査区の北西部Bl・ Cl区に確認され,第 12号土樋の西側1.2～ 3mほ どに位置している。
土樋の南端はClb6区に確認され,そ こから途中蛇行するが,ほぼ直線的にBlh6区 まで延びている。

Bl'6区 で第21号土樋と合流し,そ こから2.4mの間は,同土樋と同時使用されていたものと思われ

る。Clb6区からBlh6区 までの長さは15.1lmで ,主軸方向はN-3°一Eを指している。

本跡は,厚さ2～ 6 cmの黄褐色の粘土を貼って構築されている。本跡の上面には,南端 とBl1 6

区の一部を除いて,飛砂防止と思われる長さ20～70cmの蓋石が隙間なく載せられている。土樋の

幅は,南端が幅広く,上幅60cnt,下幅17cm前後あり,その他は,上幅10～25cm,下幅 4～ 12cm前

後である。壁は,なだらかに立ち上がっており,断面形は,「 _ヽ″」形を呈している。遺構確認面
から底面までの深さは,7帥前後である。底面のレベルは,Aで5.09m,Bで5.21m,C～ C′で5.42
m,Dで 5,89m,Eで 6.15mであり,南側から北側に向かって傾斜していることがわかる。
覆土は,灰黄褐色の軟らかい砂が堆積している。

遺物は,出土していない。

第14号土樋 (第72図 )

本跡は,調査区の北西部Blc7・ Bld7区にかけて確認された土樋で,第15号土樋の北東側0.7m
に位置している。本跡の北端は,Blc7区で第72号賊水槽の南コーナー部の壁上位に接続されてお

り,そ こからほぼ直線的にBld7区 まで延びている。本跡の長さは6.32mで ,主軸方向はN-6°一

Eを指している。

本跡は,黄褐色の粘土を 3 cmほ どの厚さに貼り,雨樋状に丁寧に構築されている。土樋上面に
は,30～ 40cmの石を中心に大・小の石を組み合せて蓋石として載せている。Blc7区では,長さ107

cm。 幅70cmの不整楕円形状の石もあり,ま た獣骨も蓋として使われている。本跡の上幅は34～36

cm,下幅は28～30cmで ある。壁は,ゆ るやかに立ち上がっており,底面は,ほぼ平坦である。断
面形は,「 ヒ /」形を呈している。遺構確認面から底面までの深さは, 6～ 37cmで ある。底面のレ
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ベルは,A～ Aアで6.32m,Bで 6.01m,C～ Cアで5.68mであり,北側から南側に向かって傾斜して
い

ることがわかる。

覆土は,黒褐色の砂が堆積している。

遺物は,出土していない。

第15号止樋 (第 71図 )

本跡は,調査区のBl区に確認された土樋である。本跡の北西端は,Blc6区に確認されて
いるが,

第76-B号鹸水槽の南東側1.5mに位置しており,レベルなどを考慮すると,本来は接合されてい

たものと推定される。Blc6区から南東方向に向かつてBle7区 までほぼ直線的に延び,そ こから角

度を南方向に変えてBlf7区 まで延びている。更に,Blf7区から角度を南西方向に変えてBlg7区 ま

で直線的に延びている。Blc6区からBle7区 までの長さは6.77mで,主軸方向はN-26°一Wを指し

ている。Ble7区からBIf7区 までの長さは3.26mで,主軸方向はN-3°一Wを指している。Blf7区

からBlg7区 までの長さは,5.42mで ,主軸方向はN-15°一Eを指している。総延長は,15。 45mで

ある。 本跡は,黒褐色土や砂地を雨樋状に掘り込んで,厚さ4～ 6 cmの 黄褐色の粘上を丁寧に

貼つて構築されている。また,Ble7・ Blg7区の間は,一部撹乱を除いて長 115～ 35cmの海岸の石

や小石を隙間なく整然と置いてあり,蓋石としていたものと思われる。本跡の上幅は12～ 16cm,

下幅は 2～ 6 cmで ,壁は,なだらかに立ち上がっている。断面形は「(ノ」形を呈している。遺

構確認面から底面までの深さは,6 cm前後である。底面のレベルは,A～ Aアで6.42m,Bで 612m,

Cで5.87mであり,北西側から途中で角度を変えて南西側に向かつて低く傾斜していることがわか

る。

覆土は,灰黄褐色の軟らかい砂が堆積している。

遺物は,出上していない。

第16号土樋 (第 73図 )

本跡は,調査区の北西部Bl区に確認された土樋である。本跡は,南西側が,第 105号鹸水槽の廃

絶後に構築されていることから,本跡の方が新しい遺構である。本跡の北東端は,Bh8区 に確認

され,そ こからBlh7区 まで,直線的に延び,そ こで角度を西南西に変えてBli6区 まで延びて
いる。

Blh8区からBlh7区 までの長さは2.9mで,主軸方向はN-55°一Eを指している。Blh7区からBli6

区までの長さは,3.57mで,主軸方向はN-72° 一Eを 指している。総延長は,6.47mである。

本跡は,黄褐色の粘土を用いて雨樋状に構築されている。上幅は15～23cm,下幅は 3～ 13cmで

ある。壁は,ほぼ外傾して立ち上がっており,断面形は「V」 形を呈している。遺構確認面か

ら底面までの深さは,8 cm前後である。底面のレベルは,A～Aアで6.36m,Bで 5.96mで,北東側
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から南南西側に若干傾斜している。

覆土は,黒褐色の砂が堆積している。

遺物は,出上していない。

第17号土樋 (第 73図 )

本跡は,調査区の北西部Blh7区に確認された土樋で,第 105号鍼水槽の上部に構築されているた

めに,本跡の方が新しい遺構である。東西に直線的に2.07m延び,主軸方向はN-90° を指してい

る。

本跡は,厚さ 2～ 5 cmの黄褐色の粘土を用いて構築されており,北壁の中央部からやや西寄り
には長さ25cmの石 2個が,本跡に半分ほどかかるように載せてある。上幅は 7～12cm,下幅は 2
～10cmで ある。壁は,ほぼ外傾して立ち上がっており,断面形は「v」 形を呈している。遺構
確認面から底面までの深さは,約 8 cmである。底面のレベルは,A～ Aアで4.85mである。
覆土は,黒褐色の砂が堆積している。

遺物は,出上していない。

第18-A号土樋 (第 73図 )

本跡は,調査区の北西部Blh6・ Blh7区に確認された土樋である。本跡は,南東端がBlh7区か

らBlh6区 までほぼ直線的に2.lm延びて,第18-B号土樋と合流する。主軸方向はN-48°一Wを指
している。

本跡は,厚さ 5 cm前後の黄褐色の粘上を用いて構築されており,上幅11～ 16cm,下幅 5～ 7 cm
である。壁は,なだらかに立ち上がっており,遺構確認面から底面までの深さは, 5 cm前後であ
る。底面のレベルは,D～ Dアで6.45mで,前記した合流地点に向かって傾斜していることを調査時
に確認した。

覆土は,軟らかい黒褐色砂上が堆積している。

遺物は,出土していない。

第18-B号土樋 (第 73図 )

本跡は,調査区の北西部Bl区に確認された土樋である。本跡の北東端は,Blg7区で第15号土樋

の南西端と立体交差状に近接しており,レベルから本跡の方が新しく,ま た,南東端も第105号賊

水槽の北西壁の上面に接していることから,本跡の方が新しい遺構である。前記したようにBlg7

区の北東端から,Blh6区 までほぼ直線的に5.06m延び,主軸方向はN-27°一Eを指している。Bl

h6区の角度を変える地点では,南東方向からの第18-A号土樋と合流しているが,本跡は,わず
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かに南南東に角度を変えて,ほぼ直線的に1.87m延 び,主軸方向はN-21°一Wである。総延長は,

6.93mである。更に,推定であるが本跡の南南東端は,位置やレベルを考慮すると,第19-A号土

樋,あ るいは,第19-B号土樋のいずれかと接続されるのではないかと想定される。

本跡は,黒褐色土や砂地を雨樋状に浅く掘り込み,厚さ4～ 12cmの黄褐色の粘上を丁寧に貼っ

て構築されており,Blg6区 とBlh6区の第18-A号土樋との合流地点には,長 さ25～35cmの海岸の

石が置かれている。本跡の上幅は 7～18cm,下幅は 2～ 10cmで,壁は,外傾しながら立ち上がっ

ている。遺構確認面から底面までの深さは, 5 cm前後である。底面のレベルは,A～Aアで6.46m,

B～ Bアで6.33m,Dで6.29mである。従つて,本跡は,北東端から南東端に向かって若干傾斜して

いる。

覆土は,軟らかい黒褐色砂上が堆積している。

遺物は,出上していない。

第19-A号土樋 (第 73図 )

本跡は,調査区の北西部Bli7区 に確認された土樋で,第19-B号土樋の東側10cmほ どに近接し

て並行している。本跡の第105号鹸水槽のほば中央部覆土上位に構築されていることから,本跡の

方が新しく,更に,本跡の北端は,第 16号土樋に切られていることから,本跡の方が古い遺構で

ある。また,位置やレベル等を考慮すると,推定であるが北壁は,第18-B号土樋と接続されて

いた可能性も考えられる。本跡の南北の長さは1.83mで ,主軸方向はN-3°一Wを指している。

本跡は,黄褐色の粘土を用いて丁寧に構築されており,南端上には,海岸の石が 1個置かれて

いる。本跡の上幅は17～25cm,下幅は 3～ 5 cmである。壁は外傾しながら立ち上がり,断面形は

「v」 形を呈している。遺構確認面から底面までの深さは,約10cmである。底面のレベルは,

A～A'で 5。 94mである。

覆土は,軟らかい黒褐色砂土が堆積している。

遺物は,出土していない。
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洗 A

第19-B号土樋 (第73図 )

本跡は,調査区の北西部Bli6区 を中心に確認された土樋

で,第19-A号土樋の西側10cmほ どに近接して並行してい

る。本跡は,第 105号賊水槽のほぼ中央部覆土上位に構築さ

れていることから,本跡の方が新しく,ま た,本跡の蓋石

上に第16号土樋が横切つていることから,本跡の方が古い

遺構である。また,本跡は,位置やレベルなどから,本跡

の北北西端は,第18-B号土樋と接続されていた可含Z性が

考えられる。本跡の南端は,Bl16・ Bli7区 にまたがって確

認され,そ こからやや湾曲ぎみに北北西方向にBlh6区まで

延びている。本跡の長さは2.46mで ,主軸方向はN-14°一W

を指している。

本跡は,黄褐色の粘土を用いて構築されており,上面に

海岸の長さ15～40cmの石が整然と置かれており,蓋石とし

ての役割を果たしていたものと思われる。本跡の上幅は約

20cm,下幅は約 7 cmである。底面のレベルは,Aで5.86mで

ある。

覆土は,軟 らかい黒褐色砂土が堆積している。

遺物は,出上していない。

第20号土樋 (第 74図 )

本跡は,調査区の北西部Bl区 に確認された土樋で,第

18-B号土樋の南西側1.3mに位置している。本跡は,第 105

号賊水槽と重複しているが,同賊水槽の覆土上に構築され

ていることから本跡の方が新しい遺構である。本跡の南東

端は,Bli6区 で前記した第105号献水槽の覆土上から北西方

向にほぼ直線的に延びて,第87号鹸水槽の南東壁上位に接

続されている。本跡の長さは9.72mで,主軸方向はN-23°

一Wを指している。

本跡は,部分的に撹乱を受けているが,黄褐色の粘土を

厚さ 3～ 6 cmに 丁寧に貼つて構築されており,その上面に

は,長さ20～57cmの石と小石を使い蓋石として隙間なく載
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第75図 第20号土樋出土遺物実測図

第20号土樋出土石製品一覧表

図版番号 器 種 大  き  さ
重量(g) 石 質 出土地点 備 考最大長(cml 最大幅lcml 最大厚lcml

弟7b凶
1

砥石 103.4 粘板岩 SD20 Q3

第21号土樋 (第 72図 )

本跡は,調査区の北西部B卜 Cl区に確認され,第 12号土樋の西側 lmほ どに並行している。土

樋の南東端は,Cla6区 に確認され,そ こから北方向に湾曲しながら延び,途中Bl,6区で第13号土

樋と合流し,ま た,Bl,6区で分かれてBlh6区まで延びている。Cla6区からBl,6区 までの長さは

5.Omで,主軸方向はN-29° 一Wを指している。Bl,6区からBlh6区までの長さは4.35mで,主軸

方向はN-6°一Eを指している。本跡の総延長は9.35mである。

本跡は,第13-A号土樋と同様に厚さ2～ 6 cmの責褐色の粘土を用いて構築され,本跡の上面
には,一部を除いて30～50cmの海岸の石が隙間なく整然と置かれて蓋石としての役割を果してい

る。土樋の幅は,上幅が18～23cm,下幅が 6～ 9 cmである。壁は,なだらかに立ち上がっており,

断面形は「{ノ」形を呈している。遺構確認面から底面までの深さは, 7 cm前後である。底面の

レベルは,Fで5.25m,G～ G′で5,48m,Hで5,85m, Iで5.90mで ある。本跡は,南東側から北
側に向かって傾斜していることがわかる。

覆土は,灰黄褐色の軟らかい砂が堆積している。

遺物は,出上していない。

せてある。本跡の上幅は13～ 19cm,下幅は 3～ 7 cmである。

遺構確認面から底面までの深さは, 7側前後である。底面

のレベルは,A～ Aアで5,07m,Bで 5,95m,cで 6.23mで前

記の第87号賊水槽に向って傾斜している。また本跡は,高

低差が lm以上あり,当遺跡の上樋の中では最も傾斜の急な

遺構である。

覆土は,灰褐色の砂が堆積している。

遺物は,Bli7区の本跡に接して砥石が 1点出土している。 山
。

I

10Cm
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第 3節  その他

1 人骨

当遺跡からは,人骨片が調査区の中央部を中心に点在して出土している。遺構内から出上して

いるのは,第 72号賊水槽の覆土上位から少量の頭蓋骨片と部位不明の破片だけである。他は,い

ずれも遺構外の砂層の中から散在して出土している。C2a6区からは頭蓋骨の一部と少量の破片が,

C2e6区からは頭蓋骨片が,Dlb8・ D2f3・ Dld4区からは部位不明の破片が少量出土している。Dl

f9区からは少量の上腕骨片と破片が,E3i5区からは上腕骨,大腿骨,睡骨の破片が出上している。

これらの人骨片は,遺構外からの出上が大半であり,集中して出上しているわけではないので,

墓域を意識して埋葬されていたものではないと思われる。また,当遺跡は,江戸時代の初期に村

が埋もれたという「千々乱風」の伝説が残り,住居跡の存在が予想されたが,住居跡は検出でき

なかった。Dlf9区出上の人骨片の近 くから古銭が 6枚出上しているが,埋葬の際の供養のための

可能性も考えられる。しかし,前記した出土状況であるので,こ れらの人骨片については当遺跡

の製塩遺構との関係は不明である。

2 古銭 (第76図 )

当遺跡からは,判読不明の22枚を含めて総数90枚の貨幣が出土している。出土貨幣を鋳造地に

よって分類すると,渡来銭と国内銭とに大きく分けられる。渡来銭は,計36枚出上しており,中

でも北宋銭が最も多く23枚で,次いで,明銭 7枚,唐銭 5枚,南宋銭 1枚である。北宋銭は,元

豊通宝など12種類,明銭は,永楽通宝,洪武通宝の 2種類,唐銭は,開元通宝,南宋銭は,淳熙

元宝の各 1種類ずつ出上している。国内銭は,32枚出土しており,寛永通宝が31枚で,文久永宝

が 1枚の 2種類で,いずれも江戸時代に鋳造されたものである。他に,判読困難な不明銭が22枚

出土している。

B3区出上の27枚の寛永通宝は,第 6号釜屋内の覆土から出上しており,同釜屋内出土陶磁器や

同釜屋の第 5号カマド出上の徳利などの時期が近世後半と推定されることとあわせて,同釜屋の

時期決定する際の決め手になるものと思われる。また,寛永通宝以外であるが,Dlfo区から4枚 ,

Dlgo区から 1枚,Dlg8区から1枚の計 6枚が出上しており,近接するDlf9区から人骨片が出土

していたことから,推測であるが,こ れらの人骨片に伴う可能性も考えられる。

最後に,前記したように判読不明の22枚を除いて,近世以前に鋳造されたと思われる渡来銭36

枚が当遺跡から点在して出土しており, これらについても今後検討していかなければならないと

考えている。
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第76図 古銭拓影図
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表 2 古銭一覧表
図 版

番 号
銭  名 ,多GF

石暦
鋳造
地名 出土地点 備   考

図版
番号

銭  名
g舞q
西暦
鋳造
地名 出土地点

備 考

寛永通宝 1636 日本
第 6号 金屋
(B3el)
M4看ζ酵黙雹捩兌
まりと言われている。

窮76図
9
文久永宝 日本 Dlg8 M5裏 面に波線

第 76図
寛永通宝 日本

第 6号釜屋
(B3el)

1ヽ42 元祐通宝 1086 北宋 DlfO 1ヽ6

寛永通宝 1636 日本
第 6号 釜屋
(B3el)

1ヽ43 開元通宝 唐 D2c8 〔ヽ7

寛永通宝 1636 日本 (B3el)
1ヽ44 元豊通宝 北宋 D2cl 1ヽ8

安雪76優]
3 寛永通宝

日本
第6号釜屋
(B3fl)

Ⅲ145 政和通宝 北宋 D2d3 M9-部 ひび割れ

寛永通宝 1636 日本
第 6号釜屋
(B3fl)

h146 成平元宝 北宋 D2de M10-部 ひび割れ

寛永通宝 1636 日本
第 6号 釜屋
(33fl)
M47鉄 銭一部腐触 永楽通宝 1408 明 D2de M■

寛永通宝 1636 日本 (B3fl)
1ヽ48 洪武通宝 明 D2ce M12

寛永通宝 1636 日本
第6号釜屋
(B3fl)
M49 元豊通宝 北宋 D2d3 M13磨 滅

第 761瑠
寛永通宝 1636 日本

第 6号釜屋
(B3f:)
M50裏面に波線 開元通宝 唐 E2,3 M14

寛永通宝 1636 日本
第 6号釜屋
(B3f,)
M51磨 減 天聖元宝 】ヒ宋 E2j3 M15

寛永通宝 日本 (B3F,)
LI152 天聖元宝 1023 北宋 hT16

寛永通宝 1636 日本
弟6号笠屋
(B3fク )
M53磨 滅 元豊通宝 1078 北宋 E2h8 卜117

寛永通宝 日本
第6号釜塵
(B3f2)
M54磨 滅 景祐元宝 北宋 E2h8 M18磨 滅

寛永通宝 1636 日本
第6号釜屋
(B3f2)
M55 元祐通宝 北宋 E2c4 M19

寛永通宝 1636 日本
第 6号 釜雇
(B3f,)

〔ヽ56 景徳元宝 北宋 F2a2 M34-部 ひび割れ

寛永通宝 1636 日本
第6号釜庫
(B3F2)
M57磨 滅 永楽通宝 1408 明 SY-1 M38

寛永通宝 日本
第6号釜屋
(B3Frl)
M58磨 滅

密76図
開元通宝 唐 SY一ユ M20磨 城

寛永通宝 1636 日本
第 6号釜屋
(B3g2)
M59裏面に波線 朔元通宝 唐 SY一 I M21腐触一部判読困難

第 761茎
寛永通宝 1636 日本

第 6号 釜屋
(B3宜ク)

Ч60腐触 景徳元宝 北宋 SY-1 M22,M23と 密看

寛永通宝 1636 日本
第6号釜塵
(B3F12)

卜161 至道元宝 北宋 SY-1 Ⅵ23,M22と密着

寛永通宝 日本
第6号釜屋
(B3ル )
M62鉄 銭 元豊通宝 1078 北宋 SY-1 卜124

寛永通宝 1636 日本
第 6号釜屋
(B3g2)
M63 永楽通宝 1408 明 SY-1 h/125

雰ぢ76区
寛永通宝 日本

第 6号 釜屋
(B3室 ,)

1ヽ64 入虐通宝 北宋 SY-1 M26-部 ひび割れ

寛永通宝 1636 日本 (B3fク )
M66 天虐通宝 1017 北宋 SY-1 1ヽ27

寛永通宝 1636 日本
第 6号金屋
(B3f2)

1ヽ67 熙寧元宝 北宋 SY-1 M28-部 判読困難

寛永通宝 日本
第 6号釜屋
(B3fl)

卜169 洪武通宝 1368 明 SY-1 �129

至和元宝 北宋 B2d2 h11 洪武通宝 1368 明 SY-1 1ヽ30

雰考76区
寛永通宝 1636 日本 B2he �138 洪武通宝 1368 明 SY-1 M31腐 触

寛永通宝 日本 B2g2 卜139 元豊通宝 1078 北宋 SY-1 �132

寛永通宝 1636 日本 B2f2 M40 寛永通宝 日本 SY-7 M68周 縁一部欠

雰考76怪雪
開元通宝 唐 DlgO M2 皇宋通宝 日本 表採 M35-部 ひび割れ

元祐通宝 1086 北宋 Dl,8 1ヽ3 元豊通宝 1078 日本 表採 Ⅵ36

淳熙元宝 雨界 Dlge M4-部 判読困難 政和通宝 日本 表採 1ヽ37

3 遺構外出土遺物
(1)土師質土器・陶磁器・石製品
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遺構外出土遺物観察表

コ版番号 器  種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手法の特徴 胎土,色調・焼成 備   考
図７７

・

第 内耳形土器

(土師質土器)

A(334)
B〔 100〕

体部は,内脅気味に立ち上がり,日縁部
に至る。日縁部は,大きく開いて,内弩
して立ち上がる。国唇部は,平坦。口縁
下端に凹帯が周回している。耳は, 3か
所に残存。

内・外面共横ナデ

耳接合
細砂

浅責橙色

普通

畷
線
Ｐ３２

第77図

2

内耳形土器

(上師質土器)

A(321)
B〔 82〕

体部上位は,内鸞しながら立ち上がり,
国縁部に至る。口縁部は,大きく内弩し
て立ち上がる。耳 2か所残存。

内・外面共横ナデ

耳接合
細砂

淡黄色

普通

賜
助
Ｐ３６第77図

3

内耳形土器

(上師質土器)

A(346)
B〔 115)

体部は,ほぼ外傾して立ち上がる。口唇
部は,平坦。耳は, 1か所残存。

内・外面共横ナデ

耳接合

母

色

通

雲

橙

普

15%
SY-6
体部内・外面に鍋昌付

着

P6
図７７

４

第 内耳形土器

(上師質土器)

A(344)
B(70〕

口縁部片で,内彎気味に立ち上がり,国
唇部は,平坦。耳 1か所残存

内・外面共横ナデ

耳接合

細砂

明褐灰色

普通

10%
E3島

外面に鋼墨付着

P30
図７７

５

第 内耳形土器

(土師質土器)

A(311)
B〔 62〕

口縁部は,内彎しながら立ち上がる。口
唇部は,平坦。耳 1か所残存。

内 。外面共横ナデ

耳接合
細砂・石英
にぶい橙色

普通

畷
恥
Ｐ３５第77図

6

甕

(土師質土器)

B〔 78〕

C(246)
底部は,平底で,胴部は,外傾して立ち
上がる。

内・外面共横ナデ 細砂・雲母・石英

橙色

普通

嘱
助
Ｐ２７第78図

7

内耳形土器

(上師質土器)

A(308)
B〔 142〕

体部は,内彎気味に立ち上がり,口縁部
に至る。口縁部は,ほぼ直線的に外上方
に立ち上がる。国唇部は,平坦。

内・外面共横ナデ 細砂
にぶい橙色

普通

10%
E2i2

外面に鍋墨付着
P24

図７８

８

第 鉢

器

悟
陶

A(312)
B〔 81)

胴部片で,内彎しながら外上方に立ち上
がる。筋は 7本で 1組。

横ナデ (胎土)砂粒・雲母
(釉 )にぶい褐色

(焼成)良好

嘲
Ｅ２ｃ３
Ｐ２６図７８

９

第 炉

器

香

陶
A107
B 29
C 53

平底で,体部は外傾しながら立ち上がり,
体部上位で外反する。底部内面にボタン

状の貼り付け,体部外面にロクロ痕,口
縁部内面に施釉。

水挽き

横ナデ

底部回転糸切り

(胎土)灰白色

(釉 )極暗赤褐色

(焼成)普通

賜
歎
Ｐ・３

第78図

10

皿

(陶 器 )

A 99
B 21
C 46

平底で,体部は外傾し,ほぼ直線的に立
ち上がる。外面にロクロ痕がみられる。
体部内・外面に一部施釉。

水挽き

横ナデ

底部回転糸切り

(胎土)浅黄橙色

(釉 )暗赤褐色

(焼成)普通

採表琥
鰺
Ｐ・．第78図

11

皿

(陶 器 )

A 78
B 17
C 47

平底で,底部外面がやや窪み,内面が凸
レンズ状を呈する。体部は,外傾して立
ち上がる。体部に施和。

水挽き

横ナデ

底部回転糸切り

(胎土)黒褐色

(釉 )灰黄褐色

(焼成)普通

既
線
Ｐ２第78図

12

皿

(上師質土器)

A 66
B 19
C 51

平底で,体部は外傾しながら立ち上がる。水挽き

横ナデ

底部回転糸切り

色

砂

褐

通

細

里
霊
日

露
仲

２

・００
勁
Ｐ．

第78図

13

内耳形土器

(土師質土器)

A(354)
B〔 148〕

体部は,内鸞気味に立ち上がり,日縁部
は,大きく開いて内脅気味に立ち上がる。
日唇部は,平坦。

内・外面共横ナデ 細砂

灰白色

良好

20%
D2a3

内。外面共に鍋墨

付着
P22

第78図

14

内耳形土器

(土師質土器)

A(360)
B〔 98〕

体部は,外傾して立ち上がり,口唇部は,
平坦。

内・外面共横ナデ 細砂
にぶい橙色

良好

10%

表採

外面に鍋墨付着
P25

第78図

15

内耳形土器

(上師質土器)

A(348)
B〔 110〕

体部は,ほぼ直線的に立ち上がり,日縁
部は内鸞気味に口唇部に至る。口唇部は,
平坦。外面に鍋墨付着。

内 。外面共横ナデ 細砂 。刀ヽ際
にぶい橙色

良好

賜
麹
Ｐ２３
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図版番号 器  種 法量 (cm) 器 形 特 徴 手法の特徴 胎上・色調・焼成 備  考

第78図

16

内耳形土器

(土師質土器)

A(344)
B186

底部は,平底で,体部から口縁部にかけ
て,内弩しながら立ち上がる。口唇部は,

平坦。耳の接合部の痕跡わずかに 1か所

残存。

内・外面共横ナデ 綱砂・雲母
にぶい橙色

普通

45%
E2i5

外面に鍋墨付着

P44

第78図

17

内耳形土器

(上師質上器)

A(354)
B〔 74)

口縁部片で,内彎気味に立ち上がる。口

唇部は,平坦。耳は, 1か所残存も
内・外面共横ナデ

耳接合

細砂,ス コリア

にぶい橙色

普通

賜
Ｅ２，２
Ｐ３４

第78図

18

内耳形土器

(土師質上器)

A(356)
B〔 53〕

口縁部片で,日縁部は,外傾して立ち上
がる。口唇部は,平坦。耳は,1か所残存。

内・外面共横ナデ

耳接合

綱砂
にぶい黄橙色

普通

10%
E2,9

外面に鍋墨付着

P39

第78図

19

内耳形上器

(土師質土器)

A(344)
B〔 68〕

口縁部片で,国縁部は,内彎気味に立ち
上がる。日唇部は,平坦。耳は, 1か所
残存。

内・外面共横ナデ

耳接合

細砂・石英

にぶい橙色

普通

呪
Ｄ２ｈ５
Ｐ３７

第78図

20

内耳形土器

(上師質上器)

A(350)
B〔 53〕

口縁部片で,口縁部は,内鸞しながら立
ち上がる。口唇部は,平坦。耳は, 1か
所残存。

内・外面共横ナデ

耳接合

細砂
にぶい褐色

普通

10%
E2gl

外面に鍋墨付着

P38

第78図

21

皿

(土師質土器)

A(148)
B 32
C(53)

体部は,内彎気味に大きく開いて外上方
に立ち上がる。

水挽き

横ナデ

綱砂
にぶい黄橙色

普通

賜
隷
Ｐ・２

第79図

22

仏 花 器
(陶 器 )

B〔 80〕

C 70
底部は平底である。胴部は,強 く張つて

球状を呈し,脚は,広がる。脚部下半露
月台。

水挽き

横ナデ

底部回転糸切り

(胎土)明赤褐色

(釉 )灰オリーブ色

(焼成)良好

80%
SY-2
瀬戸
P8

第79図

23

碗

ナ

付

器

台

陶

一鼠
く

B〔 33〕

C 58
底部片で,高台は,直立気味に立ち上が

り,胴部下位は,丸味をおびて立ち上が
る。畳付は露胎。

水挽き (胎土)灰 白色

(釉 )淡黄色

(焼成)良好

聰
Ｃ２ａ８
癖
Ｐ４

第79図

24 器 )

皿

(陶

B〔 05〕

C 46
おろし目皿で,平底。底部内面には箆に
より格子状のおろし目が刻まれ,一部施
釉。

水挽き

底都回転糸切り

(胎土)淡黄色

(釉 )オ リーブ灰色

(焼成)普通

暖
助
Ｐ４２

第79図

25

小 型 壺
(土 師 器 )

B(21〕
C 36

童部片。胴部下位は,内彎気味に立ち上
bゞる。

内・外面共横ナデ。

底部回転糸切 り。

底面に幅 l Eull前後

の平行沈線が 7条

のこる。

粒

色

通

細

橙

普

賜
Ｅ２，５
Ｐ２０

第79図

26

炉

器

香

陶

・１

４

５

Ａ

Ｂ

Ｃ

底部外面は,丸味をもって立ち上がり,
国縁部は直立気味に立ち上がる。口縁部

内・外面に施釉

水挽き

横ナデ

底部回転糸切り

(胎土)にぶい黄橙色

(釉 )墨褐色

(焼成)良好

嘲
鰊
隷
Ｐ‐４

第79図

27

土   瓶
(陶 器 )
A(84)
B〔 27〕

胴部片で,内傾しながら立ち上がり,国
縁部に至る。口縁部は,短 く直立する。
胴上位に「耳」の痕跡あり,外面に施釉。
外面に曲線文が描かれている。

水挽き (胎土)褐色

(釉 )黒色

(焼成)良好

嘲
Ｂ２ｆ９
Ｐ４７

第79図

28

不   明
(上師質土器)

B〔 13〕

C 25
用途不明の上師質上器。平底で,体部は

内傾気味に立ち上がる。

横ナデ

底部回転糸切り

細砂
にボい橙色

普通

賜
辣
Ｐ５２

第79図

29

高 台 付 皿

(須 恵器 )

B〔 20〕

C(55)
破片で,体部は,内脅気味に立ち上がる 水挽き

高台賠り付け

内 。外面共横ナデ

砂粒・細砂・礫

灰色

普通

賜
隷
Ｐ２‐

第79図

30 器 )

甕

(陶

B〔 55〕

C(150)
破片で,底部は,平底で,胴郡は,外傾
しながら外上方に立ち上がる。

外面縦位のヘラナ (胎土)4ヽ礫

(釉 )灰色

(焼成)普通

蜆
Ｅ３ｇ２
Ｐ４‐
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第79図 遺構外出土遺物実測図 13)

遺構外出土石製品一覧表

0              1ocm

ii!`::::iSミことこ

図版番号 器 種
大    き   さ

重 量 (g) 石  質 出土 地 点 備 考最大長 (cm) 最大幅 (cln) 最大厚(cln)
弔 79号
Rl 硯 7.3 4.5 74.5 頁 岩 E2dl Ql

砥  石 7.1 粘板岩 表採 Q6
宝筐印塔 20,7 つ

０ 13.2 3707.2 砂 岩 D3cl Q8
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第 4章 ま
Ｌ
Ｇ

今回の調査により,沢田遺跡からは,釜屋 8か所,カ マド7基,カ マド状遺構 4基,鹸水槽
114

基,土樋29条,ホ坑 2基 と,木製の
『

振や陶磁器・古銭などが検出されている。遺構については,

他遺跡の調査事例や当地方に残る史料,あ るいは出土遺物 (木製の柄振)や当遺跡が海岸の砂
丘

上という立地条件及び岩石・土壌分析などを検討した結果,製塩遺構として間違いないものと思

われる。

ところで,塩は,人間の生活に欠くことのできない貴重なものであるが,日本では昔から,海

水より「献水」を採る「採誠」と,「鹸水」を煮つめて塩の結晶をつくる
「煎蒸」という2つの工

程からなる製塩法が行われてきている。そして,こ の製塩は,古来それぞれの地域の海潮
・気象・

地質・地形などの自然条件に適応しながら,い ろいろな方法で行われ,生産力を高めるための努

力と工夫がなされて発展を遂げてきている。そこで,沢田遺跡の製塩法を考察した上で,調査に

よって明らかになった事実と問題点について遺構・遺物ごとにまとめることにする。

第 1節 製塩略史

製塩の歴史は,表 3か らもわかるように古くは,縄文時代にさかのぼると言われている。土器

を用いた塩づくりは,関東地方の霞ヶ浦沿岸 (広畑貝塚
。前浦遺跡・法堂遺跡)で始まったと考

えられていを。その後,東北地方の松島湾沿岸から陸奥湾沿岸にいたる広い範囲に伝わつたこと

が知られている。それ以降の製塩土器は,各地で見つかつているが,瀬戸内や九州では古墳時代

末から奈良時代までに消滅し,その他の地方では,奈良時代に盛んに行われ,平安時代まで存続

する。

9世紀になると,藻塩焼きから塩の付着した砂を利用する塩浜が出現してくる。塩浜は,揚浜

と入浜の 2系統に大別され,製塩原料の海水を人力で汲み揚げる方式の塩浜を揚浜といい,干満

の差を利用して海水が自然に浜地盤に供給される方式を入浜という。前者は,千満差の小さ
い,

日本海沿岸と波浪の荒い太平洋岸に多い。後者は,干満差のある波静かな内海や入江の奥,あ る

いは河口等の干潟の発達した場所で,瀬戸内海,九州一円に分布し,伊勢湾
。東京湾 。仙台湾等

でも行われた(第80図 )。 近世になると,播州赤穂を中心に大量生産に適した入浜製塩法が取り入

れられて普及したのである。

茨城の製塩について,奈良時代になると「乗濱里東,有浮嶋村,長孟菩該,四海絶海,山野交錯,

戸一十五姻,里七八町餘,所レ居百姓,火レ塩為レ業,………」とあり,当時製塩が行われて
いたこ
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(4)

とが『常陸國風上記』に記されている。中世から近世にかけて庇島灘沿岸で行われていた製塩法

は,前記したとおり,太平洋側の外海に面した波の荒い海岸の立地から,主 として自然浜におけ
(5)

る揚浜式製塩が行われていたことが『大野村史』からもうかがえる。揚浜式製塩については『大
(6)

日本塩業全書』に「塩田ハ地盤ヲ作ラス天然ノ海岸砂浜二委シ殆 卜加エセス」とあるように自然

の砂浜にほとんど人工を加えず,単に満潮面よりやや高い砂浜を採賊地 (塩田)と して,製塩の時

期 (夏季)が くると地盤の高低をならし,砂浜の塵芥を除き,清掃して採戯地としたものである。

今回調査した沢田遺跡からは,塩田と思われる地盤は検出できなかったが,当遺跡の立地を考

慮すると,当時は,当遺跡の東側の海岸沿いを塩田として採献を行っていたものと思われる。こ

れらのことからも,沢田遺跡の製塩方法としては,揚浜式製塩 (自然浜系)が行われていたもの

と考える。

塗浜の分布 揚浜の分布

■■I人工地盤の塩田

'つ′
・入浜の分布図

那珂湊市

圧E]塩田

第80図 揚浜
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第 2節 遺構

1 釜屋

当遺跡から検出された釜屋は,第 1～ 4・ 7～ 10号製塩跡からの 8か所で,主に調査区の東側

を中心に,ほぼ南北に一直線上に並ぶような形で第 1・ 2・ 4・ 5。 7号釜屋が構築されていた。

また,第 1号釜屋の西側からは第 3号釜屋が,第 7号釜屋を挟むように東・西側に第 6・ 8号釜

屋が構築されている。

釜屋の平面形状・規模等が明瞭な遺構は,第 6・ 8号釜屋であり,次に黒褐色上の地盤や鍼水

槽の配置などにより推定可能なものは,第 1・ 2・ 4・ 5・ 7号釜屋であり,第 3号釜屋につい

ては不明である。平面形状・規模は,こ れらの推定可能な遺構を含めて,長軸8.02～ 14.2m・ 短

軸7.3～ 123mで,長方形状 6か所,六角形状 1か所である。なかでも,第 8号釜屋は,当遺跡の

中では極めて遺存状態の良い遺構の 1つ である。地盤については,部分的に不明なものもあるが,

確認できたものは 7か所であり,灰・焼土粒子・炭火粒子・貝殻片などを含む黒色土・黒褐色土・

黒色砂上で構築されている。厚さは,20～ 140cmで ,平均すると60cmほ どである。また,釜屋の地

盤の標高は,表 4をみると,南側に位置する第 3号釜屋が896mで最も高く,北側にいくにしたが

い次第に低くなり,北側に位置する第 6～ 8号釜屋が4.38～ 5,04mで,最 も低いことがわかる。

長軸方向は,表 4か ら第 6～ 8号釜屋がN-2° 一E・ N-6° 一E・ N-7° 一Eで,いずれもが北

方向を指している。また,第 4号釜屋の第 1号カマドの長径方向がN-0°,第 5号釜屋の第 3号

カマドがN-5° 一Eで北方向を指しており,残 りの釜屋もカマド及びカマド状遺構が円形状を呈し

ていることや,賊水槽の配列などから同方向を指しているものと思われる。

釜屋内の施設には,カ マド・カマド状遺構 。鍼水槽・土坑が含まれる。カマドは,釜屋のほぼ

中央部か,やや北寄りに構築されている。カマド状遺構については,第 1・ 3号カマド状遺構が,

ほぼ中央部に,第 2号カマド状遺構は,中央部よりやや北西側に,第 4号カマド状遺構は,中央

部よりやや北側寄りに構築されているものと思われる。

献水槽は,長軸1.7mほ どのものが 2～ 11基含まれる。特に,第 1号釜屋内の献水槽は重複が激

しく11基あり,当遺跡の釜屋の中では,極端に多い遺構である。最も少ないのは第 3・ 8号釜屋

の 2基である。一般的には, 2～ 3基前後である。

献水槽の釜屋における配列は,第 1・ 3号釜屋の第41・ 42・ 99号献水槽を除いては,全て釜屋

の東側から南側にかけて検出されており, 1つ の規則性が窺える。

上坑については,第 6号釜屋のみしか検出されていないので,他の釜屋を構成する遺構群とは

別種のものである可能性が高い。
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ピットが検出されたのは,第 7・ 8号釜屋のみで,他の釜屋からは,遺跡が砂丘地帯に存在す

る特殊性からか,確認が困難で検出することはできなかった。

出土遺物は,ほ とんどなく,わずかに第 7号釜屋の覆土上層から人頭大の赤化した石が十数個

出土しているだけである。

表 4か らや前記した第 8号釜屋の構築例からも,第 3号釜屋を除いては,黒褐色土等で砂上に

釜屋の地盤を構築されていることがわかる。カマドは,中央部から北側に構築し,その東側から

南側に長軸1.7mほ どのとヒ較的小型の試水槽を数基設置している。特に,第 8号釜屋の南側の広場

は,燃料置場,居出場,貯塩場として,あ るいは,作業場としての空間と想定される。また,釜

屋の上屋構造については,痕跡を示す丸太等の遺物が残っていないが,前記したとおり第 7・ 8

号釜屋にピットが検出されており,上屋が構築されていたものと思われるが,そ の構造について

は不明である。

2 カマ ド

当遺跡から検出されたカマドは, 7基で,釜屋の中で述べた第 3～ 8号釜屋内の中央部かある

いは,やや北側よりから検出されている。

平面形状・規模は,表 5か ら長径2.56～5.3m。 短径183～5.04mで,精円形状を呈するもの 4

基,円形状を呈するもの 3基で,なかでも第 7号釜屋の第 2号カマドについては,規模を縮小し

て作 りかえており,円形状から楕円形状への変化が認められる。規模の最も小さいカマドは,第

3号釜屋の第 6号カマドで,最大のカマドは,第 8号釜屋の第 4号カマドである。特に,第 4号

カマドは,当遺跡の中で最も遺存状態の良いカマドであり,黒色上が厚さ25～60cm,高 さ29～35

cmの規模で,南側の焚田部と思われる幅約 2mを 除いて周回しており,カ マドの袖部にあたるもの

と思われる。また,第 5号釜屋の第 3号カマドの火床と思われるにぶい橙色の砂の中からは,赤

表 4 釜屋一覧表
釜屋
番号
位 置 長軸方向 平面形 地盤の覆上・厚さ(cm) 釜屋内施設 標高|・ | 備  考

l E3h2 (長 方形状 )
オ リー ブ 黒 色 上・ 黒 色
上 22～ 140平均 81 第 1号製塩跡

2 E2a。 (長 方形状 ) (109 (94)
黒 色 砂 上 15～ 75
平 均 45 第 2号製塩跡

3 E2di SN48・ 99 第 3号製塩跡

4 D2c9 (長 方形状 )
黒 帽 色 ± 60
平 均 60

SH l
SN 14-17・ 27 第 4号製塩跡

5 C2c8 (長 方形状 )
黒 褐 色 土

厚 さ不 明

SH 3
SN39。 40,56 第 7号製塩跡

6 B3fl N-2°一E 六 角 形 状 黒褐色砂土
SH5
SK l・ 2 第 8号製塩跡

7 B2亀 N-6°一E 長 方 形 状
灰 樗 色・黒 褐 色 上

平 均 80

SH2-A・ 2-B
SN61・ 104・ 106

第 9号製 塩 跡
ビ ッ トー 6本

8 B2e3 N-7°一E 隅丸長方形状 黒色 ± 20～ 50
平掏 15

SH 4
SN66・ 77

第 10号製 塩 跡
ピ ッ トー 7本
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化して硬い粘土ブロックが検出されていることから,袖部の存在したことが窺い知れる。その他

のカマドからは,袖部の痕跡を示す赤化した粘土ブロックなどは検出されていないが,前記した

カマドの形態やカマドの燃焼効率などを考慮すると,他のカマ ドについても土手状に袖部が構築

されていたものと考えることが自然と思われる。

長径方向は,楕円形状を呈するものはいずれも北方向を指しており,円形状を呈するものも北

方向を指すものと考えられることから,釜屋の長軸方向とほぼ同じ向きを指している傾向がみら

れる。

カマドの覆土は,灰層の堆積厚が37～ 110cmで ,焼土粒子・炭化粒子を含む黒褐色土や灰を多量

に含む灰白色や灰黄褐色の灰が堆積している。火床 と思われる砂は,赤変したり,にぶい橙色に

変色しているものが多い。第 2号カマドは,火床が二重に残存していることから,作 りかえが行

われたものと思われ,新 しい方を第2-A号 カマド,古い方を第2-B号カマドとして調査を実施 し

た。特に,第2-A号 カマドについては,火床 と思われる貼 りかえた粘上がにぶい黄橙色に変色し

ている。また,第 1・ 3号カマドの灰層が何層にもわたってレンズ状に堆積していることから,

これらのカマ ドは長期間使用されたものと思われる。

カマドからの出土遺物は,極めて少ないが,第2-A・ 3号カマドからは, 5点 の「 L」 字状を

呈する鉄製品や赤化した海岸の石が多数出土している。第 5号カマドからは,多数の赤化 した海

岸の石の間から完形の徳利 1点 と,主 に北壁際から多数の鉄片が出上している。鉄製品は,第2-A・

3号カマド覆土から出土し,その形状や,表面に灰が多量に付着し灰白色に変色した細か くても

ろい貝片がこびり付いていることから,釜を釣 り下げた金具の一部と思われる。もし,こ れらの

鉄製品が釜を釣 り下げた金具の一部であるならば,第2-A・ 3号カマドでは土釜か石釜が使用さ

れていたものと推定される。

表 5 カマ ドー覧表
カマ ド
番号

位置 長径方向 平面形 深さ4れ 覆土 標高tlJ 出土遺物 備  考
tll 制

1 D2c8 N-0° 楕 円 形 自然
第 4号製 塩 跡
(第 4号釜 屋 )

2

A B2fa N-0° 楕 円 形 自然 鉄製品3・ 石3

柳中
抑彿

B B2f8 円 形 状 自然 そ:2
嘉 2-Aは 第 2-ISよ り
新 しい

3 C2c8 N-5°一E 楕円形状 自然 鉄製品2 (第 5号釜崖 )

4 E2d3 円   形 53 自然
第 10号製 塩 跡
(第 8号釜 屋 )

5 B3fI N-3°一E 楕  円 形 自然
偲 本Hl・ 石 多 数
鉄 片 多 笠

第 8号裂 塩 跡
(第 6号釜 屋 )

6 E2di 円 形 状 自然 (第 3号釜 屋 )

深さは遺構確認面から火床までの深さ

―-154-―



3 カマ ド状遺構

当遺跡から検出されたカマド状遺構は,調査区の南東部に位置する第 1号製塩跡内から3基 ,

第 2号製塩跡内から 1基の計 4基が,釜屋と想定される中央部から北側にかけて検出されている。

これらの遺構の平面形状と規模を表 6か らみると,第 1号製塩跡内の第 2号カマド状遺構は,

長径3.76m,深さ65cmで,他の第 1・ 3・ 4号カマド状遺構が長径425～4.66m,深さ88～ 144cm

であるのに対して比較的規模が小さい。平面形は,円形状と楕円形状が各 2基ずつである。また,

これらのカマド状遺構は,砂地を掘つた上に炭化粒子・貝殻片・粘土ブロックなどを含む粘りの

ある黒色土や黒色砂土などを厚さ15～145cmに固く貼つて構築されているが,カ マド状遺構の覆土

からは,灰及び焼土等は少なかった。一方,第 1号カマド状遺構の南側の釜屋と想定される地盤

は,炭化粒子・灰ブロック及び焼け砂などを含む黒色土や灰黄褐色上が版築されている。カマド

状遺構と賊水槽との位置関係については,第 2号カマド状遺構を除いては,大半の餓水槽が,カ

マド状遺構の東側から南側にかけて検出されている。

以上のことをふまえて,カ マド状遺構の役割を考えてみると,カ マド状遺構の調査時点では大

型賊水槽と考えて調査をすすめた。しかし,カ マド状遺構は,他の献水槽にみられるような黄褐

色の粘上が貼られていないことや,第 1号カマド状遺構の底面直上の土壌分析結果によるとサン

プリングした土壌の塩分濃度が比較的低いということが判明しており,大型献水槽ではないと思

われる。カマド状遺構の覆土に灰や焼土などが含まれず,火を使用した痕跡は少ない。しかし,

第 4号カマド状遺構を除いて, 3基のカマド状遺構の存在する第 1号釜屋の南側の地盤からは,

灰 。炭化粒子などが出上しており,第 1号カマド状遺構に近接して出上した赤化した石の分析結

果をみると火熱を受けていたことが判明した。また, これらのカマド状遺構は,献水槽との位置

関係などがカマドと鍼水槽との位置関係と極めて似ている。以上のことを考慮すると,カ マド状

遺構は,第 1～ 6号カマドと同様の機能を有していたものと考えられる。

表 6 カマ ド状遺構一覧表
カマド状
遺構番号

位置 長径方向 平面形
規  模

深さ働 覆土 標高tlv 出土遺物 備  考
民径似 C径 6J

1 E3g2 円形状 4 66 自然
第 1号製 塩 跡 (第 1号釜 屋

'SX2・ 3と 重 複

2 E3gl N-60°一 Vヽ 楕円形状 自然
第 1号製塩 跡 (第 1号釜屋 ,
SXl,SN5。 43と 重複

3 E3h2 N-58°一W 楕円形状 自然
第 1号製塩 跡 (第 1号釜屋 )
SXlと 重複

4 D2う。 円形状 自然
第 4号裂 塩 朋

`第
2号釜 屋 )
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4 戯水槽
当遺跡から検出された戯水槽は,114基 である。これらの鍼水槽は,第 1～ 7・ 9～ 11号製塩跡

に属している。賊水槽は,第 4号製塩跡からは28基で最も多く,次いで,第 2号製塩跡の18基 ,

第11号製塩跡の17基の1買で検出されている。馘水槽の中には,釜屋内に付属するものや,餓水槽
どうし重複するもの,あ るいは,後述する土樋と接続しているものなどもみられる。

賊水槽の中からの出土遺物は,極めて少なく,木製の柄振 3点の他に,丸太・竹などの一部と,

内耳形土器片や人頭大の石がわずかに検出されただけにすぎない。

これらの餓水槽は,様々な形態をもって存在し, これらを遂一詳細に検討することは困難であ
るが,第 3章第 1節の 2で述べた分類基準に基づいて行った形態分類集計表 (表 7)に従つて概

略を述べ,更に,賊水槽一覧表 (表 8～ 17)・ 賊水槽規模平均一覧表 (表20)を もとに各製塩跡ご

との献水槽の特徴を述べることにする。

表 7 鍼水槽形態分類集計表

粟
I Ⅳ V Ⅵ

計A B C D A B C D A B C D A B C D A B C D A B C D

1

a 1 3 1 ユ

b

C

d

旭ヽ 計 1 3 1 1

2

a 8 1 3 2 l

b 16 2 7 1 1

C 4

d

打ヽ 計 1 ユ 7 2 1 1

a 1 1 2

b 6 1 3

8 1 2 1

d 1 1

月ヽ 計 15 1 5 1

a 2 2 2 7

b 2 3 5

C 6 1 7

d 2 2

灯ヽ 計 1 2

合 計 56 6 1 2 3 5 1

(形態分類不能■基含まず)
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100%

100%

C

D

100%

第 81図 鍼 水 槽 形 態 分 類  楕円形状―楕円形・不整精円形,長楕円形卜 長楕円形・不整長精円形
円形状―円形・不整円形,長方形状―長方形・不整長方形 。隅丸長方形
方形状一方形・不整方形・不整隅丸方形

○平面形

第81図に示したように,平面形は, I類 (楕円形状)に属するものが65基で,全体の63%を 占

め,次いで,H類 (長楕円形状)とⅣ類 (長方形状)に属するものが各々12基の12%,Ⅲ類 (円

形状)が 9基の 8%,V類 (方形状)が 4基の4%,Ⅵ類 (不定形)が 1基の 1%と なっている。

当遺跡から検出された鹸水槽は,半数以上が I類に属するものであり,各製塩跡内の鹸水槽に

最も一般的にみられるものである。H類に属する誠水槽は,大・小 2種類存在し,規模の小さい

ものは,第 1号製塩跡内の 1基 (SN5),第 4号製塩跡内の 3基 (SNll・ 14・ 15)の計 4基で,

表 8・ 11か らもわかるように,こ れら4基の航水槽の規模は,長径1.88～ 2.01m。短径0.46～ 0,83

m,深さ14～26cmである。第11号賊水槽を除いて,釜屋内と思われるところから検出されている。

A B

2 3 4 ■
日
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特に,第 5・ 14号鹸水槽の底面直上には,細かく砕いた灰白色の多量の貝殻片が密に敷きつめら

れた状態で検出されており,規模や配列などから考えて,第 15号戯水槽を含めて居出場としての

役割を果していたものと思われる。しかし,第11号戯水槽については,カ マドから離れているこ

とや底面に貝殻片が検出されていないことなどを考慮すると,賊水を溜める鹸水槽と考えておい

た方が良いのかも知れない。

一方,規模の大きいものは,調査区の中央部から北側にかけての第 7・ 9・ 10・ ■号製塩跡か

ら検出されている。中でも,平面形状が,第11号製塩跡の第68号馘水槽で,長径5,92m。短径1.52
(7)

m,深 さ85cmの長楕円形を呈し,いわゆる「土舟」状を呈しているのがみられ,他の賊水槽とは形
状を異にしていることが注目される。

O断面形

第81図に示したように,断面形はA類 (逆台形状)に属するものが86基で全体の83%を 占め,次
いで,B類 (皿状)の 14基の14%,D類 (ロ ート状)の 2基の 2%,C類 (袋状)の 1基の 1%の
順である。当遺跡から検出された餓水槽の大半は,断面形が逆台形状を呈するA類で,各製塩跡内

の航水槽に平均してみられる。B類に属するものは,14基 と少なくなるが,第 1・ 2・ 4・ 5・ 7・

9。 11号製塩跡にみられ,浅い皿状を呈している。D類に属するものは,第 2号製塩跡内の第81・

103号賊水槽で,底面に比して,開田部が約3.5・ 2.6倍 もあり,当遺跡内の他の餓水槽と比較す

るとやや特異な存在である。C類に属するものは,第 6号製塩跡内の第53号誠水槽のみで,壁上位

がオーバーハング気味に立ち上がっている。

○規模

第81図に示したように長径や長軸の長さをみると, 2類 (lm以上 2m未満)に属するものが48

基で,全体の47%と ほぼ半数に近く, 3類 (2m以上 3m未満)に属するものが25基の24%, 4類

(3m以上)に属するものが21基の20%の )風であり,1類 (lm未満)に属するものは,9基の 9%
と比較的少ない。表20か ら各製塩跡内馘水槽の規模の平均をみると,第 5・ 6号製塩跡内誠水槽

は,平均 lm前後で最も小さく,次いで,第 1～ 4号製塩跡内賊水槽で,1.5～ 2m前後である。

第 7・ 9～ 11号製塩跡内馘水槽は,3m以上あり比較的大きい規模である。これらのことから,平
均規模でみると南側の第 1～ 6号製塩跡内賊水槽よりは,北側の第 7・ 9～ 11号製塩跡内鹸水槽

の方が大きくなる傾向がみられる。長径 。長軸の最小は0,3m,最大は5,79mである。

○深さ

第81図に示したように深さについてみると,b類 (50cm以上100cm未満)に属するものが44基で,
全体の43%と ほぼ半数に近 く,次いで, a類 (50cm未満)に属するものが33基の32%, C類 (100

cm以上150cm未満)23基の22%,d類 (150cm以上)属するものは,わずかに 3基の 3%で極めて
少なくなる。最も浅い賊水槽は,底面しか検出されなかったのを除くと第 5号製塩跡内の第34・
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35号鹸水槽で 5 cm,最 も深い鹸水槽は,第 11号製塩跡の第105号献水槽で153cmで ある。

○形態

前記した平面形,断面形,規模,深さの 4要素を組み合せて形態分類を行つた。その結果とし

て,当遺跡で最も多くみられる形態は,表 7か らIA2bの 献水槽が16基で全体の16%を 占め
ている。

次いで,IA2a・ IA3cの各々 8基で 8%,IA3b・ IA4cの各々 6基で 6%と なり,それ以外の形態を

示す鹸水槽はさらに少なくなる。これらの餓水槽で最も多く検出されたIA2bの 献水槽
の平面形は,

楕円形又は精円形状を呈し,断面形は逆台形状で,規模は lm以上 2m未満で,深さは50cm以上100

cm未満のものである。IA2bの タイプのものが当遺跡の標準的なタイプと考えられる。

最後に,各製塩跡内献水槽についての特徴を,前記した形態分類をふまえて述
べることにする。

当遺跡の中で最も多くみられた鹸水槽は,形態分類ではIA2bで ,遺跡の中央部を境にして,南側

に位置する第 1～ 5号製塩跡内にみられる。比較的規模が小さなものが多い第 5。 6号製塩跡内

鹸水槽も南側に含まれ,規模の大きなものは北側に含まれるという傾向がみられる。

長径 (長軸)方向については,確認できた104基の誠水槽について第82図をみると,第 1号製塩

跡では,北方向を指すのは 9基,東西方向を指すものは 5基である。第 2製塩跡では,北方向を

指すのは10基,北東方向 1基,北西方向 1基,東西方向 5基である。第 3号製塩跡では,北
。北

西方向を指すのは各 1基,東西方向を指すのは 2基である。第 4号製塩跡では,北方向を指すの

は10基,北西方向 3基,北東方向 2基,東西方向12基である。第 5号製塩跡では,北方向を指す

のは 2基,東西方向は 1基である。第 6号製塩跡では,北東・北西方向を指すのは各 1基である。

第 7号製塩跡では,北方向を指すのは 2基,北東方向は 3基,北西方向は 2基,東西方向は 1基

である。第 9号製塩跡では,北方向を指すのは 5基,北東
。北西方向は各 1基である。第10号製

塩跡は,北方向を指すのは 4基,北東方向は 1基である。第■号製塩跡では,北方向を指すもの

は 8基,北東方向は 5基,北西方向は 4基である。賊水槽の長径方向は,以上のようであるが,

第 4号製塩跡内の釜屋外の最も海岸に近い餓水槽の長径方向を一部取り上げて考えてみ
ると,第

21号鹸水槽はN-12° 一W,第 22・ 23号献水槽はN-17°一W,第24号誠水槽はN-0°,第 10号鍼水

槽はN-43°一Eをそれぞれ指しており, 5基の鹸水槽は,推定される第 4号釜屋 (第 1号カ
マド)

を中心にして取り囲むように位置していることがわかる。

当遺跡の航水槽は,北方向を指す献水槽が51基で,釜屋 (カ マド)及び海岸線にほぼ並行する

ように構築されているものが約半数近 くを占めている。試水槽は,長径 (長軸)方向については

北・北東・北西 。東西方向など各種のものがみられるが,第 4号製塩跡内鍼水槽の例にもみられ

るように,基本的には東側から南側にかけて釜屋をとり囲むように酉己置されたものと思われる。

その他,餓水槽の中には,底面が一方にゆるやかに傾斜しているものや凹みがあるものと,壁

中位に凹みがあるものとがある。底面に傾斜のみられるものは,第 1・ 5・ 6・ 10号製塩跡で各
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1基,第 4・ 7号製塩跡で各 2基,第 2号製塩跡で 3基,第 11号製塩跡は最も多く10基が検出さ

れている。底面に凹みのみられるものは,第 1号製塩跡の第 1。 85号賊水槽を上げることができ,

他の製塩明の航水槽にも若千みられる。このことは,残 り少なくなった献水を汲み上げ易くする

ように工夫が施されていたものと思われる。また,壁中位に凹みのみられるものは,第 4号製塩

跡の第29～31号鹸水槽で,コ ーナー壁に足場にしたと思われる凹みが作られて
いる。これは,鍼

水槽に亀裂が入り,献水漏れが生じた時の修理を行う際などに上がり下 りが容易なように工夫が
憾)

なされた痕跡か,あ るいは,献水が少量となった時に,餓水を汲み上げる足場にした可合をl■が考

えられる。

表 8 第1号製塩跡誠水槽一覧表

表 第2号製塩跡競水槽一覧表

蝉
需
位置
長径方向
(長軸)

平面形
規  模

深さta
粘上の
厚さta

壁 底 面 覆土 標高耐
態
類
形
分

備  考

1 E3h2 N-6°一 長 方 形 状 2 28 5 外 傾
中央 吾Lが
凹 む

自然 8 22 ⅣA3c
5N44・ bb。もう⊆g
福

2 E314 円 形 状 0 93 5 3-/10 なだらか 凹   凸 自然 8 07 H Bla

3 E3,4 一ヾ-88° 一―ヽ氏精 円 形 4-11 外 任 平   坦 自然 8 21 I A2b 3N4と 重複

4 E3i4 N-15°一和 楕 円形 状 2 06 1 63 5ヽシ14 なだらか 凹   凸 自然 7 93 I A3b SN3と 重複

5 E312 N-82°一 長楕円形状 0 62 4-12
lltJクトイ頃 平   垣 自然 7 79 HA2a SX3と 重 複

6 E3h4 -0° 長 方 形 状 2 07 1 57 4-11 外 傾 凹   凸 自然 7 78 ⅣA3b

E2hO -ヽ79°一W 楕 円 形 0 89 0 45 5´
フヽ16 なだらか 平   坦 自然 7 10 I Bla

E311 N-76°一 楕 円 形 71 5-9 るやか南～西 凹   凸 自然 7 16 I A2b

E3h2 N-87°一 長 方 形 1 08 4-8 外 傾
中ラぐ著Бが
凹 む

自然 7 12 ⅣA2b

E3h2 N-0° 方 形 状 4´Ψ9 外 傾 鍋  状 自然 6 96 V B2b 翻掲&門と重複

E3g2 N-3°一 楕 円 形 3-/6 外 傾 圏呑司`が 自然 7 82 I A2b
3N55・ 60・ 85と

E3h2 Ч-5°一 (精 円形 ) 不明
東西
1 23

界
制
”

”

内
粥 3´～7 外 傾 凹   凸 自然 7 20

SN44・ 55・ 85と
重複

E3h2 N ― -11 (精 円形 ) 1 30 3^ヤ8 外 傾 平   坦 自然 6 94 I A2a
SN l,44。 45
54・ 85と 重複

E3g8 N-0° (精 円形 ) 1 69 1 33 3-11 外 修 平   坦 自然 7 80 I A2c SN45と 重複

E3h3 -0° 楕 円 形 1 55 3-5 外 駐揮昇毒9 自然 I A2b SNl・
45。 54・ 55

と重 複

就水擢
番号
位置

長 径 方 向

(長軸 )
平面 形

規  模
深さい

粘 上 の

厚 さ C0
壁 底面 覆土 標高

形 態

分 類
備  考

u。
1辞

'

E3c3 ヾ― ― ∬ 長 方 形 4-12 釘壁垂直 ,そD他外傾
北 側 か ら南
倶Jに 傾斜 自然 6 38 ⅣA2b

E3b2 N-68°一 惰 円 形 2 22 2 00 3-11 か その他 は外 平   坦 自然 6 86 [D3c
「宮]i::;!ξナiミユ:I旅を

E3dl N一 7 ― W 楕 円 形 1 86 4～8 圏絡 t督 平   坦 自然 6 78 I A2b ナー)底面
よ り58cm

E2d。 ―ヾ-0° 長 方 形 状 4-18
、
の

か
ォ

ヤそ

ら
凸

一
か
だ
凹

い
ら

な
よ

一
獄
鰈
潮

一

凹   凸 自然 7 28 ⅣA2b

E3cl 円 形 なだらか 平   坦 自然 7 29 HI B2a
黒褐 色 の厚 さ

`3～
7cln)
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E3bl N-81°一輛 楕 円 形 2 29 東～西
81～ 123
6-2文 盆格その他は平   坦 自然 6 83 I A3b

E3d0 N-38°一 楕 円 形 1 22 4-8 なだらか 平   坦 自然 6 96 I B2a

E3cl N-90° 楕 円 形 2 40 6-Z23 外 傾 平   坦 自然 6 91 I A3c

E3d3 N-34°一W 精 円 形 0 97 ◆68 7 7ヽ彰16 穴林占二津,`そ
Jヒ 例 か ら 南
償1に 傾 斜 自然 6 65 I Bla

E3d2 N-80°一 長 方 形 0 92 5-ヤ 17
雨壁 不 明
外傾 喬梨俗鳥西自然 6 61 ⅣA3b

E3a2 N-0° 楕 円 形 1 23 0 97 3ヽψ10 外 傾 尚梨桧鳥南 自然 7 11 I A2a
E3al <-11°一 楕 円形 状 1 72 6-18 外 傾 霙喬冦R南 自然 711 I A2b

E2bO W― 9° ― 恥 楕 円 形 1 23 0 71 2-6 外 傾 平   坦 自然 6 80 I A2a

E2b。 -ヾ7°一 (楕 円形 ) 3^シ 16 外 傾 歩喬誠奢争自然 7 12 I A2b SN108と 重複
E2bO W-87°一= 楕 円 形 2 03 1 58 3-6 賜腑 わか平  坦 自然 I D3b

E2b。 N-10° 一W 楕 円 形 1 89 2ヽシ10 なだらか 平   坦 自然 I A2b SN102と 重複

E2aO N-10°一 楕 円形 状 1 69 4-6 外 イ頃
中 央 音Бが
凹 む 6 86 〔A2b SNl■ と重複

E2aO N-0。 楕 円 形 北 ～ 南 3-26 垂 直 平   坦 自然 6 52 I A2b SN109と 重複

表10 第 3号製塩跡鍼水槽一覧表
試水IL
番号 位 置

長径 方 向
(長 軸 ) 平面形

規  模
深さtw
粘 上 の
厚 さ Crll 壁 底面 覆上 標高∩

態

類

形

分 備  考R全脚)

E2di N-0° 楕 円 形 6^ツ 18 外 傾 平   坦 自然 9 12 I A2b

E2gG W―-63°一―W 楕 円 形 1 15 0 81 4-11 外 傾 平   坦 自然 8 48 I A2b

E2f2 <-90° 楕 円 形 1 15 3-10 池譜ど倉島、に 凹 み (40× 自然 8 30 I A2a
ElcO W-90° 長 方 形 状 7ヽツ10 外 傾 皿  状 自然 8 90 ⅣA2b

表11 第 4号製塩跡鍼水槽一覧表

岬
需
位置

長 径 方 向
(長軸 ) 平面形

規  模
深さιお
粘上 の
厚 さ en 壁 底面 覆土 標高ω 孫髪 備  考長全

1絆
'

7 D2f8 N-51°一 和 精 円 形 2 12 1 75 5ヽヤ21 外 イ頃 平   坦 自然 8 06 I A3c

8 D2g8 N-90° 楕 円 形 17 4Z-18 外 傾 平   坦 自然 812 I A3c
9 D2h8 N-90° 楕 円 形 2 21 135 6^ν 13 外 傾 平   坦 自然 8 14 I A3c

D3gI <-43°――I 長 方 形 5-20 叱票登なだらか
ぞのllJの 壁舶 平   坦 自然 7 93 ⅣA2b

D2fO W-90° 長 楕 円 形 0 83 14 4´ シヽ20 なだらか 平   坦 自然 7 90 I B3a SN12と 重複
D3fO -ヾ90° 楕 円 形 2 77 &V10 4^ψ 12 外 修

西壁 凹 み あ
り.平坦 人為 7 93 I A3b SNllと 重複

D2eO N-90° 楕 円 形 3 32 2 37 4-25 外 修
西 壁 際 凹 む

平 坦 自然 7 99 I A4c

D2d9 N-87°一Ⅵ 長 楕 円 形 0 46 4^ψ 10 なだらか 平   坦 自然 7 48 H A2a SN15と 重複

D2d9 N-78°一Ⅵ 長 精 円 形 0 67 不 明 なだらか 平  坦 自然 HA2a 3N14と 重複
D2c9 N-51°一 楕 円 形 状 5ヽシ15 外 傾

甲央 首い四
む 自然 I A2c

17 D2c9 円 形 状 67-15 詣工轟藍空暫鍋 底 状 自然 7 06 HA2b
D2cO N-6°一 楕 円 形 状 2 67 185 7-24 外 傾

Jヒ組!か ら,衛
側へ傾斜 人為 7 72 I A4d 二重底

D2g9 N-69°一れ 楕 円 形 (141 4-13 外 傾 平   坦 自然 7 94 I A2b 整 が 撹 舌しを 受 け て

D2ag N-35°一W 隅 丸 方 形 1 47 5^シ17 外 イ頃
中央部 に
イ頃斜 自然 7 10 V A2b
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D2a。 N-12°一W 楕 円形 状 0- 4⌒▼15 外 傾 平   坦 自然 I A2b

D2b。 N-17° 一恥 不 定 形 4-14 外 傾 平   坦 自然 7 52 ⅥA2b SN23と 重複

D3bl -17°一恥 楕 円形 状 2 76 +2-4 47-14
だ
傾
な
外
壁
他
北

か 平   坦 人為 7 40 I B3a
SN22と 重 複
南 東 部 低 い

D3cl -ヽ0° 精 円 形 3 19 12-81 7-12 外
際壁

い

南
低 人為 7 50 I A4b

底 面 10cmぼ ど低 く

D2ce N-13°一Ⅵ 楕 円 形 1 60 47-10 外 修 平   坦 自然 7 34

D2e8 N-90° 楕 円 形 2 60 2 07 3-/5 ナ ー 部 足 場 の 平   坦 自然 7 85 I A3d

D2es N-77°一W 楕 円 形 2 26 3～ 7 雷云茅テ避缶 平   坦 自然 I A3c

D2f3 N-90° 楕 円 形 状 2 09 4-19 ―ナ ー部 足 場 の 平   坦 自然 7 77 I A3c

D213 ―-10°一― 隅丸方形状 2 00 7-12 外 傾 平   坦 自然 V A3c

D2hO -0° 隅丸長方形 6-10 外 傾
凸 中 央 部 や

不 明 7 83 ⅣA2b

D2gO 〈―-80°一―Wヽ 隅丸方形状 1 23 6-10 外 傾 平   坦 自然 7 82 V A2b 底面多少凹凸あり

D2fO N―■°一W 精 円 形 1 56 6-14 外 傾 皿  状 自然 6 82 I A2c

D2e。 N-90° 楕 円 形 2 20 6⌒▼19 立 ち上 が り上 平   坦 自然 6 78 I A3c

D2cO N―■ 1°一 楕 円 形 1 69 3-74
北壁 なだ ら
か他外傾

llll 状 自然 6 89 I A2b

表12 第 5号製塩跡鍼水槽一覧表

位置
長 径 方 向

(長軸 )
平面形

規  模
深さとお

の

ω

土

さ

粘

厚 壁 底面 覆上 標高耐 孫姦 備  考
番号 唖酪′

朝全
冊
′

D2gc 円 形 7-9 外 傾 平   坦 自然 8 06 ⅢA2b

D2f3 N-5°一W 惰 円 形 4^ヤ 10 外 傾 平   坦 自然 8 26 I A2a

D2h2 N-15°一 楕 円 形 (1 4-13 外 十頃 らヨヒ側 へ傾 自然 8 23 I A2b

D2j! (円 形 ) 0 65 5 3-7 なだらか 皿  状 自然 8 36 III Bla

D2,O N-90° 楕 円 形 0 63 5 6-12 なだらか
状
凸
皿
凹 自然 8 31 I Bla

D2f2 円 形 03 6-29 北 壁 な だ らか 仙 は外 任
平   坦 自然 II Bla

D2e2 円 形 0 48 8-ヤ23
司ヒll唾直
南 側 外 傾

平   坦 自然 8 20 HIAla

表13 第 6号製塩跡餓水槽一覧表

位置
長 径 方 向

(長軸 )
平面形

規  模
深さta

簡上 の

享 さ Cn
壁 底面 覆土 標高tll

態

類
形
分 備   考

番号 員費翔

Dlg6 円 形 状 束西 長 87-14 外 イ頃 ゆるい起状 自然 6 62 ⅢA2a

Dl与 -61°一 楕 円 形 1 33 0 77 3-10 外 傾
南西壁 に向
って傾 斜 自然 6 42 I A2a

Dlf 円 形 1 07 4-15 平   坦 自然 6 34 IIA2a

Dli3 〈―-56°一―ヽヽ楕 円形 状 0 67 0 47 5-31 10-20 オーバーハング
中央 部 が

や や 高 い
自然 7 26 I Cla
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表14 第 7号製塩跡鍼水槽一覧表

岬
謡
位置

長 径 方 向
(長軸 ) 平面形

規   模
深さこれ

の

ω

土

さ

粘

厚 壁 底面 覆土 標高ll
形 態
分 類

備   考Hi帝
部

C2g。 N-30°一 長 精 円形 2-31 7-30 外 傾
北東壁から商
西壁に傾斜 自然 II A4a

C2eO N-7°一こ長 方 形 た 37 7-10 外 修 平   坦 妹
小

部 分 税 乱 を受 け

C2dO N-70°一W 長 楕 円形 1 73 5⌒∀18 外 傾 平   坦 自然 H A4a

C2e8 N-64°一W 楕 円 形 3-17 外 傾
東壁か ら西
壁 イこイ頃斜 自然 6 22 〔A2a

C2e8 N-52°一Ⅵ 楕 円 形 1 52 0 77 +44-51 4^■ 0 垂 直
〃
斜
円

に
快

φ
状

る

大
皿

い
人 為 I A2a SD3と 接続

C2de 〈-30°一 I 長 方 形 2 16 1 71 6-25 外 傾 平   坦 自然 ⅣA3c SD6・ 24と 接続

C2bO W-49°一― (長精円形 ) 1 33 5^シ 16 外 傾 平  坦 自然 北 西 側 半 分 は 撹
乱 の た め不 明

C2e。 -ヾ7°一 (長楕円形) 13 5-10 (内  傾) ゆ るやかな起 伏 自然 SN37と 重複

C2e。 不 明 不明 外 傾 平   坦 不 明 整 舌しを受 ヤナて い る
た め 人 部 分 が 不 明

表15 第 9号製塩跡餓水槽一覧表

朗
需
位 置

長 径 方 向
(長 軸 ) 平面形

規  模
深さι註

の

ω

土

さ

粘

厚 壁 底画 覆土 標高tll
態
類
形
分 備   考

B2f9 N-0° 隅丸長方形 不明 外 傾 平   坦
一層
下
“

一中
然
‘

ⅣA3b 二重底SD 8と 接続
B2c8 N-22°一 橋 円 形 9ヽシ18 外 ltF 平   坦 自然 I A4b 足跡検出

B2c7 N-8°一 W 楕 円 形 0 不明 不 明 平   坦 不明 真面のみ壁なし

B2cO N-9°一 楕 円 形 1 92 5ヽ▼20 なだらか 平   坦 不明 I B4a

C2cs N-34°一W 長 楕 円 形 1 36 0 5前後
爾西 側 に一
旨Б残 存

凹凸 が激
しい。 不明 I B4a SH5と 重複

B2g9 N-11°一 精 円 形 37-6 外 傾 平   坦 自然 I A3b SN 106と 重複
SD22・ 23と キ髯続

B2g9 N-31°一 楕 円 形 8ヽ彰20 外 イ頃 平   坦 自然 I A3b SN104と 重複

表16 第10号製塩跡鍼水槽一覧表

滅水槽
番号 位遺

長 径 方 向
(長軸 ) 平面形

規  模
深さい
粘 上 の
厚 さ C0 壁 底 面 覆土 標高備

態

類
形
分 備   考Rl・

帥
'

B3f6 N-10°一 長 精 円 形 5 57 4-9 外 傾 平   坦 自然 HA4c 木製品(南壁際)

B2,s W-72°一 I 長 楕 円 形 不 明 イ頃
ゆるやか
イこを己イ犬 人為

B2d6 W-6°一 長 楕 円形 ～10 5-15 俗その他は外
封ヒ狽」か らF萄
側 に傾斜 自然 II A4b

B2e4 -2°一 精 円 形 37-8 外 イ頃 平   坦 自然 4 17 I A2c SDll・ Bと接続

B2f4 N-16°一 楕 円 形 6-12 外 傾 平   坦 自然 Iツ 3ゝc

表17 第H号製塩跡餓水槽一覧表
誠水槽
番号 位置

長径 方 向
(長軸 ) 平面形

規  模
深さとお
粘 上 の
厚 さω 壁 底面 覆土 標高v/1

態

類
形
分 備  考

Bld7 N-50°一 楕 円 形 7 3-8 なだらか 多少凹凸 自然 I Ala 壁
は底 面 近 く し
か残 って い な い。

Blg8 N-6°一恥 楕 円形 状 4´
シヽ16 外

南璧 際 看
千低 い 自然 I A4a

Bles W-27°――I 長 楕 円 形 4-23 外 北東側から高
西側に傾斜 自然 II A4b SN79と 重複

69A Bli7 <-24°一 (楕 円形 ) 1 67 3-23 外 傾 平   坦 不明 6 32 SN69B・ 69Cと
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69B Bli7 N-21°一 (楕 円形 ) 3ヽシ22 外   傾 平   坦 自然
SN69A・ 69Cと
重複

69C Bli ―-21°一― 楕 円 形 5-▼ 14 外   ltf 高西側
に減い

凹みあり平坦
自然 I A4c

SN69A・ 69Bと
重 複

Blig N-17°一 長 楕 円 形 4‐ 212 ゆるやか 伏,北東倒から 自然 554 II B4a

71 CIC6 N-18°一 楕 円 形 10-61 4-11 外   傾 南
山側 に

十頃斜
不明 5 76 I A4a

Blb7 N-18°一 楕 円 形 311 37～ 15 6-11 外   傾 】ヒ狙)か
ら南

lHIに I頃 ,斗 自然 I A4c SD14と 接続

76A Blb6 -29°一W (楕 円形 ) 3-13 外   傾 平  坦 不明 5 73 I A3b SN76Bと 接続

76B Blb6 -ヾ28°一れ 楕 円 形 3-22 外   傾 北西硯1から再東側に傾斜 自然 I A4c SN76Aと 重複

Dlc5 <―-62°一―ヽヽ長 精 円 形 3Z-61 4-9 外   傾 北西側
から南

東側に傾斜
人為 6 45 H A4b

Ble8 N-0° 楕 円 形 52 5´
ヤヽ10 タト    1頃 北側

か ら南
南側 に傾斜 自然

I A4c SN68と 重複

Blg6 N-37°一 長 方 形 54‐ 18 外   傾 中央部
やや盛

り上がり平坦 自然
Ⅳ A2b SD20と 接続

Blg7 N-16°一 楕 円 形 04～ 14 3-5 外   傾
山幽少

畑
一

多

平 自然 I A4c SN105と 重複

Bliタ N-28°一 I 精 円 形 4-18 そ の 他 な だ ら 平   坦 自然 I A4d
SN88・ 112と 重複
柄振3点 出上

Bli7 -60°一恥 (楕 円形 ) 不 明 3-7 外   悸 平   坦 人為 SN 105と 重複

5 土樋

当遺跡から検出された土樋は,29条で,調査区の中央部から北側に位置する第 7・ 9～ 11号製

塩跡から検出されている。これらの土樋は,第■号製塩開から12条で最も多く,次いで,第 7号

製塩跡 7条,第 9。 10号製塩跡各 4条の1風である。これらの上樋の中で,献水槽に接続されて検

出されているものは 8条で,第 7号製塩跡では,第 3・ 6・ 24号土樋,第 9号製塩跡では,第 8・

23号土樋,第 10号製塩跡では,第11-B号土樋,第 11号製塩跡では,第 14。 20号土樋である。第 3。

6・ 8・ 23・ 11-B・ 20号土樋は,釜屋内あるいは,釜屋内と推定される献水槽の壁上位に接続

されている。第14号土樋は,釜屋外の規模の大きい第72号献水槽の壁上位に接続され,第24号土

樋は,長さ0.86mと短いが,規模の大きい釜屋外の第38号献水槽から釜屋内の第56号献水槽の壁上

位にそれぞれ接続されている。その他の上樋については,賊水槽と直接接続されてはいないが,

第 6図の遺構配置図から,長さも短く傾斜方向が不明で,釜屋から離れ過ぎている第 1・ 2号土

樋を除いては,傾斜やそれぞれの土樋の方向などから,ほぼ製塩跡内の釜屋等に向かつている状

態で検出されている。長さは表18を みると,5m以下のものが12条 ,5m以上10m未満のものが 9

条,10m以上15m未満,及び15m以上のものが各 3条で,最長のものが第 5号土樋の19,05m,最

短のものが第24号土樋の0.86mである。

上幅については,第14号土樋が最大で34～36cm,最小は第 6号土樋の 7～ 1lcmである。なお,

土樋と献水槽との取り付け部の最大は,第23号土樋の64cm前後で,最小は第 3号土樋の 8 cmであ

る。深さは,第14号土樋の最も深い部分で37cm,第 1号土樋の 3側の部分が最も浅い。これらの

大半の上樋の上面には,人頭大から李大の海岸の自然石を組み合わせて蓋石として載せてあり,
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飛砂が土樋に入るのを防止する役割を果たしていたものと思われ注目される。また,第 12号土樋
からは,上面の径 2 cm,下面の径 4 cmで播鉢状に穿孔された蓋石が検出されており,賊水の流れ

具合を確認するための穴のようにも思われ興味深い。

以上のことから,当遺跡で検出された土樋は,前記した第 3・ 6・ 8・ ■―B・ 14・ 20・ 23・ 24

号土樋等からみて推定ではあるが,釜屋の外側の規模の大きい賊水槽から,釜屋内に付設された

長径 2m前後の鍼水槽に接続された「賊水輸送装置」の役割を果たしていたものと思われる。

表18 土樋一覧表

L樋番
=
位  置 主軸方向

規 模
果さ (cm ミさ(m) 粘上の厚さ 断面形 覆土 備   考

上 幅  (cm) 下幅(cm)

1 C2 N-66° 一W 97-14 7 3 3-9 ヤ 自然

2 C3
N-40°一 W
N-56。一 E 8-22 34-5 27-6 5-10 ∨ 自然

3 C2 N-37°一 7-14 3-7 6-/9 3-8 彰 自然

4 C2
N-53°一 W
N-76° 一 W 12-20 3-7 5´

ジヽ11 5^マ 18 彰 自然

5 B2。 C2
，
Ｗ

Ｗ

一　
一　
一

ゃ
３５

４‐

一

一

一

13-22 7-10 6ヽシ10 4^ツ9 V 自然

6 C2 N-30° 一W 7-11 3^シ5 5-7 5^シ 17 ▽ 自然

7 C2 N― X ― E ll-16 4-10 4^マ 7 2-6 ツ 自然

8 B2
一
一
一

州
Ｎ

ミ
14-19 4^シ 13 12-14 3-18 V 自然

SD22・ 23, SN104・ 106
と重 複

9-A B2 N-5°一 W 7-ヤ 10 3-8 5 37-5 自然 SD10と 重複

9-B B2 N-67° 一W 7-10 3-8 5 3-5 ゼ 自然

9-C B2 N-45° 一 E 7´
シヽ10 3-8 5 2 25 3⌒ヤ5 V 自然

B2 N-24° 一W 9-16 7ヽウ10 4ヽヤ6 1 76 4^ウ8 V 自然 SD9Aと 重複

11-A B2 N-3-WN-36°  E 13-16 5-10 6-8 2^シ5 し 自然

11-B B2 N-89° 一 WN-52° 一 W 20^シ 22 8-ヤ 15 6-8 3-5 ψ 自然

Bl・ Cl
N-26。 一 E
N-20° 一 W 12-18 4-7 6-10 11 18 3-9 ▼ 自然

Bl・ Cl N-3°  E 7 15 11 2-6 自然

Bユ N-6°一 E 34-36 28-30 6-37 3 V 自然

Bl
ｗ
Ｗ
Ｆ

一　
一　
一

ｎ
３
ヽ

一　
一　
一

12-16 2´
ツヽ6 6 15 45 44-6 ∀ 自然

Bl N-55° 一 EN-72。 一 E 15-23 3^シ 13 8 推 定 で
そ

'5
彰 自然 SD19A。 19Bと 重複

Bユ N-90. 7⌒▼12 2-10 8 2ヽシ5 V 自然 SN105と 重複

18-A Bユ N-48°一W 11ヽシ16 5-7 5 5 ∨ 自然

18-B Bl N 
―-27。一―E
N-21° 一 W 7-18 2^ヤ 10 5 4-712 V 自然 SN105と 重複

19-A Bl N-3°一 W 177-25 3-ヤ5 で定

５

推

約 ツ 自然 SN105,SD16と 重複

19-B Bl N-14°一W 7
で定

５

推

約 ∀ 自然 SD16と重複

Bl N-23° 一W 13⌒∀19 3-7 7 3´ヤ6 ∀ 自然 SD105と 重複

Bl・ Cl
N-29° 一 W
N-6-E 18-23 6^ヤ9 7 2-6 V 自然

B2
一　

一

ｗ
Ｏ
兜

一　
一　
一

14-21 6-9 4-10 1184 3-6 ∀ 自然 SD8・ 23と 重複

B2 N-68-EN-24° 一 E 10Z-64 4-50 9^シ 12 4^ヤ7 セ 自然 SD8。 22と 重複

C2 N-46°一 E 37-16 3-10 4 5-10 V 自然
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第 3節 遺物

沢田遺跡からは,少量の土師質土器や陶磁器の他に木製品,古銭,鉄製品,石製品などが出土

している。土師質土器は,内耳形土器・皿形土器,陶磁器は,土瓶・急須・高台付碗・徳利など

である。遺構に伴う遺物は,極めて少ないが,第 6号釜屋内からは陶器の土瓶や急須と27枚の古

銭が,同釜屋内第 5号カマドからは,徳利と鉄片が,表 2-A・ 3号カマドからは, 5点の鉄製品

が出上している。また,第105号鹸水槽からは,3点の柄振が出土している。以下,主 な遺物の特

徴及び役割等を簡単に述べることにする。

土師質土器の内耳形土器は大半が破片で,遺構外から出上している。第78図 18。 19の ように口

縁部内面に耳が接合されており,ま た,第 78図 15・ 16な どのように底部や体部の外面には鍋墨が

多量に付着している。

陶磁器は,土瓶・急須・高台付碗 。徳利などが出土している。土瓶は,第 6号釜屋から破片を

含めて 9個出土しており,第41図 1-A・ 1-B。 2は ,益子焼き,第 41図 9は ,笠間焼きである。

第41図 1-A・ 1-Bの土瓶は,外面に花井文が, また,第41図 2は ,益子焼き特有の「窓絵山

水画」が描かれている。これらの,土瓶は,いずれも注口部が胴部上位に貼付され,茶漉しの部

分には径5.6mmの穴が 3か所穿孔されている。更に,土瓶の底部から胴部下位にかけては,多量

のススが付着していることから,直接火にかけて使用したものと思われる。急須は 1点で,第 6

号釜屋から出土しており,薄手に作られている。急須の注口部は,前記した土瓶と同じように胴

部上位に貼付されており,茶漉しには径 3mmの穴が 5か所穿孔されている。底部から月同部全体に

かけて,ス スが付着していることから,急須も土瓶同様に直接火にかけて使用したものとおもわ

れる。高台付碗は 3個で,その内 2個が第 6号釜屋から出上しており,第42図■は伊万里焼き,

第42図 10は瀬戸焼きで,外面には花井文と圏線が描かれている。徳利 (第44図 1)は ,第 6号釜

屋の第 5号カマドの火床直上から出上した完形品で,全体的に厚手に作られている。これらの陶

磁器の焼かれた時期は,江戸時代後半と思われ,出土位置などから製塩業に従事していた作業者

の日常生活に用いられたものと思われる。また,第 7号釜屋の南側覆土から出上している大型甕

と推定される胴部片 (第47図 1)は ,推定底径が33cm前後と思われ,胴部下位には,径 l cmの穴

が 1か所穿孔されている。出土地点や形状などから,製塩に関連する器具の一つとして使われた

可能性が推定される。

木製品は,第 105号献水槽の底面近 くの覆土から,柄振 3点が出土している。 2点の柄振 (第62

図 1・ 第63図 3)は ,長さ約41cm,幅約14cm,厚 さ約 5 cmの ほぼ同一規模で,表面を火に通して

炭化させてある。いずれもほぼ中央部には,一辺が 4 cm前後の方形の孔があけられており,柄を

さし込み,竹や木片の細いくさびを入れて固定して使用したものと思われる。底面は,両者共な
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めらかである。特に,第63図 3の方は,磨 り減っており,断面形は「 PJ形 を呈している。他の

柄振 (第62図 2)は ,長さ50 3cm,幅 9.7cm,厚 さ1.8cmで あり,厚 さが前述した 2個 よりは薄い。

断面形は,「 ,」 形を呈し,上面・底面部共に磨 り減っている。更に,こ の柄振の両端は,外側
に「

―

J状にやや湾曲している。中央部には,前記した 2個 とは孔の形状が異なり,

径2 7cmの 孔があけられている。
(9)

柄振については,『日本塩業史大系史料編近世9』 によると,「是ハ,塩を含みたる土砂をかき
10

あつむる道具也」とあり,ま た,日本専売公社金沢地方局『能登半島の揚浜塩田について』の中

には「かん砂蒐集用長さ二尺,巾八寸厚さ七分の桜の板の一方を鋭く削り五・六尺の柄をつけた

もの」と記してある。これらのことから,柄振は,塩田で作られた賊砂をかきならしたり,あ る
いは,か き集めて「沼井」に入れるために使用した道具であり,当遺跡出上の柄振も,ほぼ同様

の役割を果たしていたものと思われる。

鉄製品は,第 2-A・ 3号カマド内覆土から5点出上しているが,いずれも完存品ではない。第

50図 1・ 2・ 3は ,先端部が「 L」 字状に,第35図 1は ,両端部が「Э 」状に曲がっており,断
面は長軸07～ 1.lcmの長方形状を呈している。特に,第 50図 1・ 3の表面には,貝 を焼いたと思

われる細 く砕けた灰白色の貝殻片が多量にこびりついている。第35図 2も 両端部が曲がっている

が,片方がイカリ状に 3つの方向につめが伸びている痕跡が認められ,断面形は0.6～ l cmの長方

形状を呈している。以上のことから,こ れらの鉄製品は,付着していた只殻片や形状などから,

土釜か石釜を釣り下げるために用いられた釣具の一種と想定される。

石製品は,硯 2点 と砥石などが出上している。第 6号釜屋出上の硯 (第42図 22)は ,半分欠け
ているため長さは不明であるが,幅6.3cmであり,ま た,遺構外出上の硯 (第79図 31)も一部欠け

ているために長さは不明であるが,幅4.5cmで,いずれも小型の硯である。

第 4節 沢田遺跡における製塩跡の位置づけ
当遺跡の遺構について事実を述べてきたが,最後に各製塩跡ごとに触れ,それぞれの関連性と

釜屋の時期や構造等について述べることにする。

当遺跡からは,前記したとおり■か所の製塩跡が確認されたが,釜屋及びカマド (カ マド状遺

構)が推定を含めて確認できたのは,第 1～ 4・ 7～ 10号製塩跡からの 8か所で,当遺跡の東側
に寄ったほぼ南北に一列に並んだところから検出されている。一方,第 5・ 6・ 11号製塩跡から

は,釜屋等は確認できなかった。第■号製塩跡については,遺構の重複も多く,4mほ どのレベル
差をもって上・下にも重なっていることや,西側がエリア外に延びていることなどから釜屋等の

検出は困難であった。また,第 5・ 6号製塩跡については,釜屋等が検出された製塩跡よりは離

れて,当遺跡の中央部よりやや南西側に位置している。検出された賊水槽も比較的小規模で,深
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さも浅いことなどもあり,第 5号製塩跡の項でも前記したとおり,長期間にわたる飛砂のため,

壁が崩れてしまい浅 くなってしまった可能性 も十分に考えられる。従つて,こ れら誠水槽よりは,

上位にあったものと思われる釜屋等も崩れてしまい検出ができなかつたものと思われる。特に,

第 5・ 6号製塩跡については,上記のことなどを考えると,他の製塩跡とは,時期差があるもの

と思われる。

次に,各製塩跡の遺構の重複関係は,第 8号製塩跡を除いていずれにもみられるが,特に,第

1・■号製塩跡が多い。第 1号製塩跡では,第 1号カマド状遺構と第 3号カマド状遺構が,約18

mほ どのレベル差をもって切り合つている。第11号製塩跡では,同一献水槽でも3回作 りかえられ

たものもみられ,第69-A・ 69-B・ 69-C・ 88・

105・ 112号献水槽は,相互に重複しているが,

第88号賊水槽と第■2号賊水槽をみると約2.5m

ほどのレベル差が認められる。平面的ばかりで

なく,上下のレベル差を有して重なっているも

のもあり(第83図 ),同一製塩跡の中でも,製塩

の操業は継続的に,あ るいは,断続的に操業さ

れていた可能性が高く,そ れぞれの製塩跡の中

でも何回かの変遷を経たものと推定される。

各製塩跡の献水槽の平均規模を表20か ら検討

してみると,第 5・ 6号製塩跡が最も小さく,

表20 餓水槽規模平均一覧表

製 塩 跡 名 長径(m) 短径(ml 深さ(cm)

第 1号製塩跡 1.22

第 2号製塩跡 1.28 69

第 3号製塩跡 1.19 55

第 4号製塩跡 2.12 95

第 5号製塩跡 0.85

第 6号製塩跡 0.8

第 7号製塩跡 3.19 49

第 9号製塩跡 3.29 1.61

第10号製塩跡 1.89 119

第■号製塩跡 4.10 1.93

表19 製塩跡一覧表

期需
位  置 長径方向 平面形

規   模
釜 屋 竃

状
構
竃

遺 破 水 IBr 土樋 土坑 備   考
彙径 (m: 豆径 (ml

l E2・ E3 N-48° 一W 台 形 状 1 3 15

2
Ｄ
Ｅ

Ｄ

Ｅ
N-20°一W 楕円形状 1 1

El・ E2 N-63°一W 楕円形状 1 1 4

4 C2・ D2・ D3 N-3°  E 楕円形状 l l

5 Dl・ D2 N-43°一 E 三角形状 7

6 Dl N-24° 一W 三角形状 (8) 4

7 C2・ C3 N-16° 一 Vヽ 楕円形状 1 l 9 7 第9号製塩跡と重複

8 B2・ B3 N-6°一 W 六角形状 73 1 l 2

9 B2・ C2 N-6°一 W 楕円形状 l 7 4 第7号製塩跡と重複

B2 N-1°一 W 方 形 状 (20) 1 1 5 6

11 B2・ C2 N-6° 一W 楕円形状 17
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長径が10～ 105m, 次いで,第 1～ 4号製塩跡が長径1.51～ 2.12m,

3.19～ 3.29m,第 10・ 11号製塩跡が長径3.81～4.lmである。おおむね,

馘水槽の規模が順次大きくなる傾向がみられた。

第 7～ 9号製塩跡が長径

南側から北側に向かって

表21 製塩跡の賊水槽規模別,土樋 。上坑の有無別,位置別一覧表

第 5・ 6

第 1・ 2・

弟  4

(4)第 7・ 9

(5)第 10・ 11

(6)第

3三塁握加I嘩1勘辞||二Ⅲ…土樋なし
規模の大きい誠水槽含む(SN18,24)

号製塩跡―――戯水槽(長径319～329m)、 ___

号製塩跡 一―恐景置 猛 削nal●
I>土 樋あ舛、

規模大型化

号製塩跡―――土坑のみ一――― ――― 一――― ―・土樋なし
′

｀
,'北 部

各製塩跡の土樋の有無について,表21か らみると,土樋は,当遺跡の北部を中心とした第 7・

9～ 11号製塩跡からで,賊水槽の平均規模の大きい製塩跡の中から検出されていることがわかる。

前記した馘水槽の規模と組み合わせて考えてみると,表21か らもわかるように,第 5・ 6号製塩

跡,第 1～ 3号製塩跡,第 4号製塩跡,第 7・ 9号製塩跡,第 10・ 11号製塩跡,第 8号製塩跡の

6つ に大きくグループ分けすることができる。従って,こ れらのことから,11か所の製塩跡は,

同時期に操業されていたというよりは,時期差を有して操業が行われていたものと思われる。製

塩跡間の新旧関係については,第 7号製塩跡内の第 3号カマドの北東上面に第 9号製塩跡に属す

ると思われる第84号鍼水槽が構築されており,第 7号製塩跡は,第 9号製塩跡より古いものと思

われる。また,それ以外の製塩跡間については,各製塩跡間の重複や遺構に伴う出土遺物が極め

て少ないことなどから新旧関係を明確にすることは困難である。

なお, これらの遺構の時期については,遺構に伴う遺物が少なく,時期決定が極めて困難であ

るが,土坑のみで賊水槽の検出されない第 6号釜屋内からは,多量の寛永通宝と陶器の上瓶など

が,同釜屋内第 5号カマド火床直上からは完形の陶器の徳利が出土しており,第 6号釜屋は,江

戸時代後半に,ヒ定される。

当遺跡の所在する那珂湊市や隣接する東海村には,近世の製塩に関する文献史料が残っている。
llD

前半の元和 9年 (1623)の本寸松虚空蔵堂所蔵文書では,村松東方の海岸で「塩かまやく……」と

製塩のあったことが記載されている。近世後半になると,沢田遺跡周辺の海岸の製塩業について

-170-





llか

記した史料がいくつか存する。まず,『水府志料』,那珂郡前浜の頂には,「海甕,藝戸ハツあり,

土俗農隙の業とす。」とあり,農業の合い間に塩作 りが行われていたことが知られる。文化 9年 (1812)
131

には水戸藩の小納戸役であつた石川清秋によって記された『塩録』によると,瀬戸内の製塩方法

(入浜)を見聞したのをもとにして,平磯 (那珂湊市)に塩場をつくり,製塩を試みたけれど失
t41

敗に終わつたことが記されている。天保12年 (1841)の「前浜邑田方図」 (PL22)に よれば,沢田

の塩カマド9軒 とその所有者名が記されており,今回調査を実施した調査区と絵図の地形を比較

すると似ている点も窺える。しかし,当遺跡内カマドからは,絵図に記された所有者名を裏付け

るような遺物や資料は残念ながら出土しなかった。

以上のことから,今回調査した当遺跡における塩づくりは,第 6号釜屋出土遺物や釜屋の形態

あるいは文献史料などから主に江戸時代後半に操業されたものと思われる。これらの製塩跡は,

同時期に操業されたというよりは,時期差を有して長期間にわたって製塩が営まれたものと思わ

れる。

最後に,当遺跡の煎熟工程は,当遺跡の南側の製塩跡の中でみられるように,釜屋外の賊水槽

に一旦鹸水を沼めて,釜屋内に人力で運ぶ方法と,当遺跡の北側の製塩跡の中でみられるように

釜屋外の大型賊水槽に 1時誠水を溜めておき,そ こから煎黙する際に「土樋」を用いて釜屋内の

鹸水槽に鹸水を注入するという2つの方法がとられている。特に,後者は,江戸時代になって瀬

戸内海沿岸を中心に発展した入浜式塩田の「 2段

階」にわけて賊水を釜屋に汲み上げる方法 (第85

図)と部分的に似ているように思われ興味深いも

のがある。採献工程の塩田については,検出され

なかったので,鍼水を溶出する鹸水溶出装置の「沼
l10

井」は検出できなかった。『日本塩業大系特論民谷』

によると,当地方では,固定式の「沼井」を用い

たのではなく,移動式の「馬ふご」 (第84図 )等 を

使用した事例が記されており,当追跡でも同様の

ものが使われたものと思われる。

団

細

）と
ヽ
こ
と
三
ミ

妻手一一考勢脅

一一一ヤ一〓
一
一一））一一一

鍼水溶出装置
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14)

15)

16)
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(81

琴返
し地場樋

第86図 入浜式塩田構造図・沢田遺跡揚浜式塩田構造予想図

『唐崎遺跡・師山・双子遺跡現地説明会資料』福島県民文化センター 昭和62年
『大野村史』「武井釜製塩遺跡」大野村教育委員会 昭和54年
『日本塩業大系原始・古代中世 (稿 )』  日本専売公社 昭和55年
『茨城県史料=古代編』茨城県史編さん原始古代史部会 昭和43年
(2)と 同じ

廣山尭道著『日本製塩技術史の研究』 雄山閣 昭和58年
『瀬戸大橋建設に伴う埋蔵文化財調査概報 (V)大浦浜遺跡』香川県教育委員会

574F

岡光夫著『日本塩業のあゆみ』国書刊行会編 昭和57年「前編内窪流製塩操作法」

『特別展―塩一生産の歴史三千年』
福井県立若狭歴史民俗資料館より所収

日召不日
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で「献水溜,築造,……若し夏期満水の折,漏洩ヲ生シタル場合に航水中に入リテ手入

が・……」とあることから鹸水槽の修理はよく行われていたものと思われる。

0)『 日本塩業史大系史料編近世0』  日本専売公社 昭和52年

Qω  『能登半島の揚浜塩田について』 日本専売公社 昭和42年

QD 『日本塩業大系史料編近世働』 日本専売公社 昭和52年

QD『茨城県史料=近世地誌編』小宮山楓軒編「水府志料」茨城県史編さん近世第一部会 昭

和43年

QO 『日本塩業大系史料編 。近世働』 日本専売公社 昭和52年

tO 佐藤次男「千々乱風」『茨城県史研究』第32号 昭和50年 (所有者名,惣兵衛,惣衛門,

弥次衛門,彦左衛門,長之衛門,長四郎,平左衛門,七衛門,五左衛門)

QD 『日本塩業大系特論民俗』 日本専売公社 昭和52年

参考文献

『たばこと塩の博物館』 財団法人たばこ産業弘済会 昭和60年

『特別展美術に見る日本の塩』たばこと塩の博物館 昭和57年

『特別展塩一生産の歴史三千年一』 福井県立若狭歴史民俗資料館 昭和63年

『講座 日本技術の社会史 2塩業・漁業』 日本評論社 昭和60年

度山発道著『日本製塩技術誌の研究』 雄山閣 昭和58年

平島裕正著『塩』 法政大学出版局 昭和48年
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終 主早 び

常陸那珂港の作業基地建設予定地内に所在する沢田遺跡の発掘調査を,前述のとおり,昭

和62年 7月 1日 から昭和63年 3月 31日 までの 9か月にかけて実施した。調査の結果,遺跡の

立地する太平洋岸に面した砂丘地帯に,主に,近世に比定される製塩遺構が検出され塩の生

産が行われていた跡であることが判明した。

検出された遺構は,釜屋を中心にカマド,カ マド状遺構,賊水槽,土樋などで,釜屋は,

カマド,馘水槽,及び釜屋内の馘水槽に連結している土樋などで構成されている。特に,第

8号釜屋は遺存状態がよく,当地域で行われていた揚浜式製塩における煎熟工程を解明する

うえで貴重な資料を得ることができた。カマドは,灰や貝殻片を含む黒褐色土等を用いて構

築されていたものと思われ,カ マド内から出土した鉄製品から推定すると石釜か土釜をのせ

て使用したものと思われる。献水槽は,釜屋を取り囲むように黄褐色の粘土で構築されてお

り,なかには足場と想定される凹みや,底面が傾斜していることから鹸水を汲み出し易い工

夫がしてあるものもみられ興味深い。また,「土舟」状を呈する大型で長楕円形を呈する賊水

槽も検出されている。土樋は,当遺跡の北部を中心に検出され,第 7・ 9・ 10号製塩跡の例

から,釜屋外の大型餓水槽から釜屋内の鍼水槽に連結させて誠水を輸送したものと思われる。

土樋の上面には,蓋石が隙間なく整然と載せてあるものがあり,飛砂が土樋に入るのを防ぐ

役割を果たしたものと思われ,過酷な製塩作業を少しでも軽減しようと努力した先人の創意

工夫が偲ばれる。出土遺物は全体的に少ないが,第 105号鹸水槽から献砂克集用の柄振 3点が

出土し,その他に,第 6号釜屋からは土瓶や徳利などの生活用具が出土している。

さて,以上のことから,当遺跡は,波浪高い太平洋に面する砂丘地帯という立地から,中

世以降に行われるようになった揚浜式製塩法 (自然浜系)が取り入れられ,前述した第 6号

釜屋出土遺物や当地方に残る文献史料などから,主に江戸時代後半に,ま た,遺構の重複や

航水槽の形態の差異,あ るいは,土樋の有無などから,長期間にわたって操業が営まれてい

たものと思われる。このように今回の発掘調査の成果は,全国的にも調査例の少ない製塩遺

構の解明に貴重な資料となり得ることと思われるが,残された問題点も多い。従つて,現在

調査中の当遺跡の南側の発掘成果を待つて,よ り総合的に検討を加えていきたいと考える。

なお,本調査の結果をまとめるにあたり,関係各位の御指導や御協力があったことに対し

て,文末ではあるが,心から感謝の意を表したい。
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附章 沢田遺跡の土壌・岩石分析について
財団法人 茨城県教育財団

沢田遺跡の上壌・岩石分析委託報告

パリノ・サーヴェイ株式会社

貴,財団法人茨城県教育財団殿より御依頼のありました,下記の分析・

鑑定が終了いたしましたので,その結果を御報告申し上げます。

H己

1.赤化礫資料の薄片作製及び顕微鏡観察………・・L………177～ 181

2.土壌及び結晶試料の理科学分析…………………………181～ 184

1.赤化礫資料の薄片作製及び顕微鏡観察

1-1 資料

資料は,沢田遺勁内で採取された赤化礫 (No.2-1, 2-2, 2-3)3点 である。No.2

-1は ,塩田とみられているE3i4黒色土上面より,No.2-2は馘水槽とみられているSN43覆

土工層部より,No.2-3は ,餓水槽とみられているSN36の床面を構築する粘土中より,それ

ぞれ採取された。これらの礫の鉱物組成 。および組織,特徴など,岩石学的・鉱物学的な諸問

題を明らかにするとともに,その赤化の原因について検討することなどを目的として,以下の

検討を行った。

1-2 検討方法

まず各資料毎に岩石薄片を作製し,偏光顕微鏡下で観察を行つた。また,顕微鏡下の状況を,

下方ポーラー・直交ポーラーの 2枚を 1組 1図版として合計 5図版 (図版 1～ 5)10枚 を撮影

し,添付した。

1-3 顕微鏡観察結果

結果を以下試料番号順にのべる。

No.2-1

岩石名 :異質礫含有弱珪化流紋岩 (図版 1, 2)

本試料は,下記のような構成鉱物,組織 。構造,特徴その他を有する。

① 斑晶

i)石英一大きさ3.3～0.2mmの 自形,しばしば融食形をなして,多量存在する。

il)か り長石一大きさ2.5～0.2mmで自形,と きに破片上をなして,多量存在する。カールス
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バ ド式双晶するものもある。またパーサィト構造が認められ,微細絹雲母を微

量生成している。

iii)斜長石一大きさ23～0.2mmの 自形,と きに破片状をなして,中量存在する。集片双晶
が明瞭で,累帯構造は認められない。微細絹雲母が微量生成してる。

② 石基

石基は石英・長石の微細集合体からなるフェルシティック組織を示すが, この微細石英 。長

石のほかに,下記の鉱物が加わる。

i)珪化石英一大きさ0.2～0.02mmの他形をなして,中～少量存在する。

�)絹雲母―個々の結晶の長さ0.03mm以下の葉片状または集合体をなして,少量存在する。

�)ジルコンー大きさ0。 1～0.05mm以下の自形をなして,微量存在する。

�)酸化鉄一柱状・鱗片状・すじ状・チリ状をなして,少量存在する。

鏡下で血赤色を呈するものが多く認められ, とくに試料の辺縁部では多くなる傾向がある。

これは,火熱により水酸化鉄が酸化鉄化したためと推定される。

③ 組織 。構造

微晶質の石英・長石の集合体からなるヘェルシティック組織を呈するが,異質礫として泥岩

(円礫 :3.5mm士 )お よびシルト岩 (円礫 :lmm± )が少量含有されている。

④ 特徴,その他

本試料は異質礫 (泥岩・シルト岩の円礫)を含有し,弱珪化作用をうけた表記の岩石である。

外観が赤褐色を呈するのは,本来水酸化鉄であったものが火熱により酸化鉄化したためと考え

られる。この酸化鉄は, とくに辺縁部に著しい。本試料には火熱の力日わつたことが推定される

が,絹雲母がなおそのまま残存している。このことから,力日えられた火熱の温度は水酸化鉄が

酸化鉄化する350° C以上で,絹雲母の転移点である900° C以下の温度と推定される。あるいは,

350° Cに近い程度であったかと思われる。

No.2-2

岩石名 :珪化流紋岩 (図版 )

本試料は,下記のような構成鉱物,組織・構造,特徴その他を有する。

① 斑晶

i)石英一大きさ1.5～0,2mmの 自形,融食形状をなして,中～少量存在する。
�)長石一大きさ1～0.2mmの 自形をなして,少量存在する。ほとんど完全に微細絹雲母に交

代されており,原鉱物がカリ長石か斜長石かの推定は困難である。
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② 石基

i)石英一大きさ0。 lmm以下の他形をなして,多量存在する。石英のうちの30～40%は ,珪

化石英の可能性がある。

�)長石一大きさ0.lmm以下の他形をなして,多量存在する。斜長石がカリ長石かの区別は,

困難である。

�)絹雲母一大きさ0.03mm以下の葉片状・鱗片状をなして,少量存在する。

�)黄鉄鉱一大きさ0.15～0.05mmの 四角断面をなして,微量存在する。

v)水酸化鉄―斑点状,す じ状,チ リ状をなして,少～微量存在する。

顕微鏡下で褐～暗褐色を呈し,酸化鉄化がほとんど認められない。

③ 組織・構造

流理構造は明瞭である。本来は石英・長石の微細集合体からなるフェルシティック組織と思

われるが,珪化作用および再顕結晶化作用により,完晶質斑状組織に近い組織となっている。

④ 特徴,その他

本試料は珪化作用を蒙った珪化流紋岩で,幅0.3～ 0。 lmmの石英細脈に買かれている。

外観の赤褐色はNo.2-1試料より劣り,また顕微鏡下にも水酸化鉄の酸化鉄化はほとんど認

められない。したがつて火熱の影響は判然としないが,も し火熱がくわえられたとしても350℃

以下であろう。

No. 2-3

岩石名 :中粒砂岩 (図版 4, 5)

① 岩片

本試料は,下記のような構成物,組織・構造,特徴その他を有する。

1)チ ャートー大きさ0.5～ 0。 lmmの 円礫状をなして,少量存在する。微品質である。

�)花 蘭岩一大きさ0.7～0.4mmの 円礫状をなして,少量存在する。石英・カリ長石・微斜長

石, もしくは石英 。斜長石・カリ長石鉱物の組み合せの花聞岩である。

iil)泥岩一大きさ0.4mm士 の円礫状をなして,微量存在する。

② 鉱物片・基質

1)石英一大きさ0.6～0.05mmの破片状をなして,多量存在する。

■)カ リ長石一大きさ0.6～0.05mmの破片状をなして,中量存在する。

微細絹雲母を微量生成しており,パーサイト構造が認められるものもある。

�)斜長石一大きさ0.7～0.05mmの破片状をなして,中量存在する。集片双晶が明瞭で,微細

絹雲母を微量生成している。

�)微斜長石一大きさ0,4～ 0。 lmmの破片状をなして,少～微量存在する。
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新鮮で,微斜長石構造は明瞭である。

v)黄 鉄鉱一大きさ0.3～0.lmmの 四角断面を呈して,微量存在する。酸化鉄化している。
�)白 雲母 。黒雲母・電気石 。ジルコンー大きさ03～0.03mmの葉片状・破片状 。柱状などを

なして,少～微量存在する。

�)酸 化鉄一鱗片状・葉片状・外形不定をなして,少量存在する。鏡下では血赤色を呈するも

のがとくに辺縁部に多く存在するが,概 して赤褐色～暗褐色のものが多い。

③ 組織,特徴,その他

本試料は,砂岩の組織と組成をなす中粒砂岩である。外観は赤褐色を呈し,鏡下で血赤色を

呈するものは, とくに辺縁部に多く存在する。火熱を加えられたと思われるが,酸化鉄化は必

ずしも強くないので,その温度は350° C程度もしくはそれよりいくらか低いものと推定される。

1-4 総括

以上に, 3試料の岩石学的・鉱物学的な観察結果を述べ,外観が赤褐色を呈する原因につ

いて水酸化鉄の酸化鉄かを中心に観察結果を示した。

これらをまとめるとつぎのようになる。

1)3試 料の岩石学的・鉱物学的検討の結果,No.2-1, 2-2は いずれも珪化作用を蒙っ
た珪化流紋岩で,こ のうちNo.2-1は 泥岩およびシル ト岩の小円礫を含有している。No.

2-3は中粒砂岩である。

ii) 試料の外観赤化した原因について考察すると,以下のようになる。

赤化の程度はNo.2-1が最も強く,ついでNo.2-3,No.2-2の 順にとなる。いずれ
も含有されていた水酸化鉄が火熱をうけて酸化鉄化したためで,普通は赤褐色,顕著なも

のは血赤色を呈している。詳しくはX線回折によらねばならないが,こ の酸化鉄は赤鉄鉱か

磁鉄鉱で,おそらく赤鉄鉱 (Hematite Fe203)で あろうと推定される。酸化鉄化は,と く

に辺縁部に顕著であるが,こ れも火熱の示唆する現象である。赤化の顕著なNo.2-1でも,
岩石中に絹雲母がそのま残存している。水酸化鉄が酸化鉄化する温度はもとの水酸化鉄の

種類によって異なるが,概ね350～ 380° Cと 考られている。一方,絹雲母・イライトなどは

900° C前後まで構造にあまり大きな変化が認められず,それ以上の高温で他の鉱物に転移す

る。したがって,こ の火熱の温度は350° C以上900℃以下で350◇ Cに近い温度であつたと推定

される。なおこの程度はNo.2-1が最も高く,ついでNo.2-3がそれよりいくらか低く,
No.2-2は 3試料のなかでは一番低いものといえよう。

ili) 以上のように,今回観察した 3試料の赤化の原因は,今回の観察結果からみる限り,火

熱を蒙ったものと推定される。 3試料とも遺構内及び遺構に準ずるような出土状態を示す

ことから,火熱は人為的に加えられたものと考えられよう。これらの遺構が製塩に関する
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ものであるとすれば製塩工程にともなって加熱されたものと推定されるが,こ の点につい

ては考古学的所見とのすり合わせが必要であろう。

図版略号

Fe i     Fe一 oxide■ lineral 酸化鉄

Fe―hi  Fe― hydroxide 7k酸化鉄

Hm:  Hematite 赤鉄鉱

Kf:   Kalifeldspar カリ長石

Mi:   Microcline 微斜長石

Pl:     Plagioclase 斜長石

Qz:   Quartz 石英

Qz一v: QuartZ Vein 石英脈

Se i     Sericite 絹雲母

Gri   Gra� te 花蘭岩

スケール

0。 5mm 図版 1,～ 5,

2 土壊理化学分析

2-1 目的

海岸沿いの砂地に立地している本遺跡では,粘性のある黒色砂土や黄褐色粘土によつて入念に

貼り固められて構築されている遺構がみられる。また,多量の灰や木炭片,焼けた石等を伴つた

釜屋跡とみられる遺構も検出されていることなどから,本遺跡は製塩に関するものではないかと

推定されている。そこで,今回は,主 として製塩に使用される海水の主要成分 (Na・,Cr,ca2+,

Mg2+,so42-)に項目を絞り,各遺構を構築している土壌あるいは砂に付着している凝固物 (結

晶塩 ?)の塩分濃度 (Na■,Cl),水溶性成分(Ca2+,Mg2+,s04歩)'酸可溶性成分 (Ca2+,Mg2+,

S042-)の 分析を行い,本遺跡が製塩に関連するか否かの検討を試みる。また,SN32の 2区X出土

の凝固物については,別途X線回折を試み,分析結果の裏付けを試みた。なお,内耳土器片や古銭

の出土状況から遺跡の時代は近世後半のものと考えられている。
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2-2 試料と調製

試料は,砂丘下から確認された遺構で塩田と想定される上層面 (D2f3)の黒色砂土より1点 (No.

1-1),貝殻小片や小石を含んだ粘性のある黒色砂土を使って厚さ0.5～ lmほ どに貼り固めた直

径4.5m,深 さ1.5mの カマド状遺構築土 (SX l)よ り1点 (No.1-2),馘水槽周辺部の一次床

面の南側にみられる凹部床面構築土 (SN22)よ り1点 (No.1-3),さ らにエリアの西約500m

の台地上に現在敷きならし用として排土されている黒色砂土より1点 (No.1-4)をそれぞれ分

析試料として使用した。また,SN32の 2区Xの出上の凝固物 1点 (No.3-1)についても,分

析に使用した。

試料の調製は風通しのよい所で風乾し,いずれもφ2mmの舗で舗別した後,その一部を粉砕し,

φO.5mmの 舗で全通させた。なお,凝固物についてはさらに一部をφ44μm(325mesh)以 下に粉

砕し,X線回折に供試した。

2-3 分析方法

(1)塩分濃度 (Na■,Cl)

分析試料 (φ 2mm>)10gを 100ml容のポリエチレン瓶に正確にとり,水50mlを 加え,25°C

で 1時間振り混ぜる。直ちに乾燥濾紙で濾過し,さ らに0.2μmミ リポアフィルターで濾過し

て透明な試料液を回収する。この濾液にいついて,Nがは炎光光度法で,Cl― はチオシアン酸

水銀 (■ )吸光光度法により測定した。

(2)水溶性成分 (Ca2+,M♂ +,S042-)

分析試料 (φ 2mm>)10gを 100ml容のポリエチレン瓶に正確にとり,水50mlを加え,25℃
で 1時間振り混ぜる。直ちに乾燥濾紙で濾過し,さ らに0.2μ mミ リポアフィルターで濾過し

て透明な試料液を回収する。この濾液について,Ca2+,Mぎ十は原始吸光光度法で,S042は

クロム酸バリウム吸光光度法により測定した。

(3)酸可溶性成分 (Ca2+,Mg2+,s042)

粉砕試料 (φ O.5mm>)lgを 300ml容のトールビーカーに正確にとり,塩酸約30ml及び硝

酸約10mlを加えて時計皿で覆い30分乾煮沸し,冷却後250mlの メスフラスコに移し標線まで水

をカロえて乾燥濾紙で濾過する。この濾液について,Ca2+,Mg2+1ま 原始吸光光度法で,S042

は塩化バリウム重量法により測定した。

但)X線回折

微粉砕試料 (φ 44μm>)について,島津製X線回折装置XD-3A用 い,粉末法により測定
を行つた (2θ =5～ 60°,対陰極 :銅 )。
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2-4 結果及び考察

結果は,表 1,図 1-3,図 4に示すとおりである。

以下,試料採取地毎に結果の概要を示す。

O D2f3 黒色土 (塩田 ?)

試料 (No l-1)は塩田と想定される上層面より採取されたものであるが,海水の濃度 (表 2

参照)に比較するといずれも著しく低い含量を示している。

○ カマド状遺構築材 (SX l)

試料 (No.1-2)は 構築材に使用されている土壌より採取されているものである。塩分濃度あ

るいは水溶性成分ではNo.1-1に
'ヒ

ベてやや高い含量を示しているが,海水の濃度よりはあきら

かに低いことが認められる。一方,酸可溶性成分についてはCa2+,Mg2+の高いことが認められる。

○ 南側凹部床面構築物 (SN22)

試料 (No.1-3)は 一次床面の凹部を構築している土壌より採取されたものであるが,水溶性

成分のCa2+と so42が比較的高い含量を示している。また,酸可溶性成分はCa2+,so42がゃゃ高

いことも認められる。

○ エリア外排土地の黒色砂土

試料 (No.1-4)は 当開発地域内より掘削運搬され,台地上に敷きならし用として排土されて

いる土壌であるが,塩分濃度,水溶性成分ともに著しく高い含量を示している。また,酸可溶性

成分についてはS042の高いことが認められる。

O SN32の 2区出土結晶物

試料 (No.1-5)は 遺構内の砂に付着している結晶塩とみられる凝固物を採取しているが,い

ずれの項目でも高い含量は認められない。また,X線回折の結果では主要ピークが3.37A,3.18A

を示し,石英および斜長石を主体 とし,それに少量のカリ長石が混在しているようである。

以上の結果から,こ れらの遺構が製塩に使用されたものか否かを考えてみたい。まず,塩田と

思われるD2亀では,所含の成分含量が著しく低いことからみて,その可能性は少ないと思われる。

しかし,その上壌粒径がかなり粗いことから,当時～現在にかけて下層への成分の流亡も考えら

れる。したがつて,本分析結果だけで一概に塩田ではなかったとも言えないであろう。

次にカマド状遺構と考えられるSX lの構築材として使用されている土壌では,酸可溶性Ca2+,

Mg2+の高い含量が認められる。しかし,塩分濃度,水溶性成分あるいは酸可溶性S042に ついて

は,いずれも比較的低い含量を示しているので,酸可溶性Ca2+,Mg2+の 高い原因は海水によるも

のではなく土壌中に含まれている貝殻小片 (主成分 :Caco3,MgC03)の影響によるものと考え

られる。ただ,こ れもまたD2f3と 同様に,今回の結果だけで海水の影響を受けていないとは断定

できない。一方,南側床面凹部のSN22では前二者の遺構に比べ,Nat,水溶性Ca2+,Mg2+,so42
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あるいは酸可溶性S042が比較的高い含量を示しており,海水の影響を強く受けた可能性が考えら

れる。ただ,エ リア外排土地においては,その成分量からみてあきらかに海水の影響が認められ

るので,遺構内だけにその影響が及ばなかったことは考えにくい。遺構の性格が製塩に関係して

いなかったのか,本来関係してはいたが経年により海水成分が流亡してしまったのかのいずれか

と思われる。

最後に,付着していた凝固物については成分分析結果あるいはX線回折結果をみる限り,海水中

に多量に含まれている成分の結晶物ではなく,石英,斜長石などの一次鉱物であると判断された。

さらに,凝固物を顕微鏡下で観察してみたが,やはり,火山ガラスを主体に石英,斜長石などが

多くみられた。したがって,こ の凝固物が結晶塩やにがりの結晶ではないことはあきらかである。

なお,火山ガラスの起源や由来については,現段階の指標テフラのカタログ中に,該当するもの

は見出せなかった。

表 1 成分分析結果

注)*………・乾土あたり

試料NO. 試料採取地点及び試料名
塩分濃度(ppml* 水溶性成分(ppm)* 酸可溶性成分(%)*

Na十 Cl ca2+ M♂+ S042 ca2+ Mざ + S042-

1-1 D2f3 黒色土臨田?) 7 Tr.

1‐ 2 SX l カマド状遺構構築材 Tr

1-3 SN22 南狽I凹部床面構築物

エリア外排土地の黒色砂土

SN32の 2区出土結晶物 9
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D2f3黒 色土

SXI カマド状遇構
構築材

SN22南側凹部
床面構築物

エ リア外排上

地の黒色砂土

SN32の 2区出上

結晶物

D2f3黒 色上

SXI カマド状遺構
構築材

SN22南
床面繰 物

エ リア外排土

地の黒色砂土

SN32の 2区 出土

結晶物

Na+

Cl~

(ppm)

(ppm)

黒色土

構築材

SN22南側凹

エ リア外排土

地の黒色砂上

SN32の 2区出土
結晶物

D2f3黒 色土

SXl カマド状遺構
構築材

SN22南側凹部
床面構築物

エ リア外排上

地の黒色砂土

SN32の 2区出土

結晶物

D2f3黒 色上

SXI 方マド状遺構
構築材

SN22南 側凹部
床面構築物

エ リア外排土

地の黒色砂土

SN32の 2区出上
結晶物

ca2キ

M92+

S042-

(ppm)
1

(ppm)

(ppm)

D2f3黒 色土

SXI カマド聯d創薄
構築材

SN22南 側凹部
床面構築物

エ リア外排上

地の黒色砂土

SN32の 2区出上
結晶物

D2f3 黒色土

SXl カマド状遺構
構築材

SN22南 側凹部
床面構築物

エ リア外排上

地の黒色砂土

SN32の 2区 出上

結晶物

D2f3黒色土

SXI カマド状遺構
構築材

SN22南側凹部
床面構築物

エ リア外排上

地の黒色砂土

SN32の 2区出上

結晶物

２ｆ３

　

　

Ｘ‐

ca2+

Mg2+

(%)

(%)

(%)

図 1 塩分濃度

S。 42-

図 2水 溶性成分
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表 2 海水(塩分35%)中の主要成分および微量元素の濃度

死 素 海水 中での化学種 濃度 (g/kg)

主 要 成 分

塩 素

ナ トリウム

硫  黄
マ グ ネ シ ウム

カ ル シ ウム

カ リウム

炭  素
臭  素
ス トロ ンチ ウム

ホ ウ素
フ ソヽ素

Cl
Na十
S042
Mg2+
ca2+
K十

HCOЭ ~

Br~
sr2+
B(OH)3,B(OH)4~
F―

19.354
10,77
2.712
1.290
0.412
0_399
0.142
0.0673
0.0079
0.0045
0.0013

微 量 元 系

リチ ウム
バ リウム

亜  鉛
ヒ  素
ウ ラ ン
バ ナ ジ ウ ム

鉄
_ッ ク ル
ア ル ミニ ウム

チ タ ン

銅
ク ロム
マ ンガ ン

セ レ ン

カ ド ミウム

コバ ル ト

鉛

水  銀
金

トリウム

Li+
Ba2+
ZnOH・ ,ZnC090,Zn2+
IIAs042-, H2As04~
U02(C03)3~
H2V04~,HV02
Fe(OH)2+,Fe(OH)4~
Ni2+
Al(OH)4~
T二(OH)4°
CuC03° ,CuCO+
Cr(OH)3° ,Cr042
Mn2+,MnCl十
Se03~
CdC12°
c。 2+

PbC03° ,Pb(C03)22
HgC142-,Hgc12°
AuC12~
ThroHⅢとO

1.8× 10~4
2X10~5
4.9× 10~6
3.7× 10~°
3_2× 10~6
2.5× 105
2× 10~°
■.7× 10~°
1× 10-6
■× 10-6
5〉(10~7
3× 10~7
2〉(10~7
2× 10~7
1)<10-7
5× 10~3
3× 10~S

<〔 3)(■ 0~8
4× 10~9
4× 10~11

環境科学辞典 :東京化学同人 (1985)よ り抜粋

顕微鏡写真ネガ説明

フィルム 番号

ネ ガ 番 号

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

図 版 番 号

1

〃

2

〃

3

〃

4

〃

5

〃

試 料 番 号

2-1
〃

〃

〃

2-2

〃

2-3

〃

〃

〃

料    名
ス ケー ル

異質礫含有弱珪化流紋岩

〃
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外縁焼化部

珪化流紋岩

〃

中粒砂岩

中粒砂岩

外縁焼化部

〃
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10        -
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〃
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〃
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十

十

十
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発掘前全景

監 蹴 亀

PLl

鞠

発掘前全景



トレンチ発掘 遺構確認

発掘後全景 作業風景

作業風景

作業風景
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第 1号製塩謝

第 1号カマ ド状遣構 第 3号カマ ド状遺構

発掘後全景 第 1号誠水槽

第 3・ 4号餓水槽 第 5号餓水槽

第 6号餓水槽 第44号餓水槽



第 1・ 2号製塩跡

第45号戯水槽 第60号餓水槽

第 4号カマ ド状遺構 第80号破水槽

第81号馘水槽 第82号餓水槽

第33号蝕水槽 第86号馘水槽



第 2・ 3号製塩跡

第89号餓水槽 第95号賊水槽

第 101号餓水槽 第103号鹸水槽

第 109号誠水楢 第 111号餓水槽

第48号戯水槽 第49号餓水槽



第 4号製塩跡

第 1号カマ ド

発掘後全景

第 9号鹸水槽



第 4号製塩跡

第 12・ 11号餓水槽 第 13号敵水楢断面

第 13号鹸水槽 第 14号戯水楢

第27・ 16号敵水槽

第18号餓水槽 第21号餓水槽



第23・ 22号戯水槽

第 4号製塩跡

=と

,

第32号戯水槽

第27号餓水槽

第30号誠水槽

第97号餓水槽 第100号餓水槽



第25号敵水槽

第 5・ 6号製塩跡

第34号誠水槽

第35号誠水槽 第50号破水槽

第52号餓水槽 第53号餓水槽



PL10 第 7号製塩跡

発掘後全景

第 3号カマ ド・第84号餓水槽 第 3号餓水槽灰層断面

第 3号カマ ド遺物出土状況 第36号餓水槽



第 7号製塩跡

第37・ 58号餓水槽 第38号鹸水槽

第39・ 40号餓水槽 第56号蝕水槽

第 1号土樋 第 2号土樋

第 3号土樋。第40号誠水槽 第 6号土樋



PL12

第 6号釜屋

第 5号カマ ド



第 6号金屋遺物出土状況

PLi3第 8。 9号製塩跡

一一鷲一一一
辮
一
雑
‐‐，

第 5号カマ ド遺物出土状況

第 7号金屋



第 7号金屋遺物出土状況

第 2-A号 カマ ド遺物出土状況 第61号誠水槽

第73号競水槽 第73号餓水槽内足跡

第75号鹸水槽 第 104号 鹸水槽



第 9号製塩飾

第 8号土樋

第 5号土樋

第23号土樋断面

第22号土樋

第23号土樋



第 10号製塩跡

十 =・ ■  摯奪

与な|IⅢⅢオ.鶴 故1● |

第 8号金屋

駕 ギ
村、占
‐

第 4号 カマ ド



第 10号製塩跡

第65号蛾水槽

第66号餓水槽

:逮
Ⅲ
11｀す|
111(:|'｀

第 10号上樋



PL18 第 11号製塩跡

第67号戯水槽 第68号戯水槽

第69号戯水槽

■督三
・ =||||●

 ―|||

す・ 11■ |

―■ち禁■||

鰈 ■
‐

4111Ⅲ議

第70号餓水槽

第71号餓水槽 第72号餓水槽

第76号餓水槽 第79号誠水槽



第 11号製塩跡 PL19

第 105号餓水槽遺物出上状況 第 105号誠水槽遺物出土状況



第87号餓水槽 作業風景

作業風景 発掘後全景

第15号土樋

第 14号土樋

第 16号土樋



遺構外遺物出土状況 遺構外遺物出土状況

遺構外遺物出土状況
遺構外遺物出土状況

遺構外遺物出土状況 遺構外遺物出土状況

遺構外遺物出土状況 遺構外人骨出土状況
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写真集『「沢田海岸の塩篭」



出土遺物(1)一 陶器



PL24

出土遺物(2)一 陶器



PL25

出土遺物(3)― 陶磁器
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出土遺物(4)一 陶器・土師質土器
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出土遺物(3)― 陶器・土師質土器



出土遺物(6)―陶器。石製品



PL29

出土遺物(7)―木製品



PL30

図版 1

(No 2-1 異質礫含有弱珪化流紋岩 )

下方ポーラー 直交ポーラー

異質礫含有弱I圭化流紋岩 )
外縁赤化部

図版 2

(N。 2-1

図版 3
(N。 2-2

直交ポーラー

珪化流紋岩 )

忌

＼

選

下方ポーラー

下方ポーラー 直交ポーラー



下方ポーラー

PL31

図版 4

(No 2-3中 粒砂岩 )

図版 5

(No 2-3中粒砂岩 )
外縁赤化部

直交ポーラー

下方ポーラー 直交ポーラー
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